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    人物紹介


    



    日向ひゅうが明あ日す太た


    主人公「俺」。高校二年生。女子と妹が苦手。趣味は座禅と写経。


    



    日向ひゅうが今日きょう子こ


    明日太の妹。高校一年生で水球部のホープ。ファン多数だが明日太にベッタリ。


    



    三み剣つるぎ凛りん世ぜ


    高校一年生。水球部で今日子の大親友。プチ凶暴なツンゴラ少女。


    



    草くさ野の小こ麦むぎ


    高校一年生。保健委員で粘菌オタク。男ギライなゆるロリ娘で腹黒い。


    



    根ね雪ゆき緋ひ影かげ


    高校一年生。ライバル校のヤンデレ水球部員。今日子のストーカー。


    



    比ひ叡えいと高たか野の


    明日太の親友で２年Ｃ組の仏像愛好会の仲間。最近青春してるらしい。


    



    日向ひゅうがみかん


    小学五年生。明日太たちの従妹で積極的なわんぱく娘。実家は愛媛県のみかん農家。
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     一章　俺の妹は時刻表がめくれない件


    



    　俺の妹は時刻表が読めない。


    「兄あにっちー、東京から長野に行くときってずーっと山をのぼっていくのに、長野新幹線『下くだり』っておかしくない？」


    　ちょっと待て、妹。それは時刻表が読めない以前の問題だぞっ？


    　夏休み初頭。俺こと、どこにでもいる平凡な仏像マニアの高校二年生・日向ひゆうが明あ日す太たは、エアコンがなくて扇風機しかない俺の部屋で、隣に座っている小生意気な妹に宇宙人でも見るような視線を向け、窺うかがうようにたずねた。


    「今日きよう子こ……。それはもしかして、本気で聞いてるのか？」


    「もっちろん」


    「天然なあたしかわいいでしょ♪　的なセルフプロデュースの一環じゃないのか？」


    「天然なあたしと養殖なあたしがいるの？」


    　うーむ、この天然さから見ると、妹はほんとに天然なのかな？　いや、念のため、試してみよう。


    「今日子、いいか。この世には三種類の人間がいるんだ」


    「ほうほう」


    「数を数えられる人間と、数を数えられない人間だ」


    「わんつーさんしー……あれ、二種類しかいないじゃない。あと一種類は何なの？」


    　うむむ。有名なアメリカンジョークなのだが、少々難しすぎたようだ。仕方なく俺は、妹に上のぼり下りについて説明することにした。


    「あのな、上り下りは標高じゃないんだ。東京に向かう電車が上り、その逆を下りというんだ。だから東京から長野に向かう新幹線は『下り』でいいし、地方から東京にきた観光客を『おのぼりさん』っていうだろうが」


    「わー兄っちすごい、物知り博士ー。それで、この世にいる三種類の人間のあと一種類って、結局何だったの？」


    「いいからじゃますんな！　自分の部屋へ帰れ！」


    　俺がどなると妹は、ぷう、とふくれる。


    「なによー、兄っちのケチ。せっかく、お客さんが来てると思って、カルピス持ってきてあげたのにさっ」


    　ハコフグみたいにぷっくりふくれている妹は高校一年生で、生意気で厚かましくて俺としてはぜんっぜんかわいくないんだが、俺以外の人間の目から見ると、アイドルもはだしで逃げだすと言われているほどの美少女らしい。だから俺は、俺以外の人間は一度、全員眼科を受診するべきだと、心底思っている。


    「別に頼んでない！　それから、コップに氷を入れてカルピス原液をなみなみと注いで持ってくるのはやめろ！」


    　どん、と俺は座卓を叩たたいた。そのいきおいで、座卓の上に置かれていたガラスのコップが、ぴょんと跳ねた。


    「きゃっ！」


    　コップが倒れるほどには強くは叩かなかったんだが、なにせカルピス原液がコップのふちまで表面張力ギリギリで入ってたものだから、はずみで少しの原液が妹にひっかかった。


    「ひゃあんっ！　冷たぁいっ、兄あにっちのばかー！」


    　妹は、うっすいタンクトップと、すそがボロボロのパンツみたいな超ショートのデニムをはいている。足ははだしなので、体を覆おおう布はその二枚だけ。ぶっちゃけ、俺の下着のほうがまだ、肌を覆う面積は広い（俺はトランクス派だから）。下着よりも表面積が少ない服とか、それはいったい服の役目を果たしているのか？


    　で、そのうっすいタンクトップは、腹巻をひもでつったような、これまた表面積の少ないデザインなのだが、その腹巻からのぞく胸の谷間に、カルピスの原液がべったりとかかってしまった。


    「もー、兄っちのバカ！　もったいないことしてぇ～！」


    　妹はぷんすか怒りながら、胸の谷間をゆるりと伝い落ちる、粘りのある白い液体を人さし指ですくい取ると、ピンク色の舌を伸ばしてペロンとなめ取った。


    　ずくんっ。
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    　何だ。今一瞬、俺の心臓が変な音を立てたぞ。


    「んっ、おいしい……」


    　妹は、まるっこくふくらんだ胸の上に落ちた原液を、指ですくい取っては、ペロンとなめたり、ぱくんとくわえたり。


    「んむんむ、ぺろん。兄あにっち、これほんとにおいしいよぉ？」


    　ずくずく、ずくっ。


    　やばい、心臓がきしんだような音を立てながら、ものすごい勢いで拍動を始めている。何だ、この症状は？　妹がカルピスをなめてるぐらいで、なんで俺の脈拍がおかしくなるんだ？　これまさか、命にかかわる症状とかじゃないよな？


    　俺が胸を押さえてドキドキしている一方で、いっしょに地図と時刻表を広げていた二人の親友、俺とともに仏像愛好会をいとなんでいる小柄な比ひ叡えいと長身の高たか野のが、妹に声をかけた。


    「おやおや、妹さん、大丈夫でありますか～？」


    「ぼく、お手ふき用のウエットティッシュを持ってるので、使うとよいですな～」


    　なぜだ、二人はまったく平然として、いつものように細い目を細めながら、おだやかに妹の世話を焼いている。二人は、俺より悟りを開いているが、いやまさか、俺だってまさか、こんな生意気な妹なんかに煩ぼん悩のうなんか抱いだくわけがない！


    「ありがと、比叡さん。でも、ふいちゃうともったいないから……」


    　そう言って妹は、カルピスの原液がしたたる人さし指を、今度は深くくわえて、


    「ん～……」


    　と、ゆっくりためながら指を味わいつつ引き抜いていき、最後に、


    「ちゅぽんっ」


    　と、くちびるから離した。


    　ずくずくずくずくずくずくずくずくずくずくずくずくずくずくずくずく！


    　ついに俺の心臓が、心臓じゃない音を立てはじめた。工事現場でよく使ってる、アスファルトを砕くドドドドいう機械、あれで脳天を掘くつ削さくされてるような轟ごう音おんが、頭ず蓋がい骨こつの中に鳴りひびいた。全身の毛穴という毛穴から脂汗が流れだし、心臓が苦しすぎてまともに座っていられなくなって、俺は座卓に突っ伏した。


    「んー、おいし。兄っちは嫌いみたいだけど、やっぱあたし的には、カルピスは原液がおいしいと思うけどなあ」


    　妹はそう言うと、ほっぺたについたカルピスを、舌を伸ばしてペロリンとなめ取った。仏教では、女によ性しようは悟りを開くじゃまをする悪魔マーラだといわれているが、妹は悪魔を通りこして死神かもしれない。なんかもう、俺はあと三分ぐらいで死にそうな心持ちなんだが。


    「そういえば、そもそもカルピスとはサンスクリット語で、その意味は『後ご醍だい醐ご天皇』の『醍醐』、いわゆるチーズに似た乳製品の名でありますな～。『醍醐』とは乳製品の中で最高のものといわれていて、すなわち仏教の究極の教えにたとえられているのでありますな～。だから妹さんが原液を好むのも、仏教の教えをうすめてはいけない、という真理がかくされているような気もするでありますな～」


    　高たか野のが悟りの上級者だということは重々承知していたつもりだが、今の妹の挙動を見てそういう感想を述べるところとか、すらすらと立て板に水がごとく口から出てくるその、もはや豆とも言えないぐらい長ったらしい豆知識は、なんかもうさすがを通りこして、それでこそわれらが仏像愛好会の同志よ、っていう感じでいっそ感心してしまう。


    「とりあえず、やっぱりウエットティッシュでふいたほうがいいですな～。夏だから、アリがきたら咬かまれて大変ですな～」


    「そっか。じゃ、ウエットティッシュもらうね」


    　妹は、比ひ叡えいからウエットティッシュをもらって、自分の胸をゴシゴシとふきはじめた。やわらかそうで皮膚がうすそうな胸を、じつに雑にふく。妹にとって胸なんか、水球のときに体が浮きやすくなるためのパーツのひとつにすぎないのかもしれない。


    　つまり妹は、兄である俺や、人畜無害が服を着て歩いてるような比叡と高野の前で、胸なんてちっとも意識してないということだ。本人も気にしてない妹の胸なんかを気にして、心臓が挙きよ動どう不ふ審しんになってる俺は修行と反省をかねて、百枚ぐらい写経をすべきなのだろう。


    　でもその前に、菩ぼ提だい樹じゆの下のお釈しや迦か様と同じように、まずは心を乱す悪魔マーラを俺のそばから遠ざけなければならない。


    「とにかく、おまえはさっさと自分の部屋にもどれ！　俺の部屋と高こう野や山さんは、女によ人にん禁きん制せいだ！」


    　俺は、なんかもう必死な気持ちで、妹をどなりつけた。でも妹は、俺がどんなに怒ろうがこわくないもーん的な、へっちゃらぴーな顔をして俺の横に正座で座りつづけている。白いふとももが圧迫されて、小学校で正月にやってたＰＴＡによるモチつき大会のとき、板の上にあけられて自じ重じゆうでへなへなと形をくずしていくモチのように、ひらべったくつぶれている。何かもうそれを見るだけで、俺は壮絶にイライラしてきた。


    「それから、おまえはちゃんと服を着ろ！」


    「着てるじゃん」


    「それのどこが服と言えるんだ！　下着以下だろうが！」


    「もー、日向ひゆうがくん、そんなにポンポンどなったら妹さんがかわいそうですな～」


    「そうでありますな～、怒りすぎでありますよ～。せっかく懐なついてくれているのでありますから、ありがたく思うでありますよ～」


    　比叡と高野が、高こう僧そうが説せつ法ぽうをするかのような柔にゆう和わな口調で俺をいさめた。それが何だかますます、どういうわけなのか、俺をイラ立たせる。


    「懐いてるとかじゃないから！　だいたいこいつ、子供のころはもっとずっと生意気で、こんなにベタベタしてなかったのに……」


    「ふつう男と女の兄弟は、大きくなるほどに疎遠になるですから、その逆というのはありがたいケースではないですか～」


    「そうでありますよ～。妹さんは日向ひゆうがくんのことが大好きなんでありますから、そばにおいてあげればいいでありますよ～」


    「だだだ大好きとか、気持ち悪いこと言うなっ！」


    　俺は、勝手なことばっかり言ってる二人にムカついてどなった。


    「どうしてー、うるわしき兄妹愛じゃーん。それに高こう野や山さんの女によ人にん禁きん制せいは、明治時代にとっくに解とかれてまーす」


    　妹が、口をとがらせて言った。ほんとこいつは、かわいくない。


    「おや、妹さん、よく知ってるでありますな～」


    「だって、大好きな兄あにっちが大好きな仏教だもん。がんばって勉強したんだもん」


    　あいかわらず妹は、モチみたいにふくれてる。どうでもいいが、こいつのほっぺたはよく伸びるなあ。運動神経のいい奴ってなぜか、ほっぺたや体がやわらかくてよく伸びるよな。リンパの代謝がいいとか筋肉がやわらかいとか、なんかそんなのらしいが。


    　そのおかげなのか、妹は一年生にして水球部のエースだ。男子人気はもちろんだが、女子人気もメチャクチャ高い。そのせいで、妹目当てに近づいてくる女子たちに、俺はさんざっぱらつきまとわれて、ほんと迷惑なわけなんだが。


    「妹さんはえらいですね～。ぼくたちももっと仏の教えを勉強するため、夏休みになったので四国八十八箇所のお遍へん路ろに行くつもりなのですよ～」


    「あー、それでずっと兄っちたち、地図や時刻表とにらめっこしてたんだ」


    「お遍路に行くのはぼくらの夢だったでありますが、学校があるので、なかなか実現しなかったでありますよ～」


    　比ひ叡えいと高たか野のは、妹に優しい。悟りを開いている二人のことだから、親友の妹に煩ぼん悩のうを抱いだくわけがない。妹に優しいのも、仏様のような慈じ悲ひの心で、それこそ血を吸う蚊にだってこいつらは優しく接するってことがわかってるのに、なんで俺はこんなにイライラしてるんだ？


    「四国かー、懐なつかしいなー。ねー兄っち、子供のころ、みかんちゃんちにけっこう行ったよね。あたし妹がほしかったから、遊びに行くのいつも楽しみだったんだー」


    「みかん……？」


    「ほら愛媛の従妹いとこ、すっごく頭のいい子。一度お正月に東京に遊びにきて、幼稚園なのにあたしの冬休みの宿題しちゃったの、覚えてる？　今、えーとたしか、わんつーさんしー……五年生だっけ？」


    　妹は、指折り数えながら言った。


    　うっすらとは覚えてるけど、顔まではよく覚えていない。最後に会ったのは、そのお正月のときだと思う。だいぶ昔だし、毎年写真入りの年賀状は来てるけど、マメな妹は返事を出してるけど俺は見てもない。


    　そんなことより、俺がどんなにイライラしていても、神経が綱引きの綱よりも図太い妹はまったく気にしてないようだ。あぐらをかいて地図を見下ろしている俺の肩に両手を置いて、妹は俺の肩ごしに地図をのぞきこんできた。


    「ちょっと兄あにっち、聞いてるー？　あっそーか、さては照れてるな？」


    「俺が何を照れるというんだ」


    「だってみかんちゃん、あたしより兄っちに超懐なついてたじゃん。兄っちもすごくかわいがってたし、感動の再会になっちゃったりして？」


    　……懐かれてた？　そうだっけ？　俺のぼんやりとした記憶では、みかんは妹のほうに懐いていたような気がするのだが、なんせぼんやりしているのだから、いまいち定かではない。


    「ちょっと兄っち、聞いてるのー？」


    　のしっ、と体重が俺の背中にかかった。いや、いくら妹は水球で鍛きたえ、俺は仏像マニアのインドア派だといっても、妹ごとき、ちっとも重くなんてないのだ。ただ、俺に全体重をあずけている関係で、ふっくらした胸が俺の背中に押しつけられてくるのだが。運動神経がいいから、ほっぺただけじゃなくて胸もやわらかいのか。いや、そのやわらかいほっぺたも、俺の肩にあごをのっけているので、俺のほっぺたにむにっとひっついてくるのだが！


    「色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき……」


    「兄っち、なんでいきなり般はん若にや心しん経ぎよう唱となえてんの？」


    　女によ人にんは、悟りを開こうと修行していたお釈しや迦か様をじゃまする悪魔マーラだ。だから、未熟な僧侶が悟りを開くために修行するための高こう野や山さんでも、長らく女によ人にん禁きん制せいだった。俺も早く悟りを開いて、こんな妹なんかに翻ほん弄ろうされない聖きよい心を手に入れたい……。


    「そうでありますよ～、日向ひゆうがくん。四国八十八箇所といえば般若心経じゃなくて、八十八霊場のご詠歌でありますよ～」


    「楽しみですな～。ゴールデンウィークには奈良に行ってせんとくんと写真を撮ったですが、本州を出るなんてぼく、初めてですな～」


    　未熟な俺の苦悩など、悟りを開いた比ひ叡えいと高たか野のにはまったく理解されていないらしい。子泣きじじいか背後霊状態で妹を背中にくっつけてる俺に、ものすごく平然とした笑顔を向けて、地図を指さしてきた。


    「日向くん、子供のころによく行ったなら、交通機関とかには詳しいはずでありますな～。どんなふうにして行くのが、一番いいでありますか～？」


    「え……」


    　俺は一瞬、ためらった。


    「たしか……俺たちは飛行機で行ってたような」


    　四国は遠い、それに海もある。だからいつも飛行機を使ってたけど、それは親が金を出していたし、俺たちは小学生で子供運賃だったからだし。


    「飛行機、でありますか～。片道三万円超えるでありますな～」


    　高たか野のが、時刻表の後ろのほうにある航空運賃のページを見て、ため息をついた。


    「そうなんだよ、自分の小遣いで行くには高いんだよな」


    「新幹線は？」


    　妹が、高野に聞いた。高野は時刻表をめくりながら、細い目をさらに細めて、小さな数字をまじまじとにらみつける。


    「えーと、でありますな～……のぞみで岡山まで行って、そこで特急しおかぜかマリンライナーに乗るでありますな～」


    「瀬戸大橋通るルートだな。それでいくらになる？」


    「二万円前後ってとこでありますな～。飛行機の三万円に比べれば安いけど、それでもずいぶん高いでありますな～」


    　電卓を叩たたいて足し算の結果を見た高野が、がっくりとうなだれた。比ひ叡えいが、時刻表を横からうばって、最後のほうのページをめくる。


    「鉄道にこだわらなくても、バスはどうですな～？　ゴールデンウィークに奈良へ行ったときは、高野君とバスで行ったのですな～」


    「バスって、鉄道より安いのか？」


    「もちろんですな～、鉄道より狭いからちょっとしんどいぶん、お安いですな～。ほら、このページ、夜行バスなら往復六千円で行けますな～」


    　比叡が、バスの運賃表を俺と高野のほうに向けて見せた。でも、俺と高野の表情は、浮かないままだ。


    「六千円か、うーん……現実的な値段になってきたけど……」


    「あと、出費が大きいのは宿泊でありますな～。一つの県内のお寺を回るのに五日強かかって、現地で泊まる遍へん路ろ宿やどが一泊五千円、さらに食費や現地での移動を入れると、三万はくだらないでありますから、どこかの駅で腰をすえて、レンタサイクルで一県分だけ回っても五万はかかるでありますな～」


    「五万か……すでにちょっと厳しいラインだよな、月の小遣いの十倍だからな。それで四国四県全部回ったら、確実に二十万超えるよな？」


    「ぼくたちは奈良旅行でも散財してるので、そんなにお金残ってないでありますな～。予算的に見て、八十八箇所全部回るのは無理でありますな～」


    「じゃあ今回は一つの県だけで五日ぐらいの予定にするか……」


    「宿泊費はそれでどうにかなるでありますが、現地まで行くお金はやっぱりけっこうかかるでありますな～。奈良は高速バスで三千円だったので、せめてそのラインまで何とか下がらないでありますか？」


    「無理だろ、四国は奈良よりぜんぜん遠いんだから、安くなりようがないし」


    「やっぱりそうでありますかな～……」


    　俺と高たか野のは、そろってはーっとため息をついた。


    　すると、ふと、妹が口をはさんできた。


    「青春18きっぷを使ったら？」


    「何だ、そのドリーミーな名前は。機械の体をただでくれる星に行ける切符か？」


    「それは銀河鉄道無期限パスだよ」


    「さすが兄妹、同じ再放送を見てるだけあって、ボケツッコミがあざやかに決まるですな～」


    　比ひ叡えいが、妙なところに感心している。


    「で、それはこっちに置いといて、でありますな～」


    　と、高野が何かを横にどけるような動作をした。


    「青春18きっぷとは、何でありますな～？」


    「あれ、高野さん、知らないの？　ＪＲの在来線にどこまでも乗れる切符だよ。一枚一万一千五百円、これで五日分」


    「つまり、割り算すると、一日二千三百円でどこまでも乗れるって？　北海道までとか？　時刻表を読めないばかりか、金銭感覚までおかしくなったのか？」


    「違うよ兄あにっち、ほんとにある切符だって。ほら、ここに書いてある」


    　妹がふくれっつらで、時刻表をめくった。そこにはたしかに、青春18きっぷの文字があった。あまりにもベタなネーミングだったので、てっきり妹の創作だとばかり思ってた俺は、思わず目をこすって二度見してしまった。


    「青春18きっぷ！　ほんとに、この甘酸っぱいネーミングなのかよ！」


    「ほほう、なるほどですな～。日付が変わるまで、一枚の切符でどこまでも行ける、ということですな～」


    「ただし特急は別料金なので、青春18きっぷだけで回りたかったら、普通運賃で乗れる普通列車か快速列車に乗れということでありますな～」


    「在来線乗り放題ということだから、新幹線には乗れないのですな～？」


    「そうでありますな～、新幹線に乗りたかったら新幹線乗車券と特急券を買わないといけないということでありますな～」


    「これ、切符が一枚で五回分、つまり五日分？　四国への往復だけだから、そんなにいらないぞ？」


    　俺がたずねると、妹はぴんっと人さし指を立てて説明した。


    「大丈夫！　一枚の切符を二人とか三人で使ったりもできるから。ただし切符は一枚しかないから、たとえば二人で使いたいときは、二人とも同じ行程でないといけないってこと」


    　妹は、時刻表も読めないくせに、なぜかスラスラと語っている。高野と比叡が、すっかり尊敬のまなざしで妹を見つめている。


    　妹は頭がいい（天然だが）。それに声もいい。授業中に当てられて今みたいな感じですらすらと答えてたら、たしかにファンが激増する理由もわかるような気がする。いや、別に妹が何を言おうと、俺的にはぜんぜん何とも思ってないんだけどな？


    「便利ですな～！　これ、奈良に行くときも知ってたら使ってたですな～。そうしたら少しお安くなったし、在来線といえども鉄道のほうが、バスよりずっと体が楽だったですな～」


    　残念がっている比ひ叡えいに、妹が親切に説明した。


    「でも、青春18きっぷは決まった期間しか売ってないし使えないから。夏休みはＯＫだけど、ゴールデンウィーク中には使えなかったはずだよ」


    「俺まだ十六歳だけど、買えるのか？」


    「名前が青春18きっぷっていうだけで、赤ちゃんでもおじいちゃんでも誰でも買ってＯＫだよ」


    　いや、赤ちゃんは電車に乗るのに切符いらないだろ。やっぱり妹は、青春18きっぷの知識以外はかなり鉄道のことに弱そうだが、それでも比叡と高たか野のは細い糸目を輝かせて、ありがたがるように妹を見つめていた。


    「妹さん、電車の上のぼり下くだりが坂のことだと思ってた人だとは思えないぐらい、くわしいですな～。なんか、尊敬してしまうですな～」


    「てへへ、尊敬なんて、照れちゃう。単に水球の遠征のときに、遠征費用を節約するのに使ったことがあるから知ってただけだよ。引率の先生や先輩にくっついて行っただけだから、あたしは何もわかんないんだけど、先輩が時刻表を見ながら、この駅でこの快速に乗りついで、とか延々話してたよ」


    　なんだ、じゃあ青春18きっぷ以外の鉄道のことは全然知らないんじゃないか……と、俺は思った。でも高野は、ますます妹をほめる。


    「いや、謙けん遜そんするところが謙けん虚きよでありますな～。さすが、日向ひゆうがくんの妹さんだけあって、悟りに近いところにいらっしゃるでありますな～」


    　妹が謙虚？　悟りに近い？　いや、それはない、ぜったいにない。


    　と、必死に妹を否定しようとしても、妹が出した青春18きっぷの案は、くやしいけどすばらしい。できれば三千円以内で抑えたかった現地までの移動費用が、二千三百円まで安くなるなんていうすごい情報をいただいてしまって、ありがたいような、でもありがたいと認めるのが悔しいような、そんな微妙な心持ちだった。


    「あっ、あのさ！　妹をほめたたえるのはそれぐらいにして、青春18きっぷでどうやって四国まで行くのか考えてみようじゃないか！」


    　俺は、妹と比叡・高野のあいだに割りこんで、すっとんきょうなぐらいほがらかに提案した。比叡と高野が、俺のほうに視線をうつした。


    「そうでありますな～。時刻表で見たところ、始発で東京を出発したら、夕方には四国に入れるでありますよ～」


    　高たか野のが、目を細めて時刻表を眺めながら言った。


    「えっ、特急や新幹線使わなくても、そんなに早く？」


    「高知市まで行くのはさすがに一日では無理でありますけど、始発で出発したら香川県には日が沈む前に入れるでありますし、愛媛とか徳島にも夜には入れるでありますよ～」


    「すごい、ほんとに二千三百円で四国に行けるんだな」


    「乗り換えが十回ぐらいあるでありますし、地方の駅だと乗り換え一分なのに、一度逃のがすと一時間ぐらい電車が来ないうえに、駅前にもなーんにも店が無かったりするでありますから、うっかり乗り換えホームをまちがったりすると、大変なことになるでありますけどね～」


    「あーそれ、遠征のときに一度あったよ。乗り換え時間が一分しかないのに、うっかり乗った車両が乗り換え用の階段から一番遠いところだったから、ものすごい勢いでみんなで走って階段上がって下りて、隣のホームに行ってすべりこんだことある」


    　妹が言った。水中の格闘技の異名を持つ水球部のメンツだったからそれで間に合っただろうけど、仏像フィギュアの塗装が趣味の俺だとたぶん階段の途中で屍しかばねと化していた自信がある。


    「比ひ叡えい、高野。もしそうなったら、俺のことは置いていってくれ」


    「いやいや日向ひゆうがくん、そんな死を覚悟したような深刻な顔をしなくていいですな～。今はインターネットで地方の駅の構造とかもわかるですから、ぼくがばっちり下調べしておくですな～」


    「そうそう、比叡君は奈良に行ったときもばっちり下調べしてきてくれたでありますからな～。大船に乗った気でいて大丈夫でありますよ～、乗るのは船じゃなくて電車でありますけどね～」


    　比叡と高野が、菩ぼ薩さつ像ぞうのように目を細めて余裕の表情でニコニコ笑っている。そ、そうか、じゃあ安心してもいいのかな……。


    「でさ、兄あにっちたち」


    　と、妹が俺たちを見まわして言った。


    「青春18きっぷは一枚で五回分なわけなんだけど、三人で使うと余りが出る件は、どうするの？」


    　あっ。


    　俺たち仏教男子三人は、思わず顔を見合わせていた。


    「そ、そうでありますな～。三人で三回分、往復で六回分、だとすると二枚買わないといけないので、四回分余るですな～」


    「お遍へん路ろに行った先で一度、長距離の移動に使ったとしても、やっぱり一回分余るでありますな～」


    「残ったぶんだけ、返金できないのかな」


    「だめらしいよ、一回でも使ったら返金できないってさ」


    　妹のことばに、俺たちはますます、ぐぬぬとなった。


    「じゃあ残り四回分、友達に売るとか」


    「誰も買ってくれなかったら、どうするでありますか～？」


    「そもそも夏休みだから、友達の家にいっこいっこ電話して買ってくれる友達を探すだけで、大変ですな～」


    「くそー、なんで五回分なんだよ、奇数とか中途半端すぎるだろ！　せめて偶数にしろよＪＲ！」


    「きっと、余りを出してそのぶんもうけようとする策略でありますな～」


    　俺たちがうなってると、妹が言った。


    「兄あにっちたち、最小公倍数の計算もできないの？　五回一セットなんだから、三セット買えば十五回分で、三人できっちり割り切れて、余り出ないじゃん」


    「割り切れるけど、そんなに大量にいらないだろ」


    「あっ、そうだ！　五人で行けば、きっちり余りが出ないでありますよ～！」


    　高たか野のが、ぽんと手を叩たたいた。比ひ叡えいが、細い目をかがやかせて高野を指さす。


    「ほう、高野くん、あったまいいですな～！　五人なら、青春18きっぷを二枚買えば、きっちり往復で使いきれますな～」


    「五人って何だよ、なんで二人増えてんだ」


    　俺は、嫌いやーな予感がした。そして人生、嫌な予感ほど、なぜかぴたりと的中するものなのだ。


    「そりゃー、みーなちんと流る花かさんを誘えば、五人になるでありますよ～。すごく簡単な計算でありますが、日向ひゆうがくんはわかんなかったでありますか～？」


    「ちょっと待て、なんで俺が足し算できない子みたいな目で見られなきゃいかんのだっ？」


    「なるほど～！　るかにゃんと美み奈な子こさんなら、仏教のことをよく知りたいようだったし、ぴったりですな～」


    「なにあたりまえみたいに、女子を誘おうとしてるんだ！　女によ性しようは、仏の悟りをはばむ悪魔マーラだぞっ？」


    　俺は、勝手に盛りあがっている比叡と高野をどなりつけた。


    　るかにゃんとみーなちん……この二人については、説明すると長くなるのだが、俺がどれほど妹に迷惑をかけられてるかってことを、よくわかってもらえる事例だと思うので、少しがまんしてつきあってもらいたい。


    　俺の妹は、女子にモテる。もちろん男子にもモテるが。中学校が女子校だった関係で、中学時代に目をつけていた先輩同輩、それから高校になって（せっかくの共学校だというのに！）妹に陥かん落らくしてしまった女子たちに、妹はとにかくモテまくっているのだ。


    　しかし、当の妹はぜんぜん百ゆ合り趣味が無い。だから、妹に恋する女子たちは、妹に嫌われたくないのであくまで恋心をかくしていた。友情のふりをして、必要以上に妹にくっついてくるやつらもいた。それで、妹が俺にやたらベタベタひっついているせいで、俺が目をつけられてしまい、「俺を妹から引き離す」ために、そいつらが俺を誘惑しようと計画したことがあった。


    　男になんかぜんぜん興味ないくせに、ラブレター持って俺を追いかけまわしたあげく、俺が避難場所にしていた比ひ叡えいと高たか野のまで、俺から引きはなそうとした。そのために、るかにゃんとみーなちん、という刺し客かくがさし向けられたのだ。


    　二人とも妹の追っかけだったはずなのだが、どういうわけか、計画が失敗したあとも、比叡と高野とのつきあいがつづいている。この間なんか、いっしょに夏祭りに来るというていたらくだ。俺よりはるかに悟りを開いていたはずの比叡と高野が、女によ性しように心をうばわれてしまうなんて、ほんと女は悪魔マーラだ。


    　そういったわけで、まさかお遍へん路ろにまで彼女たちを連れていこうだなんて、


    「おまえら、どこまで堕だ落らくしてしまったんだ！　目を覚ませ！」


    「目は覚めてるでありますよ～、みーなちんの美び貌ぼうは、目が覚めるほどの美しさでありますからな～。あんなに美しいのに、内気な年上のメガネっ娘こで、ほんとかわいいのでありますな～」


    「いや～、ぼくはむしろ逆ですな～。ちっちゃくて小動物系のるかにゃんは超かわいいので、その姿を見るだけで、目が覚めてるのに夢を見てるような気になるですな～」


    　比叡と高野は、二人してあさってのほうを見つめて、うっとりしている。ちょっと待て、その五人組で旅行とか、俺どんだけおじゃま虫状態なんだ？　俺は、泣きそうな気持ちになって、二人にうったえた。


    「悪魔マーラにまどわされるな、女によ性しようにたぶらかされて悟りの道を踏みはずすな！　おまえらは、俺よりずっと悟りに近いところにいるのに、煩ぼん悩のうに呑のまれてどうするんだ！　煩悩を払うために四国八十八箇所をめぐるんだぞ、女によ人にん連れとかありえないだろ！」


    　すると、比叡と高野はハッとした様子で、細い目で見つめあった。


    「たしかに、日向ひゆうがくんの言うとおりでありますな～。煩悩を払う修行の場に、煩悩のもとである女によ性しようを連れていくというのは、御み仏ほとけに失礼な行為でありますな～」


    「そうですな～、お遍路にガールフレンドを連れてくのは倫理的にちょっとどうかな、とぼくも思うですな～」


    「だよなっ？　やっと目を覚ましてくれたか！」


    　俺は、二人に念を押すように言った。二人は、こくりとうなずいた。どうやらわかってくれたようだ、ああよかっ……。


    「それじゃお遍路はやめて、ＵＳＪにするですな～」


    「本末転倒だろーがっ！」


    　俺は全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて、ツッコミを入れていた。だが、高野も細い目をますます細めて両手を合わせ、


    「おお、それはすばらしき提案でありますな～。じつを言うとみーなちんは、あんなに大人っぽくてきれいなお姉さんにもかかわらず、スヌーピーが好きなのでありますな～。もーギャップ萌もえすぎて、かわいすぎるでありますから、ぼくも一度ＵＳＪに連れてってあげたいと思っていたのでありますな～」


    「いや、おい、四国八十八箇所はどこに行ったんだ！」


    　俺がどんなに必死にどなっても、悪魔マーラに魂をつかまれてしまった比ひ叡えいと高たか野のには届かない。二人は完全に堕だ落らくしきったデレデレした表情で、うっとりと虚こ空くうを眺めている。


    「ほほう、美み奈な子こさんはスヌーピーが好きなのですな～？　るかにゃんは、あんなにかわいくてキュートなのに、ハリウッドのスペクタクルホラーが好きなのですな～」


    「それはまた、ギャップ萌えでありますな～。それではジョーズのアトラクションなど、おすすめでありますな～」


    「そうですな～。ホラーが好きなのに、るかにゃんは怖こわがりなので、きっと『きゃー比叡さん怖いですぅ～！』って悲鳴をあげながら、ぼくの腕にしがみついてくることまちがいなしですな～。しがみつかれてもいいように、新しいシャツを買わないといけないですな～」


    　えっ、デートのために新しい服を買いに行くとか、比叡ってそういうタイプだったっけっ？　どう考えても堕落してるじゃないか、一言で言うとチャラい！


    「おまえら、堕落しすぎだろうが！　ＵＳＪなんか行ってる場合かっ、その煩ぼん悩のうを払ふつ拭しよくするために、おまえらこそお遍へん路ろが必要だろうが！」


    「えー、そんなに行きたいなら、日向ひゆうがくんだけで行くといいですよ～」


    　あっさり見捨てられた！


    「大阪なら奈良と同じで高速バスで三千円で行けるので、青春18きっぷを買う必要もないから、五人組のくくりにしばられる必要はないでありますしな～」


    「そうですな～、ぼくたち四人で高速バスで行くのがいいですな～。高速バスなら乗り換えもないから、大荷物を持ってホームをウロウロする必要もなくて、ラクチンに行けるですな～」


    「うんうん、女子の旅行はどうしても荷物が増えるでありますからな～」


    　比叡ばかりか高野も、俺を見捨てたようだ。完全に俺の存在を忘れて、「四人でダブルデート状態で、どうやってＵＳＪで遊ぼうか」と、すっかりその話に熱が入っていた。


    「ＵＳＪもいいけど、大阪といえばやはり、食いだおれの街でありますな～。道どう頓とん堀ぼりで、フグのから揚げを卵でとじた丼を食べるでありますな～」


    「いいですな～。フグはコラーゲンぷるぷるでヘルシーだから、女の子はきっとよろこんでくれるですな～」


    　堕落しすぎて、殺せつ生しようもバッチコイになってるようだ。


    「いやー、みーなちんはフグなんか食べなくても、お肌ぷるぷるでありますけどな～」


    「るかにゃんも、ぷるっぷるですな～」


    　目を細めてほほえむ二人は、もとの顔が仏像みたいだから、神こう々ごうしいアルカイック・スマイルを浮かべているように見えるけれども、言ってることはかなり煩ぼん悩のうにまみれている。


    「堕だ落らくするな、戻ってこい！」


    　俺の叫びは、もはや届かない。


    　二人だけでＵＳＪの計画を立てはじめた比ひ叡えいと高たか野のを、俺は涙のにじんだ目で見つめていた。友情って何なんだろう、俺たちの仏像愛好会って何だったんだろう……。


    「ふられちゃったね、兄あにっち」


    　妹が、ニコッと笑った。この妹は、無む邪じや気きな笑顔で、人の一番言われたくないことばをグリグリ突っこんでくるから困る。だが、俺はすさまじい絶望のせいで、妹に嚙かみつく気力も残されてはいなかった。


    「……ま、仕方ないさ。旅行はあきらめる、一人じゃ青春18きっぷを使いきれないしな……」


    　うなだれて力無く言った俺に、妹は「いかにも名案！」と自負しまくってるのがまるわかりの、キラキラした目と腰に当てた手、最高出力のドヤ顔とともに、口を開いた。


    「あきらめなくても大丈夫だよ、兄っち！　あたしが青春18きっぷ、無駄がないようにしてあげるから」


    「えっ？」


    「あたしに任せてくれる？」


    　妹は、すごく自信まんまんだ。五回分のきっぷを一人で無駄なく使う方法なんて、どう考えても無いわけなんだが。もしかして、妹は人気者で友達（一部、友達の皮をかぶったメス狼おおかみ）がたくさんいるから、余ったきっぷを買ってくれる人のツテがある、とかかな？　妹も遠征で青春18きっぷを使ったし、ほかの運動部も夏休みは遠征のシーズンだから、何かと切符を譲渡する先にツテがあるのかな？


    　俺は勝手に、そんなふうに想像をめぐらせていた。とりあえずこれで八十八箇所めぐりに行けそうでよかった、などと楽観的に喜んでいたのだ。


    　疑う気持ちがあるかないかというよりも、比叡と高野に裏切られた（というか見捨てられた？）ことでかなり精神的にショックを受けてたから、疑う余裕もなかったというほうが正しいのかもしれない。


    　そうでなくても、俺は事務仕事みたいなのに思いきり弱い。だから、青春18きっぷに関するすべてを、妹に任せることにした。


    　とうぜん俺は、このあとものすごく後悔するわけである。それを予見できないところが、俺もまだまだ甘かったのだ……。


    



    　出発の日の朝、というか超早朝、俺は絶叫した。


    「なんでおまえらが、ここにいるんだっ？」


    　東京駅のみどりの窓口の前で、俺は青春18きっぷを買いにいった妹を待っていたところだった。自分でも買いにいけるのに、わざわざ東京駅までついてきて、妹は相変わらずおせっかいだな……などと思っていたところだった。


    　そんな俺の前にあらわれたのは、三み剣つるぎ凛りん世ぜ、草くさ野の小こ麦むぎ、根ね雪ゆき緋ひ影かげの三人。客観的に見ると三人ともかなりの美少女だが、俺にとっては悪魔マーラにしか見えない。


    「なんでって、今日きよう子こに旅行行こうって呼ばれたからきたのよ。なんで兄あに貴きさんまでここにいるのか、こっちが聞きたいわよっ！」


    　腕組みをしてぷんすか怒ってる怒りんぼさんが、凛世。ツンデレからデレ成分を完全排除した、ツンゴラ娘である。


    　そんな凛世は、妹と同じ水球部の一年生だ。色白のきめ細かな肌と整えられた漆しつ黒こくの長髪が、清せい楚そで上品そう。今日はそのうえに、いかにも避暑地へのお出かけ、という感じの白いワンピースと白いつば広帽子と籐とうの大きな縦型トランクを持った姿なので、ますます清楚で上品そう。その切れ長のスッとした目も、流し目などされるとゾクッとしそうなほど妖よう艶えんであろうと想像できるが、もちろんツンゴラ凛世は流し目なんかしない。全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて怒りに満ちた目で、真正面から俺をにらむばっかりだ。


    「えっ……妹に呼ばれた？　旅行に？」


    「そうよ、今日子がはじめて旅行に誘ってくれたから、てっきりわたしの愛が届いて、二人で愛のアバンチュール来たーと思って、ずっと超ワクワクしてたのに。ゆうべなんか、緊張しすぎて眠れなかったぐらいなのに！　なんでおじゃま虫が三匹もくっついてんのっ？」


    　凛世は、俺と小麦と緋影を何度も指さしながらどなった。


    「りんりんったらぁ～、おじゃま虫はおたがいさまですぅ。小麦だってキョコたんと二人旅であんなことやこんなことするの、クビナガホコリカビよりも首を長くして楽しみにしてたですぅ～」


    　凛世のほっぺたを指でツンツンして、凛世に思いっきり憎しみがこもった目でにらまれているのが草野小麦だ。


    「小麦、クビナガホコリカビって何なのよ」


    「小麦が飼ってるキイロタマホコリカビのタマきーが、最近仲良くしてる粘ねん菌きんのお友達ですぅ」


    「そのキイロタマホコリカビの名前のネーミングセンス、やめたほうがいいと忠告しておくわ。ついでに命が惜しかったら、わたしのほっぺたになれなれしくさわらないことね」


    「わぁー、怖ぁいですぅ～。でも小麦的には、おじゃま虫はりんりんのほうですからぁ♪　おじゃま虫は、駆除しちゃうですぅ♪」


    　小麦は困ったようなハの字眉まゆ毛げで笑みを浮かべながら、凛世のほっぺたに指を、ドリルのようにぐりぐりと押しつけた。強く押しつけているので、凛世のほっぺたが穴があきそうなほど深くへこんで、そこだけ白くなっている。小麦は小柄でおっとりしたかわいい顔立ちと、甘ったれたしゃべり方、花がいっぱい飾られた麦むぎ藁わら帽ぼう子しやピンクのワンピース、キャリーつきトランクをコロコロ引っぱる姿のかわいさに似合わず、粘ねん菌きんマニアのうえに、黒い、ドス黒い。


    　ちなみに粘菌とは、でっかいアメーバみたいなやつだ。小こ麦むぎに聞いたところによると、直径一メートルぐらいの「単細胞生物」の粘菌もいるらしいが、とりあえずグロそうなので想像はしたくない。


    「小麦、ケンカ売るつもりなら札さつビラ切って買わせてもらうわよ？」


    「きゃー、りんりんがいじめるですぅ！　お兄にい様、未来の世界的天才粘菌学者・兼・未来の義妹を守るですぅ！」


    　怒りの凛りん世ぜが巨大トランクを高々と持ちあげ、小麦が俺の後ろにかくれた。


    「兄あに貴きさん、そこどいて！　どかないといっしょに殺すわよ！」


    　大変だ、粘菌どころか、俺の脳みそがグロいことになりそうである。


    「待て凛世、落ちつけ！　小麦もちょっと待て、何がどういう流れになったらおまえが俺の妹になるんだ！」


    　そういえばツンゴラ凛世もずいぶん前に、自分は一人っ子だけど俺の妹になりたいな、などとかわいいことを一瞬だけ言ってたような記憶がある。今はトランクを振りあげて俺を殺そうとしているので、たぶんあれは俺の気のせいだか、気の迷いだったんだろう。


    「そりゃーだって、小麦がキョコたんと結婚したら、お義に兄い様の義理の妹になるじゃありませんかですぅ」
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    「なんかいつもの『お兄にい様』と語感的なニュアンスが違うようだが？　それと、なんで俺が、『この人なんでこんなかんたんなこともわかんないのバッカじゃない？』みたいな目で見られてるんでしょうかね？」


    「とにかくお義に兄い様は、かわいい義いも妹うとを守っていさぎよく散るですぅ！　キョコたんはお義兄様べったりだから、最大のおじゃま虫が消えてくれて一石二鳥ですぅ」


    「そういうことを言う義妹をかわいいと思えるほど、俺はまだ悟りを開いてないんだがな！」


    　俺は小こ麦むぎに背中をぐいぐい押されて、俺の目の前では殺気をはらんだ凛りん世ぜが「トランクは角のところを当てたほうが破壊力あるかしら」みたいな目で俺たちを見てるし、せっかく夏休みになってこいつらと四十日ほど会わなくてすむと思っていたのに、ほんとになんでこいつらがここにいるんだ！


    「とにかく、ここは駅なんだから！　公共の場なんだから、暴れるな！　緋ひ影かげを見習えよ、さっきからずっとおとなしいだろ！」


    　黒服に黒いリュックサックにとどめの眼帯が不ふ穏おんな空気をただよわせている緋影は、俺たちに背を向けて立っていた。妹たちの水球のライバル校である、都立第四高校一年四組の緋影は、水球のみならず、また妹をめぐって凛世や小麦のライバルでもあるのだが、さすがに公共の場でおとなしくするぐらいの社会常識は……。


    「せっかく日向ひゆうがさんと初のお泊まりデートだと思っていたのに、おじゃま虫は死んじゃえ死んじゃえ死んじゃえ死んじゃえ死んじゃえ死んじゃえ死んじゃえ死んじゃえ……」


    　うわーん、おとなしいと思ったら、手の中にちっちゃい人形を三つ持って、ブツブツつぶやきながらカッターナイフでズタズタに切り刻んでたー！　どうやら緋影は、今日も絶好調に病やんでいるようだ。


    「緋影、公共の場にゴミを散らかすのはやめろ！　あと、まだ眼帯してるのか？　目がふやけるぞ？」


    「まだ……ではなく、前のは虫さされで、それは治ったんですが、最近目がチカチカするんですよ……」


    「それ目医者に行って治せよ。若いうちに眼帯してると、視力に悪影響があるらしいぞ」


    「かまいませんよ……至近距離五センチで日向さんの顔が見られるだけの視力さえあれば。わたしは、それ以外のものに見る必要性を感じませんから……」


    「ごめん、その病みっぷりは目医者では治らなかったな。っていうか、ほんとなんでおまえまでここにいるんだよっ？」


    「たっだいまぁー！　青春18きっぷ、買ってきたよーん♪」


    　妹が、スカッとさわやかな笑顔で、ボストンバッグを肩にひっかけながら、みどりの窓口から飛びだしてきた。このドロドロかつ殺さつ伐ばつとした空気にまったく気づいていないところが、天然ゆえの罪の重さだと思う。ついでに、俺はもっと早く気づくべきだった。「どうして妹は切符を買いについてくるだけなのに、ボストンバッグを持ってきたのか」ということに。


    「今日きよう子こ！　なんだこいつらは！」


    「今日子、わたしを旅行に誘ったのよね？」


    「キョコたんは小こ麦むぎとラブラブお泊まりですむっはー！」


    「わたし、朝の光を浴びるとたまに灰になりそうになりますけど、日向ひゆうがさんのさわやかフェイスを拝見するために、がんばって日向さんの指示どおり始発で東京駅にやってきました……。早朝の太陽はまぶしいですが、むしろこの紫外線が肌にピリピリ来る感じが、初恋の刺激という感じで心地よいです……ふふ」


    「やだなー緋ひ影かげっち、それって紫外線で肌の細胞のＤＮＡがプツプツ切れてるんだよー。せっかく色白さんなんだから、旅行中はとくにしっかり肌ケアしなきゃ！　ほいっ、あたしの日焼け止め、貸してあげる」


    　おい妹、俺たちの糾きゆう弾だんを思いっきりスルーして、食いつくところはそこなのか？


    「ああ、日向さんが使った日焼け止め……。あの、これ、どうやって使うんですか？」


    　緋影が、妹にたずねた。


    「えっ、緋影っち、知らないの？　クリームみたいに塗るんだよ、日焼けしそうなところに」


    「説明されても、よくわかりませんね……。わたし、ゲームの説明書とか、読んでも理解できないので読まないタイプなんです……」


    「あーそういう人いるいる、あたしもそう！　だから、兄あにっちに読んでもらって、やってもらって、それ見て操作覚えるの」


    　そういえばそうだった、だから新作ゲームの発売日ってのはほんとにめんどくさいんだ。「俺は今日仏像プラモ作るから明日にしろ」って言っても、「えー今日発売日なのにぃ～、今日遊びた～い」と、さんざっぱらゴネる。最後には母親が台所から聞きつけて、「あっくん、妹には優しくしなさーい！」とどなってくる。ほんとに妹なんて、ロクなことがない。あと、高校二年生にもなった息子に「あっくん」はやめてほしい。


    「なるほど……。では、わたしは日向さんに塗っていただいて、それで覚えるとしましょうか……」


    「あっうん、いいよ？　じゃあまず日焼け止めを手にとって、それを日焼けしそうなところにぬりぬり、っと」


    　妹が、両方の手のひらを緋影のほっぺたに当てて、むにむにする。くるくると円を描くように日焼け止めを塗ると、緋影が言った。


    「あの、日向さん。首筋なんかも、日焼けしますよね？」


    「うん、日焼けするねー。首筋も塗っといたほうがいいねー、ぬりぬり」


    「胸なんかも、日焼けしますよね？」


    「いや、胸は日焼けしないと思うけど」


    「でも、日差しが上から入ってきたら、日焼けしますよね？」


    「するかなー。じゃあいちおう塗っておこう、ぬりぬ……」


    　妹の手が、緋ひ影かげの胸の谷間に伸びる。その指先が、マシュマロのようにやわらかな低反発の表面に触れようとした、寸前。


    「根ね雪ゆきさんっ、そんなに日焼けが気になるなら、わたしの日ひ傘がさ貸してあげるっ♪」


    　凛りん世ぜがいきなり背後から緋影の首に腕を回し、妹から引きはがした。


    「……別にいりませんよ、三み剣つるぎさん……？」


    　凛世を見つめる緋影の目に、薄暗い殺意が宿る。いっぽう凛世も、語尾に「♪」がつくような声のテンションにもかかわらず、顔がぜんぜん笑ってない。


    　妹が通っていた中学校は女子校で、同学年の凛世や小こ麦むぎだけでなく、先輩にも妹に目をつけていたのがたくさんいる。それどころか、試合でめぐりあっただけの緋影まで、妹にゾッコンだ。でも、妹は百ゆ合り趣味がまったくない。だから告白したり、百合的な感情を妹に持っていると知れたら嫌われるかもしれない……と警戒して、この三人をふくむ誰もが、その「恋心」を妹の前では出せずにいる。


    　そのため、妹に気づかれないよう水面下で行われる足の引っぱりあいは、いっそう凄せい絶ぜつを極きわめるわけだ。だから、こいつらといっしょにいるのは嫌いやなのに……。


    「おい今日きよう子こ、どうしてこいつらがここにいるんだ！」


    　俺は、ようやくその疑問を妹にぶつけることができた。すると妹は、ごくあたりまえのようにニッコリ笑って、


    「だから、青春18きっぷで四国旅行に行くんじゃない」


    「誰が！」


    「あたしと兄あにっちと、凛世と小麦と緋影っち♪」


    「俺は一人旅をすると言ったはずだぞ！　なんでそうなったんだ！」


    「だって、青春18きっぷは一枚で五回分でしょ？　一人で往復すると三回分余るし、二人で往復すると一回分余るし……」


    「そうだ。それをおまえがどうにかするって言ったから、任せたわけだが……」


    「だから、五人で二枚買えば、ぴったり割り切れるでしょ？　ドヤドヤ♪」


    　何そのドヤ顔！　切符が余る対策として、人数増やしてどうすんだ！


    「あっ、そんなことより」


    「そんなこと、で流せる状況かこれが！」


    「そんなことより、早く電車に乗らないと今日中に愛媛につけないよー。まずは東海道本線だ、れっつらごー！」


    　妹が、思いっきり俺の背中を押したので、俺はつっ転びそうになった。こうなったのも、もともとは比ひ叡えいと高たか野のが裏切ったせいだ。あいつらは一足先にＵＳＪに行って、巨大なスヌーピーの着ぐるみといっしょに調子ぶっこいた写メを撮って、送ってきた。あいつらなんか、もう二度と口をきいてやるもんかー！


    



    　……と、俺は悟りとはほど遠い、悶もん々もんとした気持ちを抱いて東海道本線にガタゴト揺られていったのだった。
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     二章　俺と妹が教会で結婚式とかありえない件


    



    　俺たちは朝六時前に東京駅を出発し、青春18きっぷを握りしめて、四国へ向かった。


    「今日きよう子こ、ほんとに一日で四国まで行けるのか？」


    　四国までの長距離旅行、といっても青春18きっぷで乗れるのは、特急券のいらない普通電車や快速電車だけだ。だから、長距離を行く特急列車の、いかにも長距離旅行です、という風ふ情ぜいのある向かい合わせの座席ではなくて、ふつうの通勤電車のような壁ぞいの座席である。


    　こんな早朝でも、遠距離通勤や部活の遠征っぽい乗客がけっこう乗ってるので、俺はあいてる座席を探して歩く。妹は、自信たっぷりに言った。


    「モチのロン！　夜の十一時ごろに今いま治ばりに着く予定だよ」


    「今治？　愛媛県の？　四国の入り口は香川県だろ、なんでそんな遠くまで行くんだよ」


    「いとこのみかんちゃんの家が、今治じゃん。四国に入るのは夕方遅くになるから、ユースホステルとか、それと……遍へん路ろ宿やど、だっけ？　そういうののチェックインの時間が過ぎちゃうでしょ。それなら、がんばって今治まで足を延ばして、みかんちゃん家に泊めてもらうほうが賢いじゃない」


    「いやいや、ぜんっぜん賢くありませんから！　夜の十一時に親戚の家に泊まりにいくなんて、メチャクチャ迷惑だろーが！」


    「大丈夫、事前にちゃんと電話して了解もらってるし。みかんちゃん家ちは大きいから、泊まるところはいっぱいあるでしょ。その電話で久しぶりにみかんちゃんとしゃべったんだけど、すごくしっかりしてて、なんか大きくなったなーって感じだったよ。それで、兄あにっちにすごく会いたがってたよー？　だから、ぜひ来て来てって感じだったよ」


    「俺に？」


    「やっぱ懐なつかれてるんだねー、兄っち。やっぱ、あたしの妹にはなってくれないのかな、みかんちゃん」


    「それたぶん、おまえに遠慮させないために言っただけだと思うぞ。常識的に考えて、五人で押しかけるって……」


    「あ、今治市には八十八箇所のお寺が三つもあるんだって。自転車なら、一時間もかからずに回れちゃうらしいよ。聖しよう武む天皇の国こく分ぶん寺じとか、弘こう法ぼう大だい師しが植えた松があるお寺とか、なんかすごいよね～」


    「国分寺？　弘法大師っ？」


    　しまった、うっかり目をキラキラさせて、妹の話に乗ってしまった。俺は、兄としての威厳を保つためにも、親戚への迷惑行為について注意せねばと思っていたのに……。


    「あっ、席あいてた！」


    　と、妹が素早く座席に座った。そこは電車の車両の真ん中あたりで、長いほうの長椅い子すがまるまるあいていた。妹が座ると、今まで借りてきた猫のようにおとなしかった小こ麦むぎが、ダッシュしてその隣にぽすんとお尻しりを落とした。


    「では小こ麦むぎは、こちらに座らせていただくですぅ！」


    「では、わたしはこちらの隣に座らせていただきますね……ふふふ」


    　妹の両端を、素早く小麦と緋ひ影かげが陣取った。二人に比べて少し遠慮がちな凛りん世ぜは、出遅れてぐぬぬとなりながら、緋影の隣に座った。俺が何気なくその隣に座ると、凛世が焦あせった様子で俺のほうを向いた。


    「ちょっと、兄あに貴きさん！　どうして隣に座ってるのよ！」


    「詰めて座らないと、他のお客さんに迷惑だろ」


    「それはそうだけど！　どうしてわざわざわたしの隣に座るわけっ？」


    「別に好きで座ってるわけじゃない、あっちの端はもう他の人が座ってたからだ」


    　と、俺は小麦の隣に座っているスーツ姿の女の人を指さした。その瞬間、凛世はハッとして、ばつが悪そうにそっぽを向いた。


    「な、なんだ、そういうことなのね。そ、それじゃ仕方ないから、隣に座ってもいいわよ」


    　男嫌いなのは知っているが、椅い子すぐらい大目に見てほしい。


    　だが、早朝とはいえ乗客がそこそこ乗っている車内で、


    「うわ、何あの一角！　美少女が四人も固まってるんですけど、何かの撮影？」


    「朝からいいもの見たなー、目の保養だなー。今日も一日がんばるぞ！」


    「あんな子とつきあいたいけど、絶対もう、すごいレベル高い彼氏いるよなー」


    　と、この四人がものすごく注目を浴びてるので、流れ弾のようにそれてくる視線が痛くて、視界に入らないよう、凛世からなるべく距離を取るようにして、できるだけ端っこのほうへくっついていったのだが……。


    「あれっ、兄あにっち、そっち寄りに座る？」


    　妹は立ちあがると、端っこの手すりにくっついて座っている俺と凛世のあいだのすきまに、お尻しりをぐりぐりと埋めてきた。いや、なんで俺が移動したからって、妹まで移動してくるんだよ？　当然のように、乗客の視線がいっせいに俺にそそがれた。


    「何あいつ……知り合い？　てか、まさか彼氏？」


    「兄っちって言ってたぞ、兄？　ぜんぜん似てないんだけど、兄？」


    「くそー、兄ならあんな地味男子でも、あんな最上級美少女にラブラブされるのか！　ずるいずるい、死ねばいいのに！」


    　見知らぬ人間に朝っぱらから死を願われてしまった。まったくこれだから妹といっしょに外出するのは嫌いやなのだ。


    「見て見て兄っちー、品川駅のまわりってすごい大きいビルいっぱいあるんだねー。東京駅のまわりもすごいけど、こっちのほうってあんまり来ないから、なんか未来都市みたーい」


    「おまっ……靴くつ脱いで後ろ向いて椅子に座って、窓にひっついてんじゃないっ！」


    　俺は妹に厳しく注意した。


    「えー、だって後ろ向いて窓見るときは靴くつはいてちゃいけないんだよ？」


    「俺が注意してるのはその点じゃない！　高校生にもなって、そういうことするな！」


    「だって楽しいんだもーん」


    　妹は窓辺にほおづえをつき、ひざから下を楽しげに上下させている。靴は、きちんと床に置かれている。そういう格好をされるとだな、


    「はああうあああ～！　だめだ、あのショートカットの子がかわいすぎて朝から萌もえ死ぬる～！」


    　などと、不ふ埒らちな煩ぼん悩のうを抱いだくサラリーマンが出たり、


    「はああうあああ～！　キョコたん、かわいすぎですぅ～！　はあはあ写メ撮って待ち受けにして、その待ち受けに朝晩二回ずつほおずりしてもいいですぅ？」


    　などと、不埒な小こ麦むぎが出たりするので、俺は気が気じゃない、もとい、いや別に妹のことなんてぜんぜん心配してないんだけどな？


    「ところで今日きよう子こ、さっきから何度も聞いてるが、なんで五人で青春18きっぷ旅行、なんてことになったんだ」


    「えーだから言ったじゃん、余らないようにするためだよ」


    　妹がほおづえをついたまま、俺のほうを見て言った。


    「他の方法は考えもしなかったのか、と聞いてるんだ！」


    「だって、いろいろ計算してたんだけど、五回分ってほんと中途半端で、途中でめんどくさくなっちゃった、てへぺろ☆」


    　ＪＲめええええええ！　ＪＲが青春18きっぷを偶数回分にしないから、俺がこんな目にあうんじゃないかああああ！


    「だ、だけどそれで二枚も買ったら、結局よぶんに金がかかるだろ」


    「ううん、みんなワリカンにＯＫしてくれたから大丈夫だよ。それに、あたしは兄あにっちと旅行したかったんだもん♪」


    　この妹は、悪びれもせずにしゃあしゃあと言う。そのうえ、座ったまま体をひねって俺の腕に腕をからめてくる。おいやめろ、ほかの乗客の呪じゆ詛そのこもった視線だけで呪のろい死ねそうな勢いだぞ。


    「そうよね、旅は道連れっていうけど大勢で行ったほうが楽しいもんねっ？」


    　凛りん世ぜは妹の隣で、ものすごく満足そうな笑顔を浮かべている。さっきまで小麦と緋ひ影かげに妹の両側を陣取られて自分だけ妹の隣に座れなかったのに、妹が移動したことで妹の隣に来ることができたから、予想もしなかったラッキーだ、と喜んでいるようすだ。そして、妹に優しい微笑を向けつつ、妹のもう片方の隣にいる俺には「兄あに貴きさんがそこにいなければ今日子と二人きりで座れるのにガルルルル」と、今にもうなり出しそうな殺意をこめた目を向けて牽けん制せいすることも、心の狭い凛世はきちんと忘れない。ああ、なんだか背中がゾクッと氷水を浴びせられたように冷たいんだが、この車両は強冷房車なのか？


    「だよねだよね？　だから、凛りん世ぜと小こ麦むぎと緋ひ影かげっちも誘ったんだ」


    　凛世の秘めたる思いも何も知らない妹は、ニコニコ笑顔で答える。


    「でも、どうしてこのメンバーなのか教えてくれるかな？」


    　凛世の笑顔がこわばっているのだが、妹はまったく無む邪じや気きに笑って、


    「だって、三人とも兄あにっちとすごく仲いいしー」


    　なんでだ！　こいつらは、勝手に俺を「恋敵」と見なし、妹から引き離すために、俺にアプローチしてきた。もちろんほんとは百ゆ合り趣味で男嫌いだから、斜め上のアプローチをされたうえ、すべて未遂に終わったわけだが、妹の目から見るとあれが、俺と仲がいいってことになるのか？


    「え……兄あに貴きさんと？　仲、いいかな？」


    　凛世が苦笑しながら、俺のほうをチラッと見た。目が笑ってない、むしろ凍いてつくような嫌悪感をあらわにしているようにすら見えるのは、俺の被害妄想か？


    「うん、すっごく仲いいよー。あたしの好きな人がみんな仲がいいって、なんかうれしくなるよねー」


    　空気を読まない妹が、ニコニコしながらそう言った。凛世の顔は引きつっていたが、


    「そうですぅー、みんな仲良しだからキョコたんは安心するですぅー♪」


    　と、小麦がなれなれしく凛世の隣に座ってきて、凛世と腕を組みながら妹にピースをしつつ、ウインクをした。だが、小麦が凛世と仲がいいわけがない。これは自分だけ良い子アピールして、妹の心証を良くしようとする高等テクニックだ。それを見透かしているせいか、小麦を見る凛世の目が怖い。その突き刺すような視線を完全に無視している小麦の図太さも、ある意味怖い。


    「あ、見てください……。まるで日向ひゆうがさんのさわやかな笑顔に応えるように、窓の外の景色がずいぶんと風ふう光こう明めい媚びですよ……？」


    　小麦の隣に座っている緋影が、窓の外を指さした。しゃべっているあいだに、超高層ビルの街並みが、背の低いビルの街並みから、やがて緑豊かな風景へとうつりかわっていた。東京を出て一時間ほどで、まったくの別世界に来たようで、鉄道ってのはほんとにすごいと思う。


    「ほんとだ、遠足みたいだねー！　じゃっ、景色もいい感じなとこで！　朝ごはんにしよっ？」


    　妹はそう言うと、おもむろにボストンバッグを開いて、中からレジ袋を取り出した。レジ袋の中には、大量の駅弁とペットボトルのお茶が入っている。


    「なっ、何だこれは！」


    「駅弁っていって、駅で売っているお弁当」


    「それはわかってる！」


    「これが深川名物の江戸前漁師料理・アサリごはんにアナゴの蒲焼きをのせた『深川めし』で、これが同じく江戸前の伝統を今に伝えるアサリとシジミと貝柱を茶めしにのせた『品川貝づくし』。これが、おまけのお弁当袋が本体かもしれない『ポケモン弁当』。こっちが横浜名物・崎き陽よう軒けんの『シウマイ弁当』で、これは銀鮭・銀だら・銀ぎん麩ぷ羅ら・銀つば・銀シャリと〝銀〟づくしでお弁当に巻いてるゴムにも銀の鈴がくっついてる『銀の鈴幕之内弁当』。そしてこれはななんと、豪華二段重ねの『極きわめ附つき弁当』！」


    「詳しく説明してくれと言ったわけじゃない。あと、なんで六人分あるんだ。おまえには、誰か憑ついてきてるのが見えてるのか？　地じ縛ばく霊れいなら、お祓はらいをおすすめするぞ？」


    「えー、お弁当はダブルでいっちゃうのが、体育会系女子のたしなみだよ～」


    「たしなむな！　だいたいこんなに燃費が悪いんなら、四国に着くまでの十五時間でどれだけ食費がかかるんだ？　駅弁って、一個千円前後するだろ？　何も食わずに飛行機で行ったほうが、じつは安上がりだったんじゃないのか？」


    「わかってないなー、兄あにっちは。駅弁は空腹を満たすためのものじゃないよ、それならコンビニのコロッケパン一個百円で十分じゃん。郷土色豊かな地方の珍しい名産品を、あちこち立ち寄っていろいろ食べ歩きたいからこその、駅弁でしょ？　それが鉄道旅行の醍だい醐ご味みじゃん！」


    　妹、力説する。天然だがじつはけっこう学校の成績のいい妹だけあって、こういうときは怖いぐらい理り路ろ整せい然ぜんとしていて、ものすごいディベート力というか説得力だ。その才能と情熱を向ける相手が食い物というところが、こいつはまだまだ色気より食い気なんだなあと思って、あ、いや別にホッとしてるわけじゃないけどな？


    「おまえの駅弁に関する妄もう言げんはよくわかったが、だがしかし、その駅弁はどこで食う気だ？」


    「駅弁は電車の中で食べるに決まってるじゃん、駅で売ってるんだから」


    「ちょっと待て！　それはいわゆる、長時間駅に停とまらないような特急電車とかの向かい合わせの座席の場合であって……」


    「だってあたしたち、熱海あたみまで二時間ぐらい乗るんだよ？　思いっきり長時間だよ？　はいみんなっ、好きなお弁当選んでねー。お弁当代は実費でいただきまーす、値段はレシート見てね。お茶は兄っちのおごりでいいよー」


    「なんで俺のおごりになるんだ！　それから、話を聞け！　たしかに俺たちは長時間乗るには乗るが、こういう横並びの席で地域の人たちが日常生活で使ってるような普通電車では行儀が悪……！」


    　俺が説教をたれてる口の中に、妹がいきなり小エビの銀麩羅を押しこんできた。銀麩羅というのは、天てん麩ぷ羅らの衣を卵の白身だけで作って白く仕上げるやつだ。


    「んももーんももも！」


    「口の中に物を入れたまましゃべる人も、行儀が悪いですよーだ」


    「んもーんももも！」


    　この妹は、ほんとにムカつくことこの上ない。しかも、他のやつらもおもむろに弁当を分け分けしはじめていた。車両内の人がだいぶ少なくなっていたことだけが救いだが、いや、人が少なくなってるんだからこんなぎゅうぎゅうにくっつかずに、少し座席をバラけたらどうなんだ？


    「はい兄あにっち、今度は銀つばどーぞ」


    　俺の口の中にはまだエビがあるというのに、妹はさらに四角いアンコの塊みたいなのを俺の口に無理やり押しこんできた。まだエビを咀そ嚼しやくしきってないし、いやそれよりも、弁当を食う順番が「おかず→デザート」って、どんだけ味オンチなんだよ。


    　俺の口の中にエビが居座って抵抗してるので、妹は無理やり銀つばをぎゅうぎゅう押しこんできた。それで、銀つばの薄皮がやぶれて、妹の指がアンコまみれになった。


    「あー、つぶれちゃった」


    　妹はちょっとすねたようにそう言うと、ピンク色の舌をちろりと出し、アンコまみれの指の根元に当てると、すーっと指を引いてアンコをなめとっていき、最後に指先をぺろりとなめて、いたずらっぽい上目づかいで俺に笑いかけた。


    「うん、これおいしいね、兄っち」


    　いや、っていうか、俺の口につっこんだ指をなめるって、妹、おまえそれは間接キスじゃないのか……？　俺は焦あせっていたが、ふと、妹の向こうにいる凛りん世ぜが、世界のすべてを焼き焦こがそうとするかのような、火炎地獄がごとき嫉しつ妬とのオーラを轟ごう々ごうと燃やしながら、俺をにらんでいる姿が目に入って、ビクッとした。


    「今日きよう子こっ！　わたし、『極きわめ附つき弁当』にするからっ！」


    　凛世が必要以上の大声で弁当を選び取ったのは、明らかに、妹の注意を自分に向けようとしているのだろう。


    「あっ、うんいいよー。すごいでしょ、それ。二段重ねなんだよ、一番高かったんだよー♪　食べてるの、見せて見せて♪」


    　妹は、まんまと凛世のほうに興味をひかれている。凛世はしたり顔でニヤリとしたが、そのとき、凛世の向こうに座っていた小こ麦むぎの目がギラリと敵意の光をはなった。小麦はおもむろに『ポケモン弁当』を取ってふたを開けると、


    「キョコたん、小麦は『ポケモン弁当』をいただいたですぅ。キョコたんの好きなおさつドーナツ入ってるから、進呈するですぅ」


    　小麦はそう言って、自分の弁当箱の中からキツネ色でまるまっこい揚げ物をはしで取り、妹の口の前に持ってきた。小麦と妹のあいだには『極附弁当』を持った凛世がいるわけだが、小麦は完全に（あえて、わざと？）無視してその上にのしかかりながら、妹のほうに揚げ物を差し出す。凛世は思いっきり迷惑そうに小麦をにらみ、緋ひ影かげは無表情ながら、呆あきれたような視線を小麦に向けていた。


    「はいキョコたん、あーんですぅ♪」


    「ありがと、あーん♪」


    　妹はものすごく素直に口を開けて、小こ麦むぎにおさつドーナツを食べさせてもらっていた。凛りん世ぜは小麦に突き刺すような視線を向け、小麦は満足そうな、限りなく邪悪な笑みを浮かべて、その視線に無言で応えていた。妹はもぐもぐしながら、口もとに手を当てて隠しつつ、小麦に言った。


    「もぐもぐ、んぐ、おいしい。ありがと小麦、だけどお弁当箱ちっちゃいのに、もぐ、あたしにおかずくれたらもう食べるとこないんじゃないの、もぐもぐ」


    「大丈夫ですぅ、体育会系の他の人たちとちがって、小麦ただの保健委員なので、そんなにいっぱい食べないですぅ。あと、お弁当袋はキョコたんとの旅の思い出に、愛用させていただきたかったので、このお弁当にしたですぅ。どうぞお気遣いなさらず、ですぅ」


    　小麦はひざの上に小さなお弁当箱をちょこんとのせて、星形のにんじんのとんがったところを一口ずつかじり取っている。おまえはげっ歯類か。というか、そうやってる小麦のことを、隣の車両の窓にへばりついて「かわええ～」「マジ天使～」みたいな間抜けヅラでうっとりと見ている部活の遠征中とおぼしき中学生サッカー軍団がいたので、小麦のこの食べ方は明らかに戦略なのだな、うん。


    「日向ひゆうがさんとの……旅の思い出……」


    　緋ひ影かげの目が、ぎらりと光る。緋影は、『深川めし』を選んでいた。小麦はあわてて、ポケモンの袋をぎゅっと抱きしめた。


    「あっ……あげないですぅ！　緋影っちさんは、自分で『深川めし』を選んだじゃないですぅ。自己責任ですぅ！」


    「さっき言ったじゃありませんか、最近目がまぶしくてチカチカすると……。日向さんの顔が見えなくなってしまうと困るので、目に良いという、ビタミンＡが豊富なアナゴを食べようと思ったんですよ……」


    「えっ、緋影っち、だから眼帯してたの？　ごめん、ファッションだとばかり思ってたよ、大丈夫？」


    　妹がものすごく心配そうに身を乗りだして、緋影の顔をじっとのぞきこんだ。緋影はしばらくそんな妹と見つめあっていたが、耐えかねたように顔をそむけて体を離した。


    「……あっ、やっぱりだめです！　まぶしい！」


    　それ、たぶんアナゴ食べても治らないぞ。


    「大丈夫、緋影っち？　ずいぶん調子が悪いんだねー、あたしのシウマイ一個分けてあげるから、早く良くなってね」


    　妹は『シウマイ弁当』の箱を開けると、緋影の弁当の上にシウマイを一個、箸でつまんでのっけた。そんなことすると、緋影の病状はもっと悪くなるような気がする。緋影は青白いほっぺたをそっと赤らめて、


    「ど、どうも……いただきます」


    　と、シウマイをつまんだ。それを横目で見た小こ麦むぎが、憎しみのこもった目で緋ひ影かげをにらみながら、ほっぺたをぷーっとふくらませていた。


    「う～、キョコたんのシウマイ！　緋影っちさん、ずるいですぅ～！」


    「欲しかったら、そっちのポケモンのきんちゃく袋と、シウマイの上のグリーンピース一粒、交換してさしあげてもいいですよ？」


    「せこすぎるですぅ、緋影っちさんの頭には等価交換という概念はないですぅ？　そんなケチンボさんには、おまけのシールすらあげないですぅ！」


    「いいよ小麦、あげるから。そんなにシウマイ人気なら『シウマイ弁当』二個買ってくればよかったねーごめんねー、はいどうぞっ」


    　と、妹は小麦の『ポケモン弁当』の上にも、シウマイを一個のせた。小麦はそれで溜りゆう飲いんが下がったのか、おとなしくなった。そして妹は緋影にも、ピカピカの笑顔を向ける。


    「『ポケモン弁当』も二個買ってくればよかったね、緋影っちがポケモン好きだなんて知らなかったから。緋影っちってクールで大人っぽいイメージだったけど、ポケモンが好きって、けっこうかわいいとこあるんだね」


    「いえ、そんな、かわいいなんて……。ひゅ、日向ひゆうがさんのほうが、一億倍ぐらいかわいいですから……」


    「あたしもポケモン好きなんだー。六百四十六種類ぐらい名前覚えてるよー」


    　妹は、へらへら笑う。って、全部か！　おまえは小学生男子か！


    「じゃあ『ポケモン弁当』のかわりに、緋影っちには、これプレゼント。銀の鈴弁当の鈴だよっ♪」


    　妹が、真夏の直射日光レベルにまぶしいニコニコ笑顔を緋影に向けながら、銀色の鈴がついた弁当の赤いゴムを取って渡した。そんな笑顔をこいつに向けたら灰になるぞ……と緋影を見ると、すでに真っ白に萌もえつきていた（誤字ではない）。


    「す……鈴。日向さんから直接手渡していただいた鈴。ありがとうございます……一生の家宝にしますね」


    「緋影っちったら、ジョークの天才ー。家宝って、ただのお弁当のゴムだしー」


    　妹はケラケラ笑っているが、緋影の目は思いっきり本気だ。


    「いえ、家宝にします……。家宝ですから、ちょっとでも傷つけたりする人間がいたら、番ばん町ちよう皿さら屋や敷しきのお菊さんのように即座に斬きり捨てます……ふふ」


    　緋影は、鈴をぎゅっと握りしめた。怖い、怖いよ、とんだ青春18の旅路になっちゃったよ！


    「じゃあ兄あにっちも、子供じゃないんだからあたしに食べさせてもらわずに、そろそろ自分で食べなさい。あたしは、貝たっぷりの『品川めし』食べるから。シーフードって、ローカロリーでヘルシーだから、いっぱい食べても太らないもんね♪」


    　妹はお姉さんぶった偉そうな口調で、俺に『銀の鈴幕之内弁当』を押しつけてきた。どうでもいいが、女子はよく「ローカロリーでヘルシー♪」とか言ってシーフードをたらふく食っているが、たらふく食えば何食ったって太るぞ、と俺は心の底からツッコミたい。っていうか妹、おまえそのローカロリーなシーフードの前にたしか『シウマイ弁当』食ってましたよね？


    「いや、俺がいつ食べさせてくれって言った？　おまえが勝手に口に突っこんできただけだろーがっ！　だいたいさっきから言ってるが、俺はこういう横並びの座席の電車で物を食うのはマナー違反だと思うからだなあ……！」


    「マナー違反、兄あに貴きさんの言うとおりなのよねえ……」


    　珍しく、凛りん世ぜが俺の意見に同調するようなそぶりを見せて、小さくため息をついた。


    「運動部員で帰りの電車で空腹に耐えきれずハンバーガーとか食べてるのを見たら、ちょっとは我慢しろってわたしも思うんだけど。でも、さすがに熱海あたみまで二時間は長いし、これは仕方ないかなって……。それに、せっかく今日きよう子こが買ってきてくれたものだし……」


    　凛世は何やら小声で言い訳をつぶやきながら、豪華な『極きわめ附つき弁当』をすでに半分以上食べ終わっていた。


    「凛世、食べるの早っ！　そんなにおいしかった？　よかったー、セレブの凛世はぜったいこれ選ぶかな、って思ったんだぁー♪」


    　妹はうれしそうに笑う。凛世は、焦あせって否定した。


    「べ、別にわたし、セレブなんかじゃ……」


    「えーセレブだよー。美人だし上品だし大和やまと撫なで子しこだし。そういえば、このあいだの夏祭りの浴衣ゆかたも、ばあややねえやに頼まずに自分で着付けしたんでしょ？」


    「え、ええ、まあ……」


    「自分で着物を着られるとか、すごいよ～。それはもう、お嬢様決定だよ～！」


    「そ……そう？」


    　妹にほめちぎられて、凛世は照れながらも、まんざらでもないようだ。


    　そして、凛世がほめられていると、小こ麦むぎのおっとりした笑顔の水面下では嫉しつ妬との業ごう火かがめらりめらりと燃えあがるらしい。


    「でも、りんりんはお金持ちなんだから、青春18きっぷなんかじゃなくて、自家用ジェットとか自家用クルーザーとかで行けばよかったですぅ」


    　小麦は迷わず笑顔で、凛世を牽けん制せいしにかかる。敵を叩たたきつぶすときの容よう赦しやの無さは、いっそすがすがしいものを感じる。言葉の裏にちらちらと、「おまえは参加してんじゃねーよボケ」的な、猛烈な敵意が見えかくれしている。


    「あ、ほんとだねー。凛世、もしかしてあたしのために、青春18きっぷさばいてくれようとして、無理した？」


    　妹が、ものすごく心配そうに凛世の顔を見つめる。ちょっとだけ、凛世との距離が縮まった。小こ麦むぎが、「計算ミスった！」みたいな顔をして凛りん世ぜをにらんでいる。


    　凛世の白い顔が、何かの化学反応みたいにすごい勢いでパアアアッと赤く染まっていった。


    「え、ち、ちがう……けど」


    　だって今日きよう子こと二人っきりで旅行に行きたかったんだもん、的な答えを、凛世がごくりと飲みこんだ音が聞こえたような気がした。


    「その……わたし、鉄道旅行って好きなの。うちの父は海運業をやってるけど、鉄道にも手を伸ばしたかったっていつも言ってたから……」


    　青春18きっぷで電車に乗ってる人がする話題じゃないな、それは。小麦は凛世の隣で「まさかキョコたんがりんりんを心配してくっついてしまうとはですぅ！　チッ！」みたいな目でこっちを見てるし、さらにその隣に座っている緋ひ影かげは、


    「わたしは、日向ひゆうがさんのためにずいぶん無理したんですけどねー……。聞こえてないですかねー……」


    　と、小さくつぶやいている。えっ、と小麦が目を向けた。


    「緋影っちさん、無理したですぅ？　高校生なのに往復四千六百円がキツいとか、お小遣い月いくらですぅ？」


    「いえ、お小遣いの問題ではなく、期末考査的な問題です……」


    「どういう意味ですぅ？」


    「期末考査がずいぶんヤバかったので、夏休み明けの実力テストでかなり良い点を取らないと、赤点関係がヤバいことになるんです……。それで夏休みはがんばって勉強しないといけなかったところ、だいぶ無理してこの旅行のために時間を捻ねん出しゆつしたんですよ……ふふっ」


    「ふふっじゃないですぅ、それ明らかに旅行に来てる場合じゃないですぅ！　二学期も赤点になったら、ひょっとして留年ですぅ？」


    　珍しく俺も小麦の意見に賛成だ。緋影は、どう考えても旅行に来てる場合じゃない。そりゃーテスト勉強もせずに妹のストーカーをしまくってたんだから、当然の結果というか自じ業ごう自じ得とくだが。


    「大丈夫です。うちの高校では、留年はまず出ませんから」


    「あ、そーなんですぅ。それなら、よかったですぅ」


    「なぜならば、留年すなわち自主退学勧告、みたいなものですから……」


    「はぁぁっ？　そっ、それ、もっとやばいですぅ！　高校を退学になったら大学も受験できないし、どうするですぅ？　大検受けるですぅ？」


    「大丈夫、ご心配はいりませんから……」


    　緋影が、眼帯をしていないほうの目を細めて笑い、小麦の耳を下から鼻でこすり上げるようにしながら、耳もとでぼそりとささやいた。


    「もし退学になったら……責任を取ってもらって、日向さんのところに永久就職させていただくつもりですから……」


    　その論理何なんだ！　妹が何の責任を取るんだ、緋ひ影かげがストーカー化したのは、どう考えても自分のせいだろう。


    　その無茶なことばは俺の耳まで聞こえてたから、凛りん世ぜにも聞こえたのかギョッとした顔で振りむいていたけど、妹には聞こえなかったようで、きょとんとした顔をしていた。幸いというべきなのか……。


    「ちょっと……おかしくない？」


    「緋影っちさんのことですよね、わかるですぅ！」


    　どうして小こ麦むぎって、こんなに黒いんだろう。ハイジに出てくる黒パンの原料か、ってぐらい黒いな。


    「根ね雪ゆきさんがおかしいのはこっちに置いといて、なんかこの電車、ぜんぜん駅を出発しないんじゃない？」


    　まわりを見まわす凛世の顔が、青い。


    　俺も、まわりを見まわした。車内には、誰もいない。窓の外を見ても、駅名の看板が見えない……駅の時計と駅名の看板って、見たいと思うところにあったためしがないような気がする。


    　俺はドアから外に身を乗りだして、看板を見た。遠くの看板に「熱海あたみ」と書いてある。


    　……熱海？


    「熱海だ！　終点じゃないかっ！」


    　俺の一声で、一同いっせいに立ちあがった。


    　熱海まで二時間もあるから、どうせなかなか着かないだろうと思って、俺は油断しすぎていた。おかげで、弁当を（というか妹を）めぐるドタバタとした争いに巻きこまれているうちに、時間があっという間に過ぎ去っていることに気づかなかった。さっき妹が、凛世が駅弁を食べるのが早い、と感心していたが、そうじゃない。凛世はふつうの早さで食べていて、俺たちがうっかりしていただけなのだ、と俺はそのときようやく気づいたのだった。


    「うそー！　乗り換えっ、乗り換えどのホームっ？」


    「キョコたーん！　待つですぅ、ボストンバッグ忘れてるですぅ！」


    「弁当のゴミも持っていけよ！」


    「あ、そのボストンバッグはわたしがお持ちしますので大丈夫です……ああこれが、日向ひゆうがさんの手の汗がしみこんだ持ち手……」


    「根雪さんにツッコミ入れたいけど、それどころじゃない！　兄あに貴きさんっ、ほら急いで早く！」


    「次の乗り継ぎは何番線なんだっ、っていうかここは何番線なんだっ？」


    「ひょっとして……あの電車じゃないですか……？」


    　緋影が指さした先で、電車がすべるように出ていった。ホームで右う往おう左さ往おうしていた俺は、それを見てがくっとひざを落とした。


    「電車が……行ってしまった……」


    「だいじょーぶだよ、兄あにっちー。電車なんて、五分もすればまたくるでしょ。山手線なんて一分ごとに来たりするじゃん」


    　ヘラヘラ笑っている妹は、都会に慣れすぎて、地方の鉄道の厳しさをまったく理解していない。東京の中心部のほうでは、電車はどんどん来るから、時刻表で気にするのは終電の時間ぐらいだ。そんなぬるま湯のような都会で甘やかされたせいで、妹は時刻表が読めない子になってしまったのだろう。


    「おまえは何もわかってない。次の電車は四十分後だ」


    「えーっ！　信じられない、だってもうすぐ次の電車がくるって表示が……」


    「それは、途中で止まるんだ。だから、またそこで電車待ちしなきゃいけないんだ」


    「ありえない、四十分待ちなんて……」


    　妹は、ぐったりと座りこんだ。小こ麦むぎが気をつかって（ふだん腹黒いけど、こういうところはさすが保健委員という感じがする）、妹に言った。


    「まあまあキョコたん、そんなに落ちこむことはないですぅ。四十分もあるんだから、駅ナカで何か食べるですぅ？」


    「ごめん、小麦……ショックすぎて、食欲出ない」


    　妹が、しゃがんでひざに顔をうずめながら言った。食欲が出ないのはショックのせいじゃなくて、さっき弁当を二人前食くったからじゃあないのか？


    　凛りん世ぜはイライラを吹っ切ろうとするように、しきりに長い黒髪をかきあげていた。


    「じゃあ駅の中で四十分も、どうやって時間つぶす？」


    　座禅を組めばあっという間かもしれないが、あまりにも無む我がの境地に没入しすぎてまた電車に乗り遅れるという危険もある。


    「どうやら、みなさん誰もご存じないようですね……ふふ、これは、わたしが三み剣つるぎさんとか草くさ野のさんとかお兄にいさんよりもずっと、頼もしくて役に立つというところを日向ひゆうがさんにアピールして一歩リードするチャンス……」


    　緋ひ影かげは目を細めてほくそ笑み、妹に聞こえないよう口の中でブツブツつぶやいている。そして、俺が首からＩＤケースに入れてかけてる青春18きっぷを指さした。


    「みなさん、ご存じありませんか？　じつは青春18きっぷは『一日乗り放題』なだけではなく『一日乗り降りし放題』なんですよ……」


    「えっ！　じゃあ、駅の外に出ていいのっ？」


    　妹の目が輝いた。俺も、助かったと思った。


    「じゃ、駅前の店でコーヒーでも飲んで時間つぶすか」


    　俺が提案してるのを完全にスルーして、妹たちは駅の中にある観光案内板に群がっていた。


    「それよりせっかく初めて熱海あたみに来たんだよ、どこか観光しようよ！」


    「小こ麦むぎはおなかいっぱいなので、浜はま松まつでうなぎの蒲焼き弁当を食べるために、ちょっとうろうろしておなかを減らしておきたいですぅ」


    「そうか、浜松はうなぎの養殖をしてる浜はま名な湖こがあったっけ」


    「うなぎおいしいよね、蒲焼きのタレだけであたしごはん三杯はいけるよ」


    「ひゃー、三杯も食べても太らないなんて、キョコたんすごいですぅー」


    「だってシーフードはローカロリーだから、いくら食べても太らないもん♪」


    　いや、妹よ、そのタレかけごはんというメニューにシーフードの成分は入ってないぞ？


    「とゆーか小麦は、旅行で、タマきーもタマむーもタマしーもタマぴーもみんなお留守番してるから、ヌルヌルしたものが恋しいなーと思って、すると何となくうなぎを食べたくなったですぅ」


    「そんな理由かよ！」


    　と、俺は思わずツッコミを入れた。ちなみに、タマきー（キイロタマホコリカビ）、タマむー（ムラサキタマホコリカビ）、タマしー（シロタマホコリカビ）、タマぴー（ピンクタマホコリカビ ← これのみ恐らく小麦が何らかのマッドサイエンティスト的な方法で作った新種）は、すべて小麦が飼っている粘ねん菌きんの名前だ。粘菌と風呂に入るぐらい粘菌マニアの小麦だが、いちおう旅行には連れてこない、ぐらいの常識はあるらしい。


    「そうよね、観光しないともったいないわよね。熱海だってふつうに遠くてめったに来られないんだし、途中下車だって電車の旅の魅力のうちだもんね」


    　凛りん世ぜはいつも怒ってるイメージがあるんだけど、意外とこういうときに、建設的な意見を出してみんなのフォローをしてくるんだよなあ。さすが水球部で、フローター（シュート係）の妹をいつも支えて勝利をもぎ取ってきてるだけのことはある。


    「りんりん、いいこと言った！　で、どこに行くですぅ？」


    「熱海といえば、かつては新婚旅行の定番だったんですよ……」


    　緋ひ影かげが、地図の看板をうつろな目で見上げながらほほえみ、その一点を指さした。


    「ということで、今もチャペルと結婚式場のあるホテルがわんさかあります……。後学のため、見学に行くというのはいかがでしょう……？」


    「後学って何だ？」


    　俺はちょっとひっかかったが、妹は目を輝かせて両手を胸の前で組みあわせ、


    「チャペル！　って教会だよね！　ウエディングドレスにブーケトスだよね、行く行くー！」


    「えっ、今日きよう子こってそういうの興味あるの？」


    　意外そうに凛世がたずねた。今日子は、ぶんぶんと力いっぱいうなずく。


    「もっちろん！　だってあたし、ちっちゃいころの夢が『兄あにっちのお嫁さん』だったんだもーん♪」


    　バカ、「お嫁さん」によけいな修飾語をつけるな！　凛りん世ぜと緋ひ影かげが、視線だけで殺せそうなぐらい殺意に満ちた目で、こっちをにらんでるだろうが！


    「絵本のお姫様みたいなウエディングドレスとか、キラキラのネックレスとかイヤリングとか、大きなウエディングブーケとか、あこがれちゃうよね～。一度でいいから、あたしも着てみたいなー」


    「あ、うん。それ、すっごく似合うと思うわ、できればわたしもいっしょに着たいぐらいね」


    「いいねー、凛世、いつかいっしょにウエディングドレス着ようねっ♪」


    　何も知らない妹が、凛世の両手を握ってぶんぶん振りまわした。


    「もう、こんなことぐらいでそんなに喜ぶなんて、今日きよう子こはほんとに子供ね」


    「三み剣つるぎさん、冷静な表情を装っていますが鼻血出てますよ」


    　凛世に緋影が容よう赦しやないツッコミを入れた。凛世が緋影に「よけいなこと言わないでよ、もしわたしの百ゆ合り趣味が今日子にバレて嫌われたら、あんたの〝首をねぢ切って捨ててんげり〟しますがよろしかったですね？」みたいな殺気のこもった目を向けつつ、白いレースのハンカチでそっと鼻を押さえる。最後のほう、俺の思考の中に平へい家け物語の琵び琶わ法ほう師しが混じってしまったようだが気にしない（ちなみに、木き曾その源みなもとの義よし仲なかの戦死を描いた「木曾の最さい期ご」の段だ）。


    「いいなー。小こ麦むぎもキョコたんとおそろいのウエディングドレス、いっしょに着たいですぅ～」


    　小麦が甘ったれたように両手を裏合わせに組みながら、媚こび媚びしい上目づかいの視線を向けつつ、妹のまわりにぐねぐねとまとわりついた。どうでもいいが「おそろいのウエディングドレス」って、何か論理矛む盾じゆんを感じる文脈だな。
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    「あーいいね、ウエディングドレス、おそろいで飾ってる花だけ色ちがいとか、すっごいかわいいかも！」


    　だまされてる、妹あっさりだまされてる！　案の定、妹は「ウエディングドレスをいっしょに着る」ということの意味が、「キョコたんと結婚式を挙げたいですぅ」という事実に気づいていないまま、言げん質ちを取られるがままになっている。気をつけろ妹、それは小こ麦むぎが張りめぐらせた孔こう明めいの罠わなだ！　いっいや別に俺は妹のことなんて、ちっとも心配なんかしてないんだからねっ？


    「じゃ、じゃあ、小麦がピンクでキョコたんが水色とか、いいですぅ？」


    　小麦、ためらいがちに提案しながらも獲物を狙ねらう肉食獣のような目をして、いったい妹に何を言わせようとしているんだ……と、俺がツッコミを入れる前に、緋ひ影かげが口を開いた。


    「それでは、私は黒いウエディングドレスがいいですね……」


    　忙しい。小麦にまだツッコミを入れられていないのに、こっちにもっと大きな釣り針があったので、俺は全力で釣られてやらなくてはならない。


    「黒いウエディングドレスとか、縁起悪いし、そもそも置いてないだろ！」


    「そうですか？　日本には結婚式の白しろ無む垢くとかだけじゃなく、黒い着物を着る習慣もあったんですよ。嫁とつぐということは、今までの家とは縁を切って死んだと思えということなので、このような黒い着物で結婚式にのぞんだんですよ」


    「ものすごくどうでもいい豆知識が俺の脳みその中に一個増えたが」


    「では、もうひとつ豆知識を教えてさしあげましょう。じつは、枝豆は完熟するまえの大豆なんですよ」


    「豆の知識か。さらにものすごくどうでもいい豆知識が増えてしまったぞ」


    「黒いウエディングドレス、着てみたいですね……。わたしが黒を好きというのもさりながら、自分を死んだことにして自分のすべてを相手にささげて愛するって、まさに本物の愛ですよねえ。うっとり」


    「なんでうっとりしてるのに目がうつろなんだ緋影、怖いぞ」


    「そして、愛する人の白いウエディングドレスが光ならば、黒いウエディングドレスのわたしがあたかもその影のようによりそい、神様の前で、病やめるときもすこやかなるときも、って誓うのが夢なんです……。わたし、病めるときしか無いんですがどうしましょう……くつり」


    　緋影が、うつろな目でほほえんだ。くつり、というのは何だ、笑うときの擬音なのか？


    「根ね雪ゆきさん。その病気、治す薬とか無いの？」


    　凛りん世ぜは腕組みをして、ものすごーく冷たい目で緋影を見ていた。その薬、たぶん天てん竺じくとかにならあると思うぞ。緋影も、ものすごーく冷たい目で凛世を見返す。


    「え、何？　緋ひ影かげっちの目の薬？　早く良くなるといーねー」


    　妹をめぐって水面下のバトルが繰り広げられているのに、その中心にいる妹は何も知らずにヘラヘラしている。すべてを知っている俺は、横で見ていて悪い意味でドキドキである。


    「とりあえず、みんなで行くですぅ。あ、お兄にい様はここで荷物番しててほしいですぅ」


    「えっ」


    　サラッと言った小こ麦むぎに、俺は思わず聞きかえしてしまった。


    　別に俺はチャペルなんぞに興味は無いし、こいつらと行動をともにしたいともちっとも思っていないが、まして妹との挙式をたくらむこいつらと妹を俺の監視なしに野に放つなんて心配だとか、ちっとも思っちゃいないんだが。


    　でも、ここで一人で荷物番？　プラットホームで？　四十分も一人で立ちつくして？


    「それは、いくら何でも気の毒な気がするけど……。せっかく熱海あたみに来たんだから、兄あに貴きさんだって観光したいんじゃない？　熱海には国こく分ぶん寺じもあるわけだし……」


    　おっ？　珍しく凛りん世ぜが、俺の味方をしてくれるのだろうか？


    「それに、女の子だけで観光地ウロウロとか、ぜったい他の男グループの観光客にナンパされて、うっとうしいじゃない。旅の恥はかき捨てって感じで、何か旅行先で浮かれる奴って多いけど、男なんかに声かけられるだけで汚けがらわしいったらありゃしない。死ねばいいのに」


    「お兄さんも、男性ですけども……？」


    　緋影の冷静なツッコミに、凛世はきっぱりすっぱり簡潔に答えた。


    「兄貴さんはいいのよ。今日きよう子このお兄さんだし、悟りを開いて枯れた仏像マニアだから、そういう対象じゃないし。でもいちおう性別的には男だから、連れて歩けば虫除よけになるでしょ？」


    　凛世らしい、たいへん功利主義的な答えだ。お、俺の目から心の汗なんて流れてないんだからねっ？


    　すると妹も、俺の腕にぎゅっと抱きついて、ぷんすかした顔で凛世に同調した。


    「ほんとそーだよ、凛世は美人だからすっごく声かけられて、こっちの都合なんておかまいなしに声かけてきて、ああいうのうっとうしいよね～！　あたしも凛世に賛成、大事な親友に悪い虫を寄せつけないために、ボディガードとして兄あにっちを連れていくべきだよ」


    「そうよ。コインロッカーに入らない大きな荷物は、駅の荷物あずかり場で有料であずかってくれるから、そこにあずければいいもの」


    「そーなんだ、さすが凛世えらい！」


    　妹と凛世が顔を見合わせて、こくこくとうなずきあう。でも、ボディガードって……仏教男子の俺より、「水中の格闘技」の異名を持つ水球部の妹や凛世のほうが、ずっと腕っぷしは強いと思うぞ？


    「じゃあさっそく荷物をあずけてみんなで行こうよ、兄っちとチャペルに行けるなんてうれしいなー。男と女でチャペルなんて見に行ったら、兄妹なのに、結婚間近の恋人同士だと思われちゃったりしそうだよね♪」


    「残念だわ、兄あに貴きさん。仏教徒だから、異教の神の神殿であるチャペルには入れない、一人でここで待ってる、だなんて！」


    　凛りん世ぜ、言ってることが瞬時に変わった。


    「えっ、今なんて？」


    　思わず、俺は凛世に聞きかえした。凛世は妹の腕に自分の腕をからめながら俺から引きはなし、突き刺すような視線で俺をにらみつける。どうやら俺は、今の妹の一言で、あっさり凛世に敵認定されたようだ。「おじゃま虫死ねガルルルル」みたいなオーラが、凛世の全身から噴出している。


    　別に仏教徒といったって吸血鬼じゃないんだから、チャペルに入ったって灰になったりはしないのだが、むしろ凛世の嫉しつ妬との業ごう火かで焼きつくされて灰になりそうな勢いである。


    「そうなんだ、兄っちってチャペルに入れなかったんだ」


    　妹が残念そうな顔でシュンとする。学校の成績はけっこういいくせに、なんでそんなにだまされやすいんだ、妹よ。


    「今日きよう子こって、ほんとに兄貴さんが好きなのね？」


    　凛世が、うつろなほほえみを浮かべながら妹にたずねた。妹は凛世の背後に燃えあがる黒いオーラにまるで気づく様子もなく、ニコニコ笑って答えた。


    「うん、もっちろん♪」


    「日向ひゆうがさん、念のために聞いていいでしょうか」


    　緋ひ影かげが、背後霊のように妹の背中にぺったりとくっつき、妹の肩に両手を置きながら、低い声でたずねた。


    「それは兄妹愛なのか、それとも、れ、れ、れん、恋愛感、感じょ、じょ……」


    「れれんれんあいかんかんじょじょ？　お経の一種？」


    　妹よ、天然すぎるのは罪だと思うぞ。緋影ははっとして、何かを振り切ろうとするかのように、ブルブルッと首を横に振った。


    「……あっ、いえ、やっぱりいいです。答え如何いかんによっては、自分を抑えられる自信がありませんから……」


    「自分を抑えられる自信って何だ、怖いな」


    「いえ、かわいさ余って憎さ百倍といいますが、日向さんはかわいすぎるのでかわいさが余ることなどまったくありませんので、それは大丈夫です。ただ、お兄にいさんへの憎しみだけが百倍になるだけです」


    「さらに怖いぞ」


    「じゃあ兄貴さん、ここに残るならついでに、荷物番お願いするわね？」


    　凛世が、四の五の言わせない勢いで俺にボストンバッグを押しつけた。


    「いや、ちょっと待てよ。そりゃ俺だってべつにいっしょに行きたいとは思わないが、この何も無い場所でずっと荷物番って、のどが渇くかもしれないし、腹だって減るかもしれないし、せめてどこかの喫茶店とか……」


    「兄あに貴きさんは、ごちゃごちゃ余計なことは言わなくていいの。『はい』か『イエス』で答えてちょうだい」


    「選択肢無いのかよ！」


    　いや、いちいち聞くまでもなく、最初から俺に選択肢などありはしないのだ。


    「すみませーんお兄にい様、行ってくるですぅ♪」


    「兄あにっちごめんねー、なんかお土産みやげ買ってくるからー」


    　小こ麦むぎが妹の右腕、凛りん世ぜが左腕に腕をからめて引っぱり、緋ひ影かげが妹の両肩に手をかけて後ろから押して、どんどん駅の出口のほうへ連れていく。妹が、ちょっと申し訳なさそうに振りかえってそんなことを言うものだから、ますます残り三人の俺へ向ける目は鋭くなる。


    「今日きよう子こさんのことは心配しないでください、お兄さん。このわたしが、変な虫は決してくっつけませんから……特に、腹黒ぶりっこと凶暴ツンゴラは♪」


    「そうよ、心配しなくても大丈夫よ、兄貴さん。腹黒ぶりっこと病的ヤンデレなんか、ぜったいに今日子に指一本ふれさせないから♪」


    「えへへー、『腹黒ぶりっこ』がお二人の共通認識だということは、よーくわかったですぅ。旅の思い出として、ちゃあんとメモしておくですぅ♪」


    　もとい、俺に向ける目よりも、お互いがお互いに向ける目のほうが鋭かったようだ。あの中に割って入る勇気は俺にはないので、やっぱりここで荷物番をしているのが正解だったのかもしれない。


    　妹たちの姿がすっかり見えなくなったあと、一人残された俺の胸には疑問がうずまく。この流れって、つまり、「俺が一番じゃま者」って感じじゃないか？　そもそも、四国に行くのは俺なのに。というか、俺一人だったはずなのに。


    「これだから、妹（および妹をめぐるあいつら）とかかわりあいになるのは嫌いやなんだ。あいつら、このまま帰ってこなければいいのに……」


    　だが、よく考えてみると青春18きっぷは今、妹が持っているのだ。あいつらが帰ってきてくれないと、俺も困る。


    　俺はかぎりない絶望と脱力感に襲われながら、荷物の横にへなへなと座りこんだのだった。


    



    　そして、四十分が過ぎた。


    「普通電車、発車しまーす」


    　プラットホームに、非情なアナウンスが流れた。


    　俺はまだ、荷物の横にいる。妹たちは、まだ帰ってきていない。


    　シューッ、とドアが閉まる音。ガタトン、ガタトン、とレールを踏む車輪の音が、速度を増しながら遠ざかっていく。


    「……何やってんだ、あいつら……」


    　俺は荷物の横にへたりこんで、うなだれた。


    　それから五分もしてから、妹たちが焦あせった様子でぱたぱたと走ってきた。


    「兄あにっちごめーん、電車まだ大丈夫？」


    　見れば、全員手にはソフトクリームを持っている。そのまま走ってきたものだから、顔や胸や太ももにまでクリームがこぼれて、えらい惨状だ。


    「大丈夫、まだあと十五分ぐらいあるはずだ」


    「わーよかった、意外に時間たってなかったんだねー。チャペル探してたらかわいいお土産みやげ屋やさん見つけて吸いこまれちゃって、選び疲れたからソフトクリーム買おってことになって、熱海あたみ名物の蜂はち蜜みつソフトとラベンダーソフトとわさびソフトとどれにしようって話になって、どれもおいしそうで選んでて時間忘れて、あわてて蜂蜜ソフト買って戻ってきたんだけど、間に合ってよかったー」


    　妹はホッとした表情で、ぺろっとソフトクリームをなめた。


    「あ、ごめん。兄っちのぶん、買ってくるの忘れちゃった。あたしの半分食べる？」


    「嫌いや味みだ」


    「え？」


    「ぜんぜん間に合ってない！　電車は五分以上前に出ていって、十五分後に来るのはその次の電車だ！　なんで女子の買い物はそんなに長いんだ！」


    　俺は妹にどなったのだが、すると妹はにへっと笑って、


    「じゃあさっきは四十分待ちだったのに、今度は二十分待ちですんだんだー。ラッキーだねー」


    　と、言った。


    　え……俺、今何か計算まちがいしてたのか？　それとも、「コップにもう半分しか水が残ってない」「コップにまだ半分も水が残ってる」といった、哲学的な命題なのか？


    　妹に話が通じることは期待しないほうがいいと認識して、俺はとにかく、今度の電車だけは逃のがすまいと思い、荷物を全部かかえて妹たちに声をかけた。


    「今度乗り過ごしたら接続が超悪くなるんだからな、もう移動しておこ……」


    「あっ、あっちのキヨスクでお土産売ってるですぅー♪」


    　いきなり小こ麦むぎの嬌きよう声せいが、俺のことばをぶった切った。妹が、向かいがわのホームにあるキヨスクに目をこらす。


    「あっかわいい、旅の思い出にみんなでおそろいの買っちゃわない？　キーホルダーと根付とストラップがあるみたい、どれにする？」


    「ストラップが一番使えると思うわ。わたしが青で今日きよう子こが赤で、あとの二人はそのへんの黄色とか緑にしたら？」


    「こっそり自分だけペアにしようとしている人がいるようですが、お見通しですので……」


    「おまえらは猫か！　なんで一個何かを考えたら、前に考えてたことをすっぱり忘れてしまうんだ！」


    　俺は理解しがたくて、思わず叫んだ。


    　いや、理解しがたくはないかもしれない。お釈しや迦か様の時代から、女子はすぐに物を忘れる生き物だったような気がする。


    　俺は、菩ぼ提だい樹じゆの下で修行していたお釈迦様が悪魔マーラに誘惑されたという逸話を思い出していた。お釈迦様が悪魔マーラの誘惑に負けなかったのも、たぶん悪魔マーラであるところの女によ性しようは飽きっぽくて忘れっぽかったからじゃないのかな。


    『お釈迦様、わたしといっしょに遊びましょう』


    『去れ、悪魔マーラよ』


    『ムカつくー、超ムカつくー。ムカついたから、甘露アムリタでも飲んで気分変えよっと。ちなみに甘露アムリタは仏教の経典に出てくる、乳酸飲料みたいなものね。あーでも甘露アムリタって甘いからデブるのよねー、そういえば友達の悪魔マーラが、スジャータとかいう娘こが作ってる乳ちち粥がゆがプチブーム来てるとか言ってたなー。乳粥とかヘルシーっぽいよね、ロハスなスローフードでデトックス、的な。さっそく友達の悪魔マーラに連絡していい店教えてもらおうかなー、穴場的な、隠れ家的な？　あーでも彼女、女子会とかしたらいつも、すぐ彼氏の自慢するから会うのムカつくのよねー、あの顔面レベルで彼氏自慢とか、マジ笑わすなって感じなんですけどー。あれぜったいヘナ草で眉まゆ書いてるよねー、あの娘こ子供のころとかすごいゲジゲジ眉毛だったもんねー。でもすごい自然に見えるよねー、どこのヘナ草を使ってるのかなー』


    『すでにわたしの存在を忘れているようですが、隣でブツブツ言われるのうるさいから、やっぱり去れ。それと、その友達ぜんぜん友達じゃないでしょう君』


    　たぶんこんな感じで、お釈迦様への誘惑そのものがそもそもおざなりだったような気がするんだが、だいたい正解なような気がする。


    　いや、この状況でのんびりと二千五百年前のお釈迦様に思いをはせてる場合じゃない。俺が思いをはせるべきは、十五分後の電車のことだ！


    「いいか、四人とも。まだ熱海あたみなのに今からお土産みやげ買ってたら、四国に着くころには身動きできなくなってるぞ！　いいからさっさと荷物を持って、いつでも電車に乗れるように準備しろ！」


    　俺は一人で心穏やかに四国八十八箇所の巡礼の旅に出て、悟りを開くつもりだったのに、なんでこんな修学旅行のときの体育の先生みたいに、頭を沸騰させながらどなりまくっているのだろう。


    「はぁーい」


    　妹たちは、不服そうにほっぺたをふくらませながら荷物を持った。四国への道も悟りへの道も、はるかに遠いのを俺は感じていた。


    　こうして熱海あたみで一時間ほど遅れてしまったが、今いま治ばりに行くための終電には、もともと二時間ほどの余裕があったはずだ。だから、これぐらいでイライラしていては悟りを開けはしない。のんびり楽しくウキウキ鉄道の旅を、楽しもうではないか。俺はこれから心を清めるため、四国八十八箇所の巡礼へ向かうのだから……。


    



    「普通列車、発車します」


    　がたごとん。がたごとん。


    「……」


    　浜はま松まつ駅。俺は、目の前で出ていく列車を見つめながら、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。ちなみに、次の電車が来るまで二十分以上ある。


    「はわわ～！　ただいまですぅ～！」


    「よかった、ぎりぎりセーフですね……」


    　ぱたぱたと走ってきたのは、小こ麦むぎと緋ひ影かげだ。


    「余裕でアウトだ、ばかもの……」


    　ホームに立った俺は両手に自分と緋影の荷物を持って、もう、大きな声を出す気力も無くなっていた。俺の隣で凛りん世ぜが、冷ややかな声で言った。


    「兄あに貴きさん、だからこの二人、置いていこうって言ったのに」


    「ふえぇ～っ？　りんりんったら、薄情ですぅ～。小麦はただ、家に置いてきた粘ねん菌きんたちのことを思いだしてホームシックになって、粘菌と同じぬるぬるの浜はま名な湖こ名物・うなぎを食べて、癒されようとしただけですぅ～！」


    「わたしも、浜名湖名物の『夜のお菓子』うなぎパイを買いたかっただけです……。『夜の香辛料・ガーリック』が入った『夜のお菓子』うなぎパイ……ぜひ日向ひゆうがさんと二人で食べたくて……」


    　小麦は手にうなぎの蒲焼き弁当の箱（ひもを引っぱったらスチームで温まるやつ）、緋影はうなぎパイの大きな箱を持って、二人して凛世に反論していた。ところで緋影、『夜のお菓子』の意味をカンちがいしているようだが、家族が集まる夕食どきの一家団欒のひとときをうなぎパイで過ごしてほしい、という意味で名づけられた名称だから、その煩ぼん悩のうは見当はずれだぞ？


    「なんでそんなに時間かかったのよ？　ホームのキヨスクで買って一瞬で帰ってくると思って電車の中で待ってたのに、ちっとも帰ってこないって、いったいどういうことっ？」


    　凛世は怒いかり全開で怒っている。そう、出発時刻を待っている間に電車を降りた小麦と緋影が、ぜんぜん帰ってこないから、俺と妹であわてて二人の荷物を持って電車から飛び降りたのだった。


    「それがその……お弁当がいろいろあって、迷っちゃったですぅ……」


    「わたしも、日向ひゆうがさんと愛を語るのに必要なうなぎパイは、三十六本入りがいいか四十八本入りがいいか、迷ってしまいました……」


    「いや、どっちも多すぎだろそれ！」


    　思わず緋ひ影かげにツッコミを入れた俺に、妹が声をかけた。


    「まあまあ、兄あにっち。緋影っちはそれだけ、兄っちのことが好きだってことでしょ？　そんなに怒らなくてもいいじゃない、乙女おとめ心ごころわかってあげないと。ねー緋影っち？」


    　どうやら妹は、緋影の言う「日向さん」を俺のことだと上手にカンちがいしているようだ。緋影の口が、ちょっとムズッと動いた。自分が俺（ごとき）を好きだと思われているのが気に入らない、だけど妹のことを面と向かって好きだと言って百ゆ合り趣味がばれて嫌われるリスクは冒したくない、ついでに妹にかばってもらったのがちょっとうれしい……というような、さまざまな思いが入り混じっているもようである。


    「まあ、まだまだ電車はあるんだし。間に合うから大丈夫大丈夫♪」


    　妹がポケット時刻表を広げながら、余裕の笑顔で言った。


    　そうか……まあ、まだ少し余裕があるはずだし、大丈夫だろう。


    



    　という俺の考えは、甘かった。甘露アムリタよりも甘かった。


    　俺は、俺の妹は時刻表が読めない、という現実を忘れていた。さらに、たとえ最初はほんの三十分の遅れであっても、その次の接続が悪かったりするのだ。東京中心部では五分に一本ぐらい電車がくるので、俺は油断していた。平気で一時間待ちとかになる地方の駅の本気を、甘く見ていた。


    「……いったいここはどこなんだ？」


    　俺は漆しつ黒こくの空をあおいで、つぶやいた。目の前には、何も見えない。駅舎も無人駅で、誰もいないし、真っ暗だ。そして唯一の光源である最終列車は、ゆっくりと闇やみの中へ去っていった。


    「わー見て、真っ暗だから星がきれい！　こんないっぱいの星、兄っちといっしょに行ったプラネタリウムでも見たことないよ。ロマンチックだねー♪」


    　妹の能天気な声は、明らかにこの絶望的な状況を自覚していない。


    　まわりの風景同様、俺の心も、深い絶望の闇に包まれたのだった。
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     三章　俺が妹たちと野宿をするなんてありえない件


    



    「どうするんだ！　これ、どうするんだ！」


    　闇やみの中で、俺は狼ろう狽ばいしていた。


    　いや、狼狽していても埒らちが明あかないので、まずは状況を整理しよう。


    



    　とりあえず俺たちは、四国には入ることができた。そこでまた電車の待ち時間があり、かなり夜になっておなかがすいていたこと、そして駅の中にこれといった店が無かったことから、駅を出て何か食べようということになった。妹は時刻表を見て、


    『まだ余裕があるから大丈夫だよ、兄あにっち』


    　と言うし、俺も四国に入れたという安心感から、ついうっかりＯＫしてしまったのだ。


    　で、俺たちは駅前の鮮魚料理屋に入った。妹たちが、


    『おなかはすいたけど、食べると太るし、シーフードならヘルシーだから』


    　という、女子がよく言うワガママな選択をしたためだ。色気より食い気というけど、まったく、色気か食い気かどっちかにしろと言いたい。切実に言いたい。


    　そこはいけすのある大きな料理屋で、ほかにもたくさん客がいて、繁盛していた。


    『うわー！　あそこのテーブルの子たち、すごいかわいいけん、見て見て！』


    『旅行かなー？　スタイルいいけん、モデルかも。撮影やったら、見に行きたいわー』


    　女子大生らしきグループが、あこがれの視線を向けている。もちろん、男の視線は言わずもがなだ。で、最後にはぜったい、


    『そんで、あっちの地味なのがマネージャー？　なんか地味すぎて、若いのか老けとるんか、よーわからんよね？』


    　と、俺でオチが決まるのもなれっこだ。うん、傷ついたりしてないからね？


    『お待たせしました、店長の気まぐれ刺身セットです』


    　店員さんが俺たちの前に、大きな皿に盛ったうすいピンクの刺身を置いた。


    『何だろう、この魚？』


    　首をかしげる俺に、店員さんは答えた。


    『サワラです』


    『えー、サワラって塩焼きにする、あのサワラ？　お刺身にできるの？』


    　びっくりしている妹に、店員さんはうなずいた。


    『サワラは、水から揚げるとすぐに死んでしまうけん、刺身にできるような新鮮なものはなかなか手に入らないんです。でも香川ではサワラ漁が盛んなので、こうして水揚げしたばかりの新鮮なものをお刺身にできるんです』


    『へー！　うどん県・香川の名物って、うどんだけじゃなかったんだー』


    『サワラのお刺身……。銀座のお寿司屋さんから、そういう珍しい寿司ネタがあるって聞いたことはあるけれど、わたしも食べるのは初めてだわ』


    　いつもクールな凛りん世ぜも、珍しく生き生きしている。さすが金持ちのお嬢様が行くお寿司屋さんは、回らないんだな。


    『サワラのお刺身は、皿をなめると言われよるほどおいしいんですよ』


    　そう店員さんが言い残したので、俺も期待に胸がふくらんだ。そして、果たしてサワラの刺身は、すごくおいしかった。


    『ほんとだ！　おいしーい！　まったりとした脂がのってこっくりとした甘みがあり、とろけるようにはんなりとやわらかいが、かといってぶよぶよではなく、一生泳ぎつづける回遊魚らしく、肉質はむっちりと引きしまっている……！』


    　妹、おまえは何者なんだ。ともあれ、妹はすごく喜んでいるし、凛世も小こ麦むぎも目を輝かせながら、


    『ほんとにおいしいわね、ほっぺたが落ちそうってこういうことを言うのね』


    『お兄にい様、旅行に誘ってくれてありがとうですぅ～♪　女の子ばっかりだったら小麦、男の人にナンパされるのが怖くて、旅行に行く勇気無かったですぅ～♪』


    　いやいや、俺が誘ったわけじゃないんだが……。緋ひ影かげまでもが、目をキラキラさせている。


    『こんなにおいしいお刺身を食べられるなんて……朝日に負けずに早起きして、旅行についてきたかいがありました……』


    　緋影がこんなふつうのことで喜ぶなんて、健康的じゃないか。いろいろ面倒だと思っていたけれど、やっぱり妹たちと一緒に来てやってよかったかもしれない、と俺は珍しく、ほのぼのした気持ちになっていた。


    『サワラって、ナマで食べるのがこんなにおいしい魚だったんだねー。あたし、ナマ、けっこう好きかな。いや、けっこうじゃなくて、ナマが好き、ナマが一番好き！』


    　前言撤回。妹、元気いっぱいで箸はしを振りあげながら、ナマナマ連呼するのはやめろ。後ろの席の男子グループが、耳まで真っ赤にしているぞ！


    『ねー、兄あにっちもナマのほうがいいでしょ？　兄っちも、ナマが好きだもんねっ！』


    　うぎゃー、俺まで巻きこむな！　男子グループが、今度は殺意の視線を俺に向けてるじゃないか！


    



    　……と、俺たちは刺身に舌した鼓つづみを打っているあいだに、予想どおり、電車を逃のがした。しかも、妹は時刻表を読めないということを、俺は忘れていた。こうして今いま治ばりに着く前に、日付が変わってしまったというのが、今の俺たちの状況である。


    　青春18きっぷでは、日付が変わったあと、最初に停車する駅までは乗ることができる。ということで俺たちは、まったく予定も想定もしていなかった、どことも知らぬ駅で降りることになってしまった、というわけだ。


    「どうしたらいいんだ……。こんなところで野宿なのか？」


    「情けない声出さないでよ、兄あに貴きさん。駅前ってふつう、鉄道会社の経営してるホテルとかがあるんじゃないの？」


    　ツンツン凛りん世ぜは、こんな状況でもあくまで気丈だ。


    「それは、都会の大きい駅の話だ。見渡すかぎり、どこにそんなのあるんだよ？」


    　俺は凛世に反論した。あるといえば民家が二、三軒。深夜十二時を過ぎているから、完全に電気も消えている。緋ひ影かげが、駅の横に建てられた大きな地図の看板を星明かりで眺めて言った。


    「残念ながら、駅前に宿らしき建物はいっさいありませんね……」


    「すごいね緋影っち、こんな真っ暗なのに看板見えるの？」


    「暗くら闇やみの中で行動することには、慣れてますから……」


    　そういえば夜中、妹の部屋の窓の外にへばりついていたこともありましたね、緋影さん。


    「旅館じゃなくてもいいですぅ、マックかロイホがあれば朝までお茶して始発を待つですぅ」


    「マック？　ロイホ？　二十四時間営業の？」


    　俺は思わず聞きかえしてしまった。数軒の民家以外、駅前の道の向こうにはもう山がせまっているようなこの場所のどこに、黄色いＭとかオレンジの四角い看板が見えるというんだ？


    「あっ、二十四時間営業といえばコンビニじゃん！」


    「コンビニあります、あそこにあります！」


    　緋影は、駅前の道を山のほうへ上がっていく道のかなたを指さした。俺はそちらに目を向けてみたが、ただただ真っ暗なだけで、何も見えない。


    「何も見えないぞ」


    「あるじゃないですか……。五百メートルぐらい先に、枝の間にうっすら看板が見えていますよ」


    「あたりまえのように言うな！　この真っ暗の中で五百メートル先が見えるって、ストーカー能力高すぎだろ！」


    　俺はツッコミを禁じえない。でもまあ、とりあえずはよかった、コンビニがあれば水も食料も手に入る、トイレも借りられるし、設備のいいところならペーパータオルつきの洗面台まである。


    「よし、行こう！」


    　俺はがぜん元気になって、駅前の道を歩きだした。


    　車一台がやっと通れるはばの道路は、いちおう舗装されている。でも、街灯は暗いのがぽつりぽつりとあるだけだし、道路の片側は崖がけ、もう片側は木が生い茂る山の斜面なので、家も店も何もない。崖から落ちるのが怖くて、俺は山の斜面のほうを歩くようにしていたのだが……。


    「わっ！」


    　闇の中で、俺の足がズルッとすべった。グチュッ、と音がして足首あたりまで、冷たいものが上がってくる。足を取られて倒れかけたところを、凛世が腕をつかんで支えてくれた。さすが水球部員だけあって、とっさの動きが素早い。


    「何やってんのよ、兄あに貴きさん！」


    「あ……これ、ため池だ」


    　俺は、靴くつを包むぐちょぐちょした泥の感覚を感じながら、足を引っこ抜いた。


    「愛媛には、ミカン畑に水をやるためのため池が多いんだ」


    「なんだ、崖がけから落ちかけたのかと思って焦あせったじゃない」


    「大丈夫大丈夫、心配してくれてありが……」


    「別に兄貴さんを心配してるわけじゃないわよ、バカっ！」


    　間かん髪はつ容いれずに、息継ぎもなく一気にどなられた。


    「なんでお礼を言われてるのに、そんな顔を真っ赤にするほど怒るんだ」


    「だって、ほんとにわたし別に兄貴さんのことなんて、ぜんっぜん心配してないしっ！　ただ、わたしいつも兄貴さんのことどなったりしてるから、兄貴さんが旅先で変死したりしたら第二容疑者になる自信あるから、自分の身が心配なだけなんだからねっ！」


    「第二容疑者、ですか、三み剣つるぎさん……。では、第一容疑者は誰だと言いたいんでしょうかね……？　というか、わたしはむしろ、三剣さん殺人事件の第一容疑者になってみたいなあ……？」


    　闇やみの中で、緋ひ影かげの目が赤く光る。二人はゆっくりと、互いの間合いを取りながら、公転しあう二つの恒星のように動きはじめた。悪すぎる冗談、いや、冗談じゃない。のどかな田園地帯で血の惨劇が繰り広げられる前に、俺はあわてて二人に言った。


    「ケンカすんな、とにかくコンビニに行くぞ」


    「兄貴さんはケガするから離れてて！」


    「じゃまだてすると、三剣さんもろとも亡き者にしてさしあげますよ……？」


    「おまえらなー！　こんな暗いところでモメて、オタマジャクシの卵たっぷりのため池に落ちても知らんぞっ？」


    「「うぐ」」


    　凛りん世ぜと緋影の動きが、同時に止まった。凶暴でもヤンデレでもやっぱり女の子、グロいものは嫌いみたいだ。


    「オタマジャクシの卵、どこ、どこですぅ？　オタマ卵ってぬめぬめぬるぬるしてて、かわいい粘ねん菌きんたちのことを思いだすので、胸がキュンとするですぅ～♪」


    　……ま、まあ、例外は何にでもあるものだ。


    



    　とりあえずそういうわけで、何とか俺は、学級崩壊しまくったクラスの遠足を引率している新米教師のような気持ちでこいつらを先導しながら、山を登っていき、ようやくコンビニの看板を見つけた。


    「コンビニあったー！　緋影っちの言ったとおりだ。超視力いいー！」


    　妹が、ばんざいしてピョンピョン跳んだ。夜の山道を五百メートルも上がってきたのに元気だな……。でもまあ、俺もほんとにコンビニがあったのでホッとして、じゃあ入ろうか、と入り口へ向かったのだ……がっ。


    「どうして！」


    　俺は思わず叫んでいた……コンビニは閉まっていた。


    　それは道路が少し幅広になったところにある小さな店舗で、店の前には車三台分のスペースがある。そして、看板も光っている。だが店の中は完全に電気が消えて、真っ暗だ。


    「なんでコンビニが夜閉まってるんだー！」


    　俺は頭をかかえて絶叫した。のん気な妹たちもようやく、この状況が「ヤバい」ということに気づきはじめたようだった。


    「甘く見てたですぅ……。これは、追加料金払って今いま治ばりまで乗っていけばよかったですぅ」


    「えっ、追加料金払ったら今治まで乗れたわけ？　何で先に教えてくれなかったのよ、小こ麦むぎのバカ！」


    「わーん、りんりんがいぢめるですぅ～！　だから、甘く見てたって言ったですぅ～」


    「あ、そうだ。誰か携帯電話持ってるだろ？　みかんの家に電話して迎えにきてもらえばいいじゃないか。ミカン農家なんだから、軽トラぐらい持ってるはずだ」


    「えらーい、兄あにっち、天才！　うちは携帯を持たない教育方針だからうっかりしてたけど、電話で助けを呼べばいいんだよねっ♪」


    　妹がうれしそうに、俺の腕にぎゅっと抱きついてくる。凛りん世ぜはすかさず俺にニラミをきかせながら（俺は何もしてないのに……）、カバンから携帯を取り出した。


    「じゃあ、わたしのスマホで……」


    　さすが、大金持ちのお嬢様な凛世はスマートフォン持ちなのか。ところが、そのスマートフォンの大きな液晶画面の光に照らされた凛世の顔から、サーッと血の気が引いていった。


    「どうした、凛世？」


    「電波っ……電波が来てない！」


    　凛世が悲鳴をあげた。あわてて小麦と緋ひ影かげが、それぞれ携帯を取りだした。


    「ひえええぇ～っ！　小麦の携帯も、電波来てないですぅー！」


    「わたしのも電波が来ていません……わたしの頭の中には、こんなに明確に電波が来ているというのに……」


    「それはたぶん、受信しちゃいけない種類の電波だな。だけどこれじゃ、警察の助けを呼ぶことすらできないってことか？」


    「だ、大丈夫だよ。電波が来てなくても、電話線はあるんだから。駅には公衆電話ぐらい、あるよね？」


    　妹が必死に、残された希望にすがりつこうとしている。


    「そうだな。仕方ない、また駅に戻る……」


    　ぽつん。


    「……か？」


    　俺は鼻の頭に冷たいものを感じて、空を見あげた。


    　空は相変わらず、真っ暗だ。だが、さっきまで輝いていた星が……ない？


    　まばたきした俺の顔の上に、さらに冷たいものが叩たたきつける。


    　ぽつぽつ、ぽつぽつぽつぽつっ、……ざー！


    「わー！　雨だー！」


    「しまったー、天気予報ではずっと晴れって言ってたから、折りたたみ傘がさ持ってきてないよー！」


    　妹が嘆く。凛りん世ぜが、水色のレースの傘をあわてて開いた。


    「わたしは持ってるわよ、日傘だけど……」


    　凛世が傘をさすと、豪雨を受けた傘はみるみる濡ぬれていき、やがて傘をすりぬけてボタボタと雨がもれてきた。


    「きゃー、冷たい！」


    「りんりんのおばかー、日傘は雨傘のかわりにはならないですぅー！」


    「どさくさにまぎれて悪口を言った悪いお口は、このお口かしらァァ～ン？」


    「いたいいたいいたい！　小こ麦むぎのほっぺは、そんなキイロタマホコリカビみたいに伸びないですぅー！」


    「こら、この状況でケンカするな！」


    　俺は小麦のほっぺを左右にびろーんと引っぱってる凛世と小麦のあいだに割って入りつつ、山の天気は変わりやすい、という小学校の林間学校で学んだ基礎の基礎を思いだしていた。


    　とにかく、このままでは凍こごえてしまう。夏とはいえ、夜に野外で雨に打たれるがままになっていたら、凍死する危険だってある。凍死というのは文字どおり凍って死ぬのではなく、たとえ夏の夜程度の気温であっても、低体温症を起こして死ぬことをひっくるめて、凍死というらしい。いや、ちょっと前に仏像フィギュアを飾るコレクションケースを増設しようとして部屋をかたづけたとき、途中で本棚のマンガを読みはじめて止まらなくなり（よくある罠わなだ）、子供のころに買ったアドベンチャー物のマンガでゲットした知識なんだが。


    　俺は、どこかに雨宿りできるところはないか、あたりを見まわした。木はたくさんあるけど、こんな大降りだと、木のかげで雨をしのげるようなレベルじゃない。じゃあ他に何かないか……と、俺は真っ暗な闇やみの中で目をこらした。


    　すると、木々の向こうに暗く、屋根のようなシルエットが見えた。その屋根は、すそに向かって末広がりのゆるやかなカーブを描いている……しょっちゅう仏像愛好会で比ひ叡えいや高たか野のといっしょに寺めぐりをしている俺は、瞬時にそれが寺大工特有の仕事だと気づいた。つまり、あれは寺の屋根なのだ……寺があるのだ！


    「今すぐ、あの寺に避難するぞ！」


    「バッカじゃないの、兄あに貴きさん？　お寺だって、閉まってるでしょ？」


    　凍死しそうなこんな状況でも、凛りん世ぜの毒舌は元気だ。


    「寺の中には入れなくても、床下にもぐれば雨はしのげる。山の寺は湿気から仏像を守るために、高床式になってるんだ。昔の旅人は寺の床下に泊まったりしてたんだ」


    「なーるほど、すごい！　さすが兄あにっち、よっ仏像マニア！」


    「全然ほめられてる気がしないな」


    「とにかく、兄っちの言うとおり、お寺に避難しよっ？」


    　妹が率先して動きだすと、他の三人も素直についていく。俺の言うことは聞かないくせに……と、ちょっとモヤモヤするけど、もうあきらめてるからいいんだ……いいんだ。


    　ということで俺たちは、コンビニの看板のわずかな明かりをたよりに足もとを確かめながら、寺の床下まで移動したのだった。


    　そして俺たちが床下にもぐった直後、突然空がピカッと光り、


    　ガラガラガラガラッ！


    　爆弾みたいなすさまじい雷らい鳴めいが周囲に鳴りわたり、とたんにせきを切ったように、


    　ドザアアアアアアアアアア────────ッ！


    　と、さっきまでとは比べものにならない、滝のような雨が降りだした。雨はたちまち川を作り、地面を流れていく。さいわい寺の床は他の場所よりも高く土を盛っていたので、雨が流れこんでくることはなかった。


    「やれやれ……たいへんなことになったけど、とりあえず命びろいはしたかな」


    　俺は、ふう、と息をついた。服が雨に濡ぬれて、体にはりついていて、寒いし気持ち悪い。だが妹たちの手前、暗くてほとんど何も見えないとはいえ、脱ぐのも恥ずかしい。


    「はっくしゅん！　ぶるぶるっ、寒いですぅ……」


    　小こ麦むぎがガタガタ震ふるえている。でも、他の三人はあまり寒そうにはしていない。水球部で鍛きたえているので筋肉量が多く、体温が高めなんだろう。だが、保健委員の小麦と仏教男子の俺には、ことにこの寒さがこたえてくる。


    「そうだな……それに、疲れて眠くなってきた……」


    「べつに寝るのは止めないけど、兄貴さん。寝ると体温が下がるから、この状況だとたぶん死ぬわよ」


    　凛世の淡々としたことばに、俺はギョッとして目をこすった。


    「い、いや、死ぬのは困るぞ」


    「そうですぅ、ぶるぶる、小麦もまだ死にたくないですぅ、ぶるぶる。何か話をしていれば眠気が覚めるですぅ？　あっそうだ、ぶるぶる、夏休みにみんなでお泊まりといえば定番の、百物語をすればいいですぅ！」


    　小こ麦むぎの声は、震ふるえながらも、いかにもすごい名案でしょ的にはずんでいるのだが……。


    「ちょ、ちょっと待って！」


    　妹が悲鳴じみた声で叫んだ。妹はホラー映画とかが嫌いで、うっかり深夜にテレビをつけて見てしまったりしたときは、俺の布ふ団とんにもぐりこむのが常である。ものすごく迷惑しているので、やめてほしいのだが。


    「待って、小麦、やめようよ。こんな真っ暗な山の中の、誰もいなくなったお寺の床下で百物語とか、それロウソク百本消える前に、ぜったい何か出てきちゃうって！」


    「うふふ、キョコたん、もし怖かったら小麦にしがみついてきてくれてもいいですぅ」


    　はっ！　俺は気づいた、百物語は周到な小麦の罠わなだ。半分遭難しかけたようなこの状況で、まだ妹をうまいことだまくらかして不純同性交遊をはかろうとするとは、寒さには弱いくせにメンタルは強いんだな、小麦。


    「じゃあ、まず小麦から話しますですぅ」


    「やめてー！　眠気が覚めるっていうか、眠れなくなっちゃうからー！」


    　妹はまだ小麦にしがみついてはいなかったけれど、いつしがみついてもおかしくないぐらい怯おびえていた。凛りん世ぜが怒って、小麦に言った。


    「ちょっと小麦、やめなさいよ。今日きよう子こが嫌いやがってるでしょ！」


    「小麦はただ、みんなが寝て死なないように、ボランティアで怪談をするですぅ。べつに下心とか、ぜーんぜんないですぅ、デュフフ」


    　デュフフって笑ったその心は、あからさまな下心なんじゃないのか？　妹はビクビクし、凛世は腹立たしそうにピリピリし、小麦はニヨニヨほくそえんでいたのだが、


    「では、怖い話するですぅー。むかーしむかし、あるところに……」


    「人が嫌がる話をする悪い女子がいたそうですが、ある日友達と旅行中に山の中で遭難してしまい、お寺の床下で友達が全員寝静まったあと、目撃者のいない状況で行方不明になってしまったそうですよ……ふふふ」


    　緋ひ影かげが、低い声で笑った。妹は、きゃっと悲鳴をあげて緋影にしがみつく。


    「きゃー！　その女の子どうなったの、緋影っち、それほんとの話じゃないよね？」


    「っていうか、小麦その犯人に心当たりがあるですぅ」


    　小麦が、引きつった顔でほほえみながら言った。何だか、俺が今、猛烈な寒気を感じているのは、雨に濡ぬれたせいだけではない気がするぞ。


    「おい、おまえらケンカす……はっくしょん！」


    　大きなくしゃみが出た。やばい、本格的に体が冷えてきたみたいだ。


    　がたがた震えてる俺の顔に、いきなりふわふわのタオルが、ばふっと叩たたきつけられた。


    「わっ！　な、何だっ？」


    「タオルに決まってるでしょ、ふきなさいよ」


    　ぶっきらぼうな口調でそう言ったのは、凛りん世ぜだった。俺はびっくりして、タオルの感触をたしかめる。


    「あんなすごい雨だったのに、どうしてこんなに乾いてるんだ？」


    「ファスナーつきのビニール袋に入れてたからに決まってるでしょ？」


    「兄あにっち、知らないの？　濡ぬれた水着からタオルや着替えを守る、水球部の基本だよ」


    　と、妹が言った。


    「えっ、じゃあこれ、凛世が自分で使うためにわざわざ持ってきたんだよな？　俺がこれを使っちゃったら、凛世はどうするんだ？」


    「余分に持ってきてるから。いいからさっさとふきなさいってば！　ほんとに死ぬわよ！」


    「う、うん。心配してくれてありが……」


    「だから、別に心配とかしてないからっ！」


    　だから、どうして凛世は礼を言われるといきなり怒るんだ？


    「水球部では、忘れた人のためにちゃんと余分に持ってくるのがチームワークの秘訣なんだよね。あたしもちゃんと余分に持ってきてるから、遠慮しないで使っていいよ♪」


    　妹がそう言って、乾いたタオルでいきなり俺の頭をゴシゴシふきはじめた。


    「わっ、こら、やめろ！　自分でふけるから！」


    「兄っちは、自分で体のほうをふいたらいいでしょ？」


    　妹はお構いなしに、わしゃわしゃと俺の髪をふく。まるで子供扱いだ。これだから、妹はおせっかいで生意気だと言うんだ。だいたいにおいて妹には、年上への尊敬の念ってものが欠落している。


    「小こ麦むぎもタオルと着替えあげるから、体ふいて着替えなよ」


    「ふえぇっ？　き、着替えるって、ここで、ですぅ？」


    「だって、外に出たら濡れるじゃん」


    「ま……待ってくださいですぅ、だってお兄にい様がいるのに裸になるなんて、そんなエッチなこと、小麦、無理ですぅ！」


    　小麦が、泣きそうな声で叫んだ。


    「そんなこと気にしてたら凍こごえ死ぬよ、小麦。大丈夫だよ、暗くてよく見えないから」


    「いや、大丈夫じゃない！　俺が大丈夫じゃないぞ！」


    「そうですぅ、キョコたん、ぜんぜん大丈夫じゃないですぅ。よく見えないけど、ちょっとは見えてるじゃないですぅ……」


    「兄っちに、後ろ向いててもらえばいいじゃない」


    「それでも、同じ空間に男子がいるのに、そこで服を脱ぐなんて、小麦には考えられないですぅ～！」


    　恥ずかしがって両手で顔を覆おおい、小こ麦むぎは必死にいやいやをしている。


    「ちょっとぐらい気にしない。死ぬよりましでしょ？　ほら、あたしも着替えるから、いっしょに着替えよ？　みんなで着替えれば恥ずかしくない、でしょっ？」


    　いきなり妹がそう言うと、思いっきりよく上着を脱ぎすてて、ブラジャーだけになった。俺はあわてて、妹にどなった。


    「おっ、おい！　着替えっていっても、バスタオルを巻きながらとか、隠しようがあるだろ！　こんな野外で堂々と脱ぐなバカ！」


    「止めるなバカ」


    　む、背後から緋ひ影かげのちっちゃい罵ば声せいが聞こえてきたような気がするぞ。これはさっきの怪談じゃないけど、これ以上しつこく止めたら行方不明者が出ますよ、っていう『警告』なんじゃ……？


    「ほら、あたしも体ふくから。兄あにっちもシャツ脱いで体ふかないと冷えるよ」


    　妹は、タオルで体をごしごしこすりながら言った。こんなに真っ暗だというのに、妹の細身の体がぼんやりと白く浮きあがって見えるのは、それほど色白だということなんだろう。別に妹の肌が白かろうが黄緑色だろうが、俺の知ったこっちゃないが。


    「バカ、おまえらがいるのに服を脱げるか！」


    「べつに大丈夫だよ、こんなに暗いし」


    「暗くても、ちょっとは見えてるだろ」


    「ちょっと見えるぐらい、いいじゃん。山の夜は夏でも寒いし、そのうえ雨に濡ぬれてたりしたら、低体温症起こして死んじゃうんだよ？」


    　妹はいやに理り路ろ整せい然ぜんとまくし立てると、俺の上着のすそに手を当て、下着のシャツもろとも一気にすぽんと上へ引きぬいた。


    「ちょ……ちょっ、何すんだっ……！」


    　妹は何も答えず、ブラジャーだけの上半身の肩に乾いたタオルをショールのようにかけると、そのまま俺の裸の上半身に、ぎゅうっと抱きついてきた。


    「ななななな何すんだーっ！」


    　すさまじい豪雨の音もつんざくほどの大声で、俺はどなった。妹はやっぱり、体温が高い。肌の表面は雨に濡れて冷たいと思っていたのに、裸の肌同士をぎゅうっとくっつけていると、燃えるような熱さが俺のほうへ移ってくるのを感じた。


    「何すんだって、低体温症をふせぐためにこうやってあっためるの、兄っちが教えてくれたんじゃない。裸になって、あたしのこと、ぎゅーっと抱きしめて」


    「何……ですって？」


    　凛りん世ぜの目がぎらりと光った。小麦と緋影も殺意を帯びた目を、俺に向けている。真っ暗な中でも、殺意の光がきらめいているのがはっきりと見える。それで俺は、二重に焦あせってしまった。


    「ばばばばばばかなっ、俺がおまえにそんなことするわけない、あるわけない、記憶にもない！　ほんとに俺は何もしてませんからねっ、そっちの女子のみなさん！」


    　と、俺は断固として否定したのだが、妹の体が俺の腕の中でどんどん熱くなっていくのを感じたとき、ふと、頭の中に赤いリボンの映像がフラッシュバックした。


    『……太……明あ日す太た……』


    　俺がときどき思い出すイメージだが、何だったのかいっこうに思い出せない。水の中で揺れる赤いリボンと、遠くから聞こえる「明日太」という呼び声……そうだ、あれは小さな女の子の呼び声だった。


    　こういうの、すごく気になるんだ。マンガのあるシーンのひとコマだけ思いだして、それが誰が描いた何のマンガか、その前後の脈絡、などはまったく思いだせない。それで気になって、夜中に本棚をあさって全部のマンガを全ページくまなく探しても見つからず、友達に借りたあれかなとか、立ち読みしたこれかなとか、思ってるともう夜も眠れなくなってしまうあれだ。


    　でも、あの赤いリボンのことは、ここのところずっと、もうちょっと手を伸ばせば何だか思いだせそうな気がするんだ。シャボン玉のように上のほうで舞っている水の泡、灰色の景色、揺れている赤いリボン……。


    「兄あにっち！　どうしたのっ？」


    　悲鳴じみた妹の声が耳もとで聞こえて、俺はハッと我われにかえった。思い出の中の赤いリボンに一いつ心しん不ふ乱らんに手を伸ばすことに夢中になっているあいだに、俺の体はひどくがたがたと震ふるえだしていたのだ。


    「なっ、何だこれ……」


    　止めようとしても、止まらない。焦あせると、息まで詰まってくる。


    「兄っち、どうしよう、それ低体温症の症状だよ。震えが止まらなくなるんだよ」


    「て……低体温症……俺が、まさか……」


    「だって兄っちがそう言ってたじゃない。それに体温三十二度切ったら、今度は震えも出なくなって、あっという間まに体温が下がって死んじゃうんでしょ？」


    　覚えてない、マンガで読んだことはあるが、そんなことを妹に話した覚えはまったく無いんだが。


    　記憶は混こん濁だくしているし、震えは止まらないしで、俺はますます焦って頭の中がパニックになっていた。すると妹は、両腕を俺の首に回して抱きついたまま、すらりとした両足も俺の背中に回してきて、コアラみたいにぎゅうっとしがみついてきた。


    「なっ……何してるんだ？」


    「肌が触れる面積が多くなるほど、あたしと兄っちのあいだで熱が循環しやすくなるでしょ？　あたしの熱が三十六・五度、兄っちの熱が三十四・五度とすると、二人の熱を混ぜあわせると二人とも三十五・五度になるよね？　すると、あたしの体が体温が下がったことに気づいてまた発熱する、するとそのうち二人の体温が三十六・五度になって兄あにっちは助かる、と、そういう計算になるわけ」


    　ブラジャーとショートパンツだけの裸同然の姿で、上半身裸の俺に両手両足でしがみついて、口から出てくるのがなんでそんな、物理の先生みたいな説明なんだ？


    　っていうか、苦しい。妹にぎゅうぎゅうしがみつかれて、胸的にも苦しいけど、水球部員の腕力でしがみつかれると、ふつうに呼吸的に苦しい。俺が死んだらたぶん、死因は低体温症ではないだろう。


    「んーと……」


    　小こ麦むぎは指をくわえて、じっと俺と妹を見つめていたが、


    「よし、お兄にい様が死んだら困りますから、小麦もあっためるのお手伝いするですぅ！」


    　そう言うと、いきなり妹にがばっと抱きついた。あれっ、凍死しかけているのは、俺だったよな？


    「ちょっと小麦、どきなさいよ！　わたしのほうが体育会系で基礎代謝が高くて体温が高いから、兄あに貴きさんを温めるのはわたしのほうが適任でしょ！」


    　凛りん世ぜが小麦を押しのけながら、妹にぎゅっとしがみつく。いや、あの、温める対象は俺なんだが。別に抱きつかれたいわけじゃないが、何だおまえらのその便乗商法は。


    「わたしもお兄さんを助けるために、お手伝いします……」


    　そう言って緋ひ影かげも、妹に長い手足をからめて、抱きついた。妹は目をぱちくりして、自分に抱きついている三人を見る。


    「なーるほど！　兄っちと体温交換して下がったあたしの体温を、今度は三人と体温交換することで、上げてくれるっていう作戦だね！　乾電池を直列つなぎにしたらパワー倍増するのといっしょだね。兄っち、みんな兄っちのこと助けるために、こんなに心配してくれてるんだね。さすがあたしの兄っちだけあって、人気者だね！」


    　妹、そのすさまじいポジティブシンキングは立派だと思うが、おまえは少し人を疑うということを覚えたほうがいい。そいつら三人は明らかに、おまえの素肌にしがみつきたいのだ。


    　とはいえ、それを口に出すことはできない。もちろんこの三人の怒りを買うとあとあと長生きする自信が無くなるというのもあるけれど、妹が天然である以上、あえてドロドロした現実を吹きこむのは仏の教えに反することだと思うからだ。


    　とりあえず妹はひじょうに柔らかくて、息苦しくて、もう十分暑いからどいてくれ死ぬ、凍死じゃなくて煮えて死ぬ、と俺が悲鳴を上げようとしたとき。


    



    「あー。あすにぃ、やっぱりここにいたー」


    　子供の声がした。それと同時に、まぶしい光が俺の目を刺した。


    「……え？」


    　一瞬、何が起こったのか理解できなかった。時間はもう、夜中の二時近くになっているはずである。そんな時間に、こんなひと気のない山の中で子供の声……だなんて、妖よう怪かいか？


    「あすにぃ、迎えにきたよ♪」


    　俺は目を細めて、まぶしい光のほうを見る。懐中電灯の光のようだ。


    「何びっくりしてるんだよ、あすにぃ。あたしあたし♪」


    　茶目っ気のある声とともに、懐中電灯の光が動いて、その持ち主を照らした。


    　第一印象として目に飛びこんできたのは、よく日焼けした健康的な肌。小こ麦むぎ色……いっそミカン色といってもよさそうな、明るい小麦色の肌だ。小学校高学年ぐらいだろうか、低めの鼻も、細いというよりも薄い感じのきゃしゃな体つきも、筋肉の発育が追いついていなさそうな成長期特有のひょろ長い手足も、いかにも未熟な幼さを感じさせた。


    　彼女の長いツインテールの髪型や、薄い胸を強調するようなてろんとしたタンクトップ、そのタンクトップの肩からのぞくくっきりとしたスクール水着の日焼けあとなどが小学生っぽい元気さをかもし出していたが、きりっと結ばれた口もとはいかにも賢そうで、猫のように光る大きな目に見つめられると、相手は幼い女の子だというのに、その目力にたじたじとなってしまいそうだった。


    「あす……にぃ？」


    　その呼び方に、覚えがある。俺が記憶の底からそれを発掘する前に、妹が嬌きよう声せいを上げていた。


    「きゃーっ、みかんちゃん！　すごい、年賀状と頭身がちがう、すっごく背が伸びてるー！　わー、なんかやっぱり妹がほしくなってきた、あたしの、お気に入りだったけどもう着られない服とかお下がりで着せてみたーい！」


    　みかん？　えっ、あのポンポコタヌキみたいな体型の幼稚園児が、こんなに長細くなったのか？　俺は信じられなくて、目をこすった。


    　みかんは持っていた傘かさを開いたまま地面に置くと、寺の床下にもぐりこんでハイハイしながら、俺たちのところまでやってきた。


    「全員で五人だったよね？　おとーさんがそこのコンビニの駐車場までワゴンで来てるから、全員うちまで乗せてってあげる♪」


    「きゃー、助かったですぅー！　キョコたん、ひょっとしてこの地獄の底の救世主のような天使のようなお嬢さんが、みかんちゃんですぅ？」


    　小麦がニコニコしている顔に、みかんは一瞬、チラッと素早い視線を向けた。その視線が何かを値踏みしているかのように見え、俺は一瞬、妹と俺といっしょにいるときに凛りん世ぜや小麦や緋ひ影かげが向けてくる不ふ穏おんな空気に似たものを、みかんの視線の中に感じてドキッとした。でも、みかんは、一瞬後にはもう、もと通りの人懐なつっこい笑顔に戻っていた。……今の不穏な雰囲気は、俺の気のせいだったのかな？


    「日向ひゆうがみかん、からたち小学校五年生、ですっ！」


    　みかんは、小学生特有の棒読みでハキハキ答える。俺は、みかんにたずねた。


    「なんで、俺たちがここにいるってわかったんだ？　電話も通じなかったのに……」


    「あすにぃ、そりゃー簡単だよ」


    　みかんは、いたずらっぽく笑う。


    「キョコねぇが電話で、青春18きっぷで来るって言ってたから。終電の時間になっても来なかったんだから、乗り換えをまちがえてどこか途中で動けなくなったんだなって思ったの。それでみかん、時刻表で普通電車の終電の終着駅を、予よ讃さん線せん、山さん陽よう本線、東海道本線の順にさかのぼってピックアップして、各駅の駅長室に上のぼり方向に電話かけていって……」


    「ごめん、みかん、かんたんじゃない。俺の脳では処理しきれない」


    「要するに、終電の終着駅で目撃証言がなかったから、あすにぃたちはまじめだから、青春18きっぷで乗れるギリギリの日付変更直後の駅で降りたなって思ったの。それで車掌さんにこれこれこういう人たちを見かけませんでしたかって聞いてもらって、見たっていう車掌さんの乗ってた電車の時刻表を見て、日付変更直後の停車駅を調べて、ここに来たってわけ♪」


    　理り路ろ整せい然ぜんと語るみかんに、俺は呆ぼう然ぜんとしてしまう。幼稚園のころから妹の小学校の宿題を解いてしまうぐらい頭がいい子だったらしいが、今だって、時刻表を完全に使いこなしてる。うちの親戚とは思えない……いや、妹だって天然なところをのぞけば学校の勉強はかなり成績がいいほうなんだから、むしろ例外は俺のほうなのか？


    「そのあとは、おとーさんとワゴンでこっちに向かってるあいだに、駅周辺の地図をカーナビで確認して、雨宿りできそうなとこはどこかなって考えたの。東京ではコンビニは夜でもあいてるから、最初はコンビニを目指してきただろうなって。でも閉まってたから、じゃあこっちに避難しただろうなって思って」


    「ありがとう、みかん。このまま明日まで動けないかと思った、ほんとに助かった」


    　俺は、心の底からみかんにお礼を言った。もちろん始発まで動けないという意味もあるが、朝まで妹にくっつかれて動けないという意味もあった……ただ俺が今、こうやって震ふるえもせずにふつうにしゃべってられるのは、認めるのは悔しいけれども、やっぱり妹が俺を温めてくれたおかげなのだが。


    「すごいねー、みかんちゃん頭いいんだね。学校で、何の時間が一番好き？　算数とか？」


    　妹が、興きよう味み津しん々しんでみかんに聞いた。この状況でいきなりそんな質問を振られて、みかんも、


    「うーん……」


    　と、しばし考えこんだあと、ニコッと笑って、


    「ポンジュースの時間かな」


    「何の時間だって？」


    　俺は思わず聞き返してしまった。ポンジュースというのは、愛媛特産の濃くて甘酸っぱいミカンジュースだ。それの時間、ってどういうことだ？


    「週に一回、二時間目と三時間目のあいだの休み時間に給食係が配ってくれて、みんなで飲むの」


    「すごい！　いいなぁー、さすが愛媛！」


    　食いしん坊の妹は、さっそく瞳を輝かせ、ずいずいとみかんに近づいて、キラッキラの目をしてたずねた。


    「じゃあさじゃあさ、愛媛では蛇口をひねったらポンジュースが出てくるっていうのもほんとなの？」


    「あ、うん。空港にあるって聞いたけど」


    　みかんは、少し目をそらして戸惑っている。ちょっと引いてるのかな。でも、そんなことにはお構いなしに妹は、両手をほおに当ててうっとりしていた。


    「いいな～、ポンジュース蛇口。子供のころからの夢だったんだ～。みかんちゃんはポンジュース、好き？」


    「もちろん、大好き」


    　みかんはにっこり笑ってそう答えたあと、闇やみの中の猫のようにきらりと光る目を俺に向けた。えっ、何だろう、と俺が戸惑った瞬間、まさに猫のように細くてしなやかな腕を素早く伸ばすと、俺の腕にからめて、自分のほうにぎゅっと引き寄せ、最大級の笑顔で言った。


    「でも、あすにぃのことは、もーっとだぁーい好き！」


    「わっ、おい、ちょっと！」


    　俺は急に引き寄せられてバランスをくずし、倒れそうになった。


    「ほーら、やっぱりあたしが言ったとおり、みかんちゃんは兄あにっちに懐なついてたでしょ？」


    　妹はドヤ顔だ。すると、雨音の向こうからパッパーとクラクションを鳴らす音が聞こえた。


    「おーい、みかん。早はよ来いよぉー！」


    「はーい、おとーさん。あすにぃ、行こっ♪」


    　みかんはガシッと腕を組んだまま、俺を寺の床下から引きずり出した。背後から、凛りん世ぜたちの声が聞こえた。


    「何か……みかんちゃんってほんとに、兄あに貴きさんに懐いてるのね」


    　あれ、凛世の声がなんだかちょっと元気がないように聞こえる。雨に打たれて風邪でもひいたんじゃないか、と俺は少し心配になった。


    「お兄にい様がモテてるの、初めて見たですぅ。みかんちゃんさん、かわいいのにけっこう趣味が……げふんげふん。とにかく、どびっくりですぅ～！」


    　聞こえてますよ、小こ麦むぎさん。


    「まあこれで、わたしたちが妨害工作などしなくても、じゃま者のお兄さんはあのちびっこに任せておけばよいので、ラッキーですけれどね……うふふ」


    「じゃまするのは兄貴さんだけじゃないけどね～、うふふ」


    　緋ひ影かげといい凛りん世ぜといい、もう少し「うふふ」に感情をこめてしゃべろうよ、怖いから。


    「楽しい夏休みになりそーだねぇ～、あすにぃ♪」


    　みかんが、俺の顔をのぞきこんで、にっこりと笑った。俺には生意気な妹がいるので、妹萌もえ属性などという都市伝説的なものに惑わされはしないはずなのだが、自然の中ですくすく育ったわんぱくみかんを見ていると、うっかり「妹みたいでかわいいな」などと思ってしまった。もちろん、ここで言う「妹みたい」というのは、「今日きよう子こみたい」という意味ではなく、一般論的な「同一の父母から生まれた血縁関係のある年少の女子みたい」という意味である。


    「あ、うん。そうだな」


    　俺が慣れない笑顔をぎこちなく浮かべて答えると、みかんは、全開の笑顔を見せた。自然の中で純じゆん粋すい無む垢くな童どう子じの心にふれれば、悟りも開けようというものだ。やっぱりかわいいな、と俺は思ったのだった。
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     四章　小学生女児が夏休みに採集する生き物はな～んだ？な件


    



    　朝が来た。


    　なぜか早朝から、じゅうじゅうと鶏とり肉にくの焼けるにおいで、俺は目が覚めた。


    （うう……おなかすいた……）


    　おなかはすいたが、疲れて目が開けられない。


    「ミーンミーンミンミーン……」


    　セミの声が聞こえる。


    「チュイッ、チュイッ」


    「ピュー、ピュリュリュー」


    　小鳥の声も、ひっきりなしに聞こえてくる。


    （ああ。ここは東京じゃないんだな……）


    　目を閉じながら、俺はそののどかな物音に、心地よく耳をかたむけながら、ゆうべ、寺の床下から這はい出たあとのことをつらつらと思いだしていた。


    



    　ゆうべ、寺の床下から出た俺たちは、叔お父じ（みかんの父親、つまり俺の父親の弟）のワゴン車に乗って今いま治ばりへやってきた。今治は瀬戸内海に面した町だが、みかんの家はミカン農家なので、山のほうに上がったところにある。


    　かやぶき屋根でこそないけれど、農家造りという、古くて大きくてしっかりした木造の建物だ。背をかがめて玄関の小こ押おし戸どをくぐると土間になっていて、左手が母おも屋やだが、右手は短い階段の上に中二階の回廊があって、雨戸のような木のすべり戸が並んでいる。これは昔、住み込みで働く下働きの人たちの部屋だったそうだ。今は物置に使っているらしいが、俺たちが大人数で押しかけるというので、寝室として使うため、急きゆう遽きよ片づけてくれて、布ふ団とんも敷いておいてくれた。申し訳ない。


    　ずぶ濡ぬれだった俺たちは土間に入ってすぐ、叔お母ば（みかんの母親）にバスタオルを一枚ずつもらって髪と体をふいた。「よぉふきよ、今治はタオルの名産地なんよ」と、小柄な叔母はニコニコして言いながら、俺には叔父のパジャマを借してくれた。たしかにフカフカとして繊せん維いが密な、ふき心地のいいバスタオルであったように思う。


    　そして、パジャマに着替えた俺たちを、みかんが寝床へ案内してくれた。妹たちは、叔母のパジャマを借りた。いかにもスーパーの衣料品売り場で買いました的な、ちょっと地味なデザインだけど、俺的にはこれぐらい地味なほうが清せい楚そな感じでよいような気がするのだ。


    　中二階の部屋はいくつかあってふすまで区切られていて、ひとつの部屋は三畳ぐらいしかないから、布団は二枚ずつしか敷けない。一枚だけ布団を敷いている部屋が、俺の部屋っていうことだろう。


    『パパとママは今、濡れたカバンとか乾かしてるよ。あすにぃたちは、今日はもう寝なさいって』


    　みかんが説明したとたん、小こ麦むぎの目がきらりと光り、


    『では、小麦とキョコたんはこっちの部屋、りんりんと緋ひ影かげっちさんはそっちの部屋ですぅ。疲れたから早く寝るですぅ、せっせ、せっせ』


    　疲れていると言うわりに、きちんと幅を保って並べられた布ふ団とんを引っぱってくっつけて、わざわざ恋人敷きにするあたりが小麦は、マメというか抜け目がないというか。


    『ちょっと待ちなさい、小麦。どうして勝手に班分けしてるのよ？』


    　もちろん、それを凛りん世ぜがだまって見過ごすわけはなく、殺意をこめた低い声でそう問うたのだが、小麦はニコッと笑って、


    『えー、適当に二人ずつ分けただけですぅ？　別に、分け方に他意はないですぅ？　だって小麦たち四人とも女の子なんだし、みんな仲良しなんですから、誰と誰が組んでもかまわないですぅ？　ですよね、キョコたん？』


    『あっうん、あたしも誰と同じ部屋でもいいよ』


    　謀ぼう略りやく家かの小麦に先手を打たれて、凛世はぐうの音ねも出なくなってしまう。あくまでも、この三人が妹をめぐって争っていることを妹に知られてはいけないわけで、妹たちのあいだにあるものは友情でなければならないからだ。


    『でも、ほんとはみかんちゃんと寝たいなー、とか思ってるんだけど……妹といっしょに寝ながらいろいろ秘密のお話するのって、あこがれてたんだよねー』


    『え？　……みかんは、やだー』


    　みかんは、妹から目をそらしながら言った。妹は、困ったように笑う。


    『あはは、またふられちゃった』


    『みかんちゃんさん、なんてもったいないことをですぅ……。ま、それじゃ遠慮なく小麦がキョコたんと寝るですぅ』


    『そうだよ、寝よ寝よ。体が冷えてるから、早く寝なきゃ風か邪ぜひいちゃうよねー』


    　凛世がじりじりしている気持ちにもまるっきり気づかず、妹はニコニコしてそう答えた。小麦は、したり顔でほくそえんでいた。


    『しめしめ、うまくいったですぅ』


    『小麦、今何か言った？』


    『いえいえ、なぁーんでもないですぅー？』


    　小麦は一オクターブ高い音で、ものっすごく白々しく言いながら、妹の肩を押した。


    『さあさあキョコたん、早く寝るですぅ。体が冷えてますから、あっためあえるように、すでに布団はくっつけてあるですぅ』


    『あー、それで布団くっつけてたんだ。あったまいー。あたし子供のとき、冬の寒いときに兄あにっちの布団にもぐりこんだら、冷たい足先を兄っちがふともものあいだにはさんでくれて、あっためてくれたことあったなー、懐なつかしい』


    　妹は、ほんわか笑顔で言った。みかんはびっくりした顔で、俺にたずねた。


    『あすにぃ、キョコねぇにそんなことしてたの？』


    『いや、ちがうだろ今日きよう子こ、勝手に話を作るな！　おまえが勝手に、人の足のあいだに足を入れてきたんだろーが！　こっちは毎回いきなりヒヤッとして、心臓止まるかと思ったぞ！』


    　俺は激しく否定した。そこに小こ麦むぎが、前のめりに妹に食いついてくる。


    『ほ、ほほう？　キョコたん、足が冷たいときに、そんなあっため方があったとは、小麦は初耳ですぅー』


    『そう？　けっこうやらない？』


    『どういうやり方をするのか、今の説明だけでは小麦の貧困な想像力では、想像もつかないですぅー。キョコたんに、じっさい実践して見せていただかないことにはですぅ』


    『あーいいよ、じゃあまず靴くつ下した脱いで布ふ団とんに入ろ♪』


    　妹は目の前の羊の皮をかぶった野獣の舌なめずりにも気づかず、危機管理意識の低い無む邪じや気きな笑顔で小麦を誘った。小麦がしたり顔で人知れずちっちゃなガッツポーズをしたとき、その肩を緋ひ影かげがポンと叩たたいた。


    『草くさ野のさん……明日の天気はどうなるか、ご存じですか……？』


    『え？　雨は今夜で降り終わって、明日は朝からうってかわってカラッとしたいい天気になるらしいからよかったねって、さっきみかんちゃんさんのママさんが言ってたですぅ？』


    『そうですか、明日は晴れるんですか……』


    　緋影が、小麦の肩に置いた手に力をくわえ、食いこむほどに爪を立てた。


    『痛い痛い痛い痛いっ』


    『その天気予報が当たることを、わたしも祈ってますよ……。血の雨が降らなければいいですね、クククッ……』


    　小麦の顔から、サーッと血の気が引いた。


    『あ、お布団がずれているので、直しておきますね……』


    　緋影は抜け目なく、小麦がくっつけた布団を引き離した……しかもさっきよりも距離を広めに、部屋の端と端に。こいつらは、一日中電車に乗ったうえ、豪雨に濡ぬれて山の中で雨宿りまでして、どうしてこんなにも気力が残ってるんだ？　恋する乙女おとめのパワーは無限大なのか？


    　俺は疲れ果ててしまって、そのあたりからもう妹たちを放っておいて、さっさと自分の部屋に行って、布団にもぐりこんだのだ。


    



    　……と、俺はゆうべあったことを、布団の中でまどろみながら、しばし思いだしていた。ゆうべは疲れきっていたので、きちんとお礼を言ってなかったような気がする。


    （考えてみれば、ゆうべあの時間まで、叔お母ばも起きて俺たちを待っててくれたんだよな。起きて、ちゃんとお礼言わないと……）


    　布ふ団とんのシーツは俺たちが来るのに合わせて洗濯してくれたのか、ぱりっとした洗濯糊のりの香りがする。気をつかわせてしまって、ほんとに申し訳ない。


    　俺は、ぱちりと目を開いた。窓のほうを向いて横伏せに寝ていたようだ。窓ガラスの内がわに障子をはめてあるので、部屋に差しこむ朝の日差しは和紙を通してやわらかい。古いけれども清潔な畳はあめ色で、明るい黄土色の土壁や、琥こ珀はくのような深みが出た古い木の天井など、まるで古寺のように美しい。


    　夏だというのに空気がきりっと冷たいのが、いかにも山の朝という感じだ。東京ならこれぐらいの時間だと、すでに都市熱で蒸し暑くなりはじめているころだな……と考えながら、俺は寝返りを打って、障子に背を向けた。


    「くすっ」


    　くすっ？


    　俺はその瞬間、固まってしまった。


    　俺の布団の中に、みかんがいた。


    「……へ？」


    　思わず、間抜けな声が漏もれた。俺のほうを向いて、猫みたいな大きく澄んだ目を開けて、じっと俺を見つめていた。俺が驚いたのを見ると、下まぶたを押し上げるようにしてみかんの目が細められ、俺の上にがばっと身を起こすと、俺を見下ろしていたずらっぽくニッと笑った。
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    「おはよ、あすにぃ♪」


    「なんで……俺の布ふ団とんに入ってんだ？」


    　俺は、状況がよく飲みこめなかった。妹もよく、深夜にうっかりホラー映画を見てしまったとか何とか言って、俺の布団にもぐりこんでくる。そういうとき俺はすごく焦あせるんだが、さすがに相手は子供だから、別に焦ったりはしなかったが。


    「起こしに来たら寝てたから、ちょっといたずら♪　おはよ♪」


    　みかんは、うれしそうに笑う。子供っぽくて、ほんとにかわいい。幼稚園以来会ってないはずなのに、親戚だというだけでこんなに懐なついてくれるなんて、ひょっとして俺って子供に懐かれるタイプなのかな、と思ったりした。悟りには遠いといえど仏の教えを心がけているおかげで、子供に警戒されない癒いやし系のオーラが出ているのかもしれない、と思うと、ちょっとうれしい。


    「起こしにきてくれたんだ、ごめん」


    　俺が身を起こすと、俺の腹の上に乗っていたみかんが、すとんと太ももの上へすべり落ちる。夏で暑いからか、みかんはパジャマは着ていなくて、ふともも丈の白いシュミーズ一枚だけだ。ストンとしたシンプルな木綿のシュミーズを着て、日に焼けた細長い足を布団の上に投げだして座っているナチュラルな姿は、森の妖よう精せいみたいだ。


    「もうみんな起きてるよ、あすにぃ。行こっ」


    　みかんが俺の手を引っぱって、ガラッと勢いよく木戸を開けた。何だろう、心の中に懐かしさがあふれてくる。俺は子供のころのことをあまり覚えていないはずなんだが、小学生ぐらいのときの夏休みの記憶がよみがえってくる。朝一番のラジオ体操、公園でのセミ捕り、自転車での遠出、夏祭りに盆踊り……。


    「おはよー！　あすにぃ起きなかったから、布団にもぐって起こしてきちゃったー♪」


    　中二階から半階分の階段を下り、土間を横切って、上がりがまちで靴くつを脱ぎ、俺たちは母おも屋やの居間に移動した。そこには大きな木の座卓が置かれ、ホットプレートの上で串に刺された鶏とり肉にくが、じゅうじゅうと脂がはじける音を立てていた。


    「ありがとー、みかんちゃん。兄あにっちがお世話かけて、ごめんねー」


    　妹たちは、もう服を着がえていた。叔お父じは菜箸で焼き鳥をひっくり返し、妹はその隣で手伝って、皿から生の焼き鳥を追加してはホットプレートに並べている。そうそう、愛媛では焼き鳥を調理するときは、網焼きではなく鉄板焼きにするのだ。


    「叔父さん、ゆうべはありがとうございました。どうもご迷惑おかけして、すみませんでした」


    　俺が頭を下げると、叔父は焼き鳥を焼きながら白い歯を見せて笑った。


    「ええよ、あすくんも大変やったな。まあ座りよ」


    　叔父はタンクトップにズボンというラフな姿ながら、農業をしているだけあって、よく日焼けしているし体も引きしまっている。うちの父親の弟なんだから顔はよく似ているはずなんだが、うちの父親はいかにもお堅いビジネスマンという感じだし、叔お父じは何だかワイルドでフリーダムな感じで、雰囲気がぜんぜんちがう。


    「みかんちゃん……兄あに貴きさんを起こしてきた、って？」


    　凛りん世ぜがなぜか、びっくりしたような目で下着姿のみかんを見ている。


    「こらみかん、だらしない！　服着ぃよー！」


    　叔父が叱しかると、みかんは、


    「はいはい、わかってまーす」


    　と、壁にかけていた服にさっさと腕を通した。凛世はまだ何かみかんに聞きたそうな顔をしていたが、小こ麦むぎの歓声がそれをさえぎった。


    「おいしー！　この焼き鳥、おいしいですぅ。鉄板焼きの焼き鳥なんて、初めて見たですぅ」


    　さすが外ヅラの良さではダントツの小麦は、あたりまえになじんでにこやかに会話しながら、叔父に麦茶を入れてあげたりしている。


    「ほーか、鉄板で焼く焼き鳥は今いま治ばり名物なんよ。デザートには、銘菓・母ぽ恵え夢むもあるからな。もっと食べ、もっと食べ」


    「はーい、いただくですぅ♪　このタレがまた、甘くて絶品ですぅ」


    　小麦は上機嫌だ。腹の底が真っ黒とはいえ、この高いコミュニケーション能力はありがたい。


    「ああ、そのタレか。隠し味に、ミカンを使うとるんよ」


    「ミカン……」


    　緋ひ影かげがボソリとつぶやいた。コミュニケーション能力においては小麦と対極にある緋影は、それでも泊めてくれた叔父たちに失礼がないようフレンドリーにふるまわないと、と気をつかっているのか、かなり頭がぐるぐるしてる感じで、必死にことばを探しながら口を開いた。


    「そ、それでこんなに、あの……この焼き鳥、スウィーティーでフルーティでシトラスな、その、フレーバーなんですね……」


    　緋影は必死にコミュニケーションを取ろうとしているのはわかるが、かえってこれでは言ってる意味がぜんぜん通じないんじゃなかろうか。


    「フランス料理で、野ジ獣ビ肉エの臭みを消すためにオレンジソースを使うのと同じですね。オレンジよりもこっくりした甘みで、すごくおいしいです」


    　さすが凛世、ソツのない優等生っぷりを発揮している。叔父もうれしそうだ。


    「いやー、女の子に焼き鳥なんてオヤジくさくて嫌いやがられるかなって心配しとったが、よかったよ」


    「すごいねー、おねーさんってフランス料理にくわしいの？」


    　みかんが、凛世にたずねた。凛世も優等生らしく、俺（および恋敵の女子幾人か）以外の人間にはすごく人当たりがいいし、何よりニコニコしているといかにもお嬢様オーラがにじみ出す上品な美人なので、女の子としてはあこがれちゃったりして気になるのかな？


    「え、ううん。たまに食べるだけで、くわしいってほどじゃないわ」


    「そうなの？　料理するのは？」


    「料理は……その」


    　凛りん世ぜは言葉を途中で切って、俺のほうを何か気にしてる様子でチラッと見る。あれ、パジャマのままで食卓に来るのはまずかったかな？


    「……苦手、なの」


    　凛世のその声がすごく小さくて、俺にはよく聞こえなかった。でもみかんは大きな声で、


    「ほんとっ？　みかん、料理得意だよ。学校の調理実習で、サンドイッチとかー、親子丼とかー、それからー……」


    　指折り数えながら張りあってるあたりも、なんだか子供でほほえましいなあ。


    「あすくん、乾いとるよー」


    　叔お母ばが俺のもとに、たたんだＴシャツとジーンズを持ってきた。俺がボストンバッグに入れてたやつだ。俺は、あわてて頭を下げた。


    「あっ、叔母さんも、ゆうべはどうもすみませんでした」


    「ええ、ええ。乾燥機にかけたけん、もう乾いとるよー。着きぃよー」


    　叔母は小柄で、優しそうで、語尾を伸ばすおっとりしたしゃべり方が妙に癒いやされる。


    「あすくんも、早はよ食べよ。ゆうべ晩ごはんにと思うて準備しとった焼き鳥よ、朝から重いかな？」


    　叔お父じが俺に言った。うちの父親も少しイントネーションがこんな感じになるときはあるけれど、基本的には標準語だから、叔父のことばがすごく新鮮だ。


    「ううん、水球部の試合が近いときはスタミナつけるために朝から焼き肉食べたりするし、ぜんぜん大丈夫だよ。っていうか、鉄板焼きの焼き鳥久しぶりー、懐なつかしいよねー兄あにっち。ほら、これ焼けてるからあげる。あーん」


    　妹が串を持って焼けたところを一本取ると、叔父にうながされて座りかけていた俺の口にいきなり突っこんできた。


    「あちちちちちあち！　バカ、ホットプレートから下ろした焼き鳥をいきなり人の口に突っこむな！」


    「きゃーごめん兄っち、熱かったっ？　ごめぇーん、ヤケドしてない？」


    　妹が、心配そうに俺のくちびるに指を当てて、あらためるように調べた。そのとき、いきなりみかんがムッとした顔になったかと思うと、強引に妹と俺のあいだに割って入ってきたのである。


    「キョコねぇはダメ子ちゃんだなー。あすにぃには、みかんがふーふーして食べさせてあげるねっ♪」


    　みかんはニコニコしながら、俺の前に焼き鳥を突きだした。子供なのに世話焼きしたがるところが、女の子だなあ。妹もそんなみかんの様子をかわいく感じたのか、楽しそうに笑っている。その向こうで、凛りん世ぜが怖い顔をしている。理由はわからないのだが。


    「えらいなあ、みかんちゃん、あたしよりずっとしっかりしてる。そりゃー、あたしなんかに妹あつかいされたくないのもわかるわ。みかんちゃんは、いいママになりそうだねー」


    「ママになるより先に、お嫁さんにならなくちゃだけどね」


    　みかんはそっけない口調で妹にそう言ってから、俺を見てニコッと笑った。


    「みかん、あすにぃのお嫁さんになってあげてもいいよ？」


    「あはは、大人になるまで覚えてたらよろしくお願いします」


    　子供ってかわいいなあ、俺もみかんぐらいのころは自分がいっぱしの大人だと思ってたなー、と俺は懐なつかしく思いながら、お愛想でそう返事をした。


    「それで、あすくん、今日の予定は？」


    　叔お母ばが、妹のごはんのおかわりをよそいながらたずねた。朝から焼き鳥をわしわし食べながら、ごはんまでがっつりおかわりするあたり、運動部の底力を感じる。


    「そうですねー……。俺は、市内の八十八箇所の寺と、行けたらもうちょっと足を延ばそうと思ってるんですけど」


    「お寺？　はいはいっ、あたしもついていくー♪」


    　妹が手を上げた。俺はごはんを食べながら、冷ややかな声で妹に言った。


    「おまえみたいなうるさいのを寺に連れてったら、他の参拝客のじゃまになる。俺の悟りを開くじゃまになるし、またおまえのせいでバスの時間とか逃のがして叔お父じさんたちに迷惑かけるのもまっぴらだ」


    「今度は気をつけるのにー」


    　妹は口をとがらせている。叔父が、皿の上に食べ終わった焼き鳥の串を盛りながら言った。


    「ほーかほーか、あすくんは相変わらずお寺が好きじゃな。ワシも今日は農協に用事があるから、いっしょに連れてってやるぞ」


    「あ、どうもです。じゃ、これ食べたらすぐ出発の準備しますから……」


    　俺があわてて焼き鳥をもぐもぐしていると、みかんが「えーっ！」と大声を上げた。


    「そんなのやだー！　お寺なんか行かないで、みかんといっしょに遊ぼーよー！　カブトムシいっぱいいるところ、教えてあげるからぁー！」


    　みかんが、俺の腕にしがみついた。俺なんかのどこがいいのか、親戚だというだけでこんなに懐いてくれるなんて、ほんとにありがたいことだ。でも、八十八箇所めぐりに行くのがこの旅の主目的だったわけだし、俺は少し困ってしまった。


    　意外なことに、凛世が助け舟を出してくれた。


    「ねえ、みかんちゃん。兄あに貴きさんはほっといて、わたしたちと遊園地に行くとかはどうかしら？」


    　その上みかんの腕を引っぱって、俺から引き離そうとすらしてくれている。お礼を言ったらまた怒りそうだから、俺は何も言わずにだまっていたが。


    「そーだよ、レオマワールド連れてってあげよっか？　足ブラ観覧車乗ろうよ、地上五十メートルでベンチに座って足ブラブラだよ、もう想像しただけで悲鳴出ちゃうよねー」


    　いや、妹よ。それは連れてってあげるじゃなくて、おまえが行きたいだけだよね？


    「みかん、別にそんなの怖くないし？　ジェットコースター的なものとか、慣れてるし？」


    　また張りあってるぞ、みかん。ところで、ジェットコースター的なものってなんだ？　ジェットコースターではないのか？


    「すごいですね、みかんさん。小さいのに、怖いの平気なんですね」


    　さっき一人だけうまく会話に入りきれなかった緋ひ影かげが、またがんばってコミュニケーションを取ろうとしている。世間の常識にいっさいこだわらないタイプだと思っていたけど、けっこうきちんとしてるんだな、と俺は感心した。


    「みかん、別に小さくないから！」


    「あ、それはすみません……」


    「だってみかん、クラスでも真ん中より後ろだし！　それにみかんのこと好きな男子、いっぱいいるし。ケイタとレンとアキトは、いーっつもみかんのこと、取りあってるし」


    「すごいですね、じゃあつきあったりしたこと、あるんじゃないですか？」


    　またちょっと子供っぽい見栄をはってる感じのみかんに、緋影はじょうずに話を合わせてやる。叔お父じとは話がうまく合わせられなかったけれど、子供相手なら大丈夫みたいだ。ものすごく意外だが、もしかすると緋影って子供が好きなんじゃないのかな、と思ったりもした。


    　だが、緋影がせっかくうまく乗せた感じだったのに、てっきり俺もみかんが気を良くしてモテモテ自慢でも始めるかと思ったのだが、みかんは口をとがらせて、


    「つきあうわけないじゃん、みんなガキだもん。みかん、子供には興味ないんだー」


    　と、話を無情にもブツ切りにしてしまった。明らかに緋影が、これから展開しようとしていた「へーモテるんですねーすごいですねー」的な話ができなくなり、ものすごく戸惑っているのがわかる。


    「えっ、あ、そ、そうですか……」


    　かわいそうに、緋影はまた、回転する長縄跳びに入りそこねた子供みたいに、肩をすぼめてしゅんとしてしまった。するとみかんは俺のほうを見て、しきりに腕をひっぱった。


    「やっぱりみかんは、あすにぃと遊びたいよー。虫捕りに行こうよー」


    　子供には興味ない、とか言っといて自分は虫捕りとか、やっぱり子供だな。こんなに慕われて頼まれると、ちょっと断りにくいけど、でも八十八箇所めぐりも行きたいし……と悩んでいると、叔お母ばがちょっとだけ声こわ音ねを厳しくして、みかんに言った。


    「みかん、あすくん困っとるよ、わがまま言わんよー」


    「あっいやいや別にぜんぜん困ってませんから、そうだな虫捕り行こうかみかん！」


    　俺のせいでみかんが怒られるってことになると、それはひじょうに不本意なので、俺は思わずそう答えてしまった。するとみかんは、うれしそうにニコッと笑った。


    「やったー！　うちのミカン山に、カブトムシがいっぱいいる秘密の場所があるんだ。教えてあげるね、あすにぃ」


    「すごいなー兄あにっち、モテモテだね」


    　妹が、ほほえましげに見ている。凛りん世ぜは、すごく不機嫌そうな声で、


    「兄あに貴きさんには、最初で最後のモテ期かもしれないけどね」


    　と、毒を吐く。凛世がツンゴラなのはいつものことだが、今朝は輪をかけて機嫌が悪いのは、なぜなんだ。すると、それを聞きつけたみかんが妹たちのほうをちらっと見て、


    「キョコねぇたちも、ついてきたかったら別についてきてもいいよ？」


    　と、言い足した。凛世がちょっと戸惑いながら、


    「えっ……？　あの、虫捕りでしょ？　わたしは、別にいいけど……今日きよう子こはどうする？」


    「うーん……どうしようかなあ……」


    　足ブラ観覧車はずいぶん魅力的なのか、妹も悩んでいる。


    「わたしに発言が許されるなら、高校生女子的には、虫捕りとレオマワールドなら、レオマワールド一択ではないかと思うのですが……。日向ひゆうがさんと足ブラ観覧車、あくまで下心はありませんが、楽しそうですので……」


    　緋ひ影かげが言った。いやまあ、つまり下心があるっていうことなんだろうな。


    　すると小こ麦むぎが、目をキラキラさせながら発言した。


    「虫捕り、あのっ、小麦、ぜひごいっしょしたいですぅ！　森の中ってときどき、木の切り株とかにグチャドロの粘ねん菌きんがねばっとくっついてて、超かわいいですぅー。みかんちゃんさん、このへんの山にくわしいのなら、黄色とかオレンジのペンキをぶちまけたような、グチャドロしたものを見かけませんでしたですぅ～？」


    　なんと、虫捕りがこんなに、高校生女子をときめかせるとは。小麦があまりにも食いつくので、みかんは思いっきり戸惑っていた。


    「え……あ、うん、たぶん見たような気も……する」


    「すばらしいですぅ！　今まで持ってない新種だったら、ちぎって連れて帰って培養するですぅ！　ああ、やっぱり旅行についてきてよかったですぅ～！」


    「ちょっと、今日子……どうする、これはやばいパターンかもよ？」


    　ひそひそ、と凛世が妹に小声でたずねた。


    「これ、明らかに小麦が迷惑をかけるパターンだとわたしは見たんだけど……」


    「う、うん、そんな感じだねぇー。みかんちゃんにあまり負担かけないように、あたしたちも子守についてったほうがいいかもね」


    　それは、小麦の子守、っていう意味だな。すると緋影も、口を開いた。


    「日ひゆ向うがさんが虫捕りなら、わたしも虫捕りに行きます。主に、日向さんにくっつく悪い虫を取る、的な意味で……」


    　と、緋ひ影かげは凛りん世ぜにちらっと目を向ける。他人の家だから遠慮しているけれども、さりげない牽けん制せいは忘れない。凛世も笑顔で返すけれども、目は笑っていない。


    　そもそも、この二人はとくに仲が良くない。同じ水球をやっていてライバル校のライバルチーム、身長・体力・戦闘力、どれも拮きつ抗こうしている。


    「うふふー、キョコたんと虫捕り、楽しみですぅ～♪」


    　そして二人がガチでにらみあっている横で、すかさず漁ぎよ夫ふの利りを得るのが腹黒小こ麦むぎである。妹と仲良しアピールしながら、さりげなく腕をからめるのを忘れはしない。みかんは、ちょっとびっくりしたような顔でそれを見ていたが、


    「みかんも、あすにぃと虫捕り、楽しみ～！」


    　と、小麦のまねをして、俺の腕に腕をからめてきた。うーん、懐なついてくれるのはうれしいが、ピュアな子供は百ゆ合り高校生の愛情表現をまねしてほしくないところだ。


    　ふと、こっちを見ていた凛世と目が合った。あれ、と思った瞬間には、そっぽを向かれていたが。あー、『最初で最後のモテ期ね』って生暖かい目で見られてたのかな。


    　まあでも、たしかに、俺のモテ期なんてそう長く続くもんじゃない。実際、以前俺は謎のモテ期が到来して、学校じゅうの女子に告白されまくったことがあったが、あれは結局妹に思いを寄せている女子たちが、じゃま者の俺に彼女を作って妹から引き離そうとする作戦であって、本当のモテ期が来たわけじゃなかった。


    　そもそも、俺のような仏像マニアは、女子にとって面白い人間ではないだろう。容姿に恵まれているわけでもない。


    　昔、日本では旅人を「稀まれ人びと」と呼び歓待する習慣があった。めったに来ない珍しい人という意味だ。ちなみに「客」を「きゃく」と読むのは音読みである。じゃあ訓読みではどう読むのかというと、じつは「まろうど」と読むのだ。これは「まれびと」がなまって変化したものだ。


    　などという漢字の勉強はともかく、要するに俺が言いたかったのは、みかんも、俺が物珍しい「稀人」であるからくっつきまわっているだけであって、子供は飽きっぽいから、二日もすればもう俺に飽きてしまうのは予想できる。


    （みかんが飽きてから、ゆっくり八十八箇所めぐりをすればいいか……）


    　それまでは宿のお礼と、こんなに俺に懐いてくれているみかんの気持ちに応えるためにも、子守をがんばろう、と俺は決めた。みかんは焼き鳥を食べながら俺のほうを見て、ニコッといたずらっぽく笑った。


    



    　朝食のあと、俺たちは家を出て、家の裏手にあるミカン山へ行った。ミカン山といっても、全部ミカンの木ではない。基本的には雑木林で、太さが酒さか[image: ]だるぐらいありそうな大木もそこここにあり、その中で日当たりの良い斜面を耕たがやしてミカン畑を作っているのだ。


    　ゆうべの豪雨が噓うそのように晴れていたが、出るとき、叔お母ばに注意された。


    『雨で山の地面がゆるんどるから、気いつけぇよー。それから、ミカン山のモノレールはミカン運搬専用やから、乗ったらいかんよー。愛媛にはため池がたくさんあるから、それも落ちんように気いつけぇよー』


    　相変わらず叔母の口調はおっとりとしているので、あまり危機感を抱いだかないのだが、いちおう気をつけておこう。


    　山の上から見下ろすと、瀬戸内海に面した今いま治ばりの町が見える。四角い堀に囲まれた今治城も見える。町の向こうは海だが、すぐ近くに島がいくつも見えていて、大きな橋でつながっている。この橋はしまなみ海道といって、歩いて本州まで渡れるんだそうだ。


    「きゃっほー！」


    　ミカン山に、みかんの嬌きよう声せいがひびいた。収穫したミカンをカゴごと運ぶための農業用モノレールに乗って、ミカン山の斜面をすべり下りているのだ。農業用モノレールは、遊園地にある百円玉で動く一人用の子供列車ぐらいの大きさしかなくて、レールも地面すれすれの低いものだ。


    　ガタガタ揺れながらスピードもそんなに出ないが、パワーは強くて、ふだんは重い道具やミカンのカゴを載せて、ミカン山の急きゆう勾こう配ばいを自由自在に移動している。みかんの家のミカンモノレールは積載重量はあまり多くない小型タイプだから、本来人間が乗ってはいけないはずだが……。


    「おーい、あすにぃー！　ここだよー！」


    「きゃー速い速い速い！　兄あにっちやっほー！」


    　ひーこらミカン山を登っている俺の横を、みかんと妹がミカンモノレールの前後に乗り、ガタガタ揺れながらかなりのスピードですべり下りていく。


    「あっ、こら！　それ、乗ったらだめって……」


    　俺がどなったときには、二人はとっくにふもとのほうへ下りていた。そして、ひいひい言いながら登ってる俺と小こ麦むぎの後ろから、小鹿のように軽々と、すいすい追いついてきた。


    「やっほー兄っち、がんばれー」


    「あすにぃもあとで、いっしょに乗ろっ♪」


    　みかんは麦むぎ藁わら帽ぼう子しをかぶり、いかにもわんぱくといった感じだ。朝言ってた「ジェットコースター的なもの」ってのは、ミカンモノレールのことだったのか！　俺と小麦をのぞく、みかんおよび水球部の三人の体力チームはどんどん登っていったのだが、そこで待ってるとばかり思っていたら、まさかミカンモノレールに乗ってすべり下りるとは（しかも二人乗りで）！


    「ひーこら、おいこら、待て今日きよう子こ、みかん待て！」


    　俺はひいひい言いながら、横をすり抜けて走っていこうとするみかんと妹をとっつかまえた。俺たちの横を、空っぽのミカンモノレールがゴトゴトエンジン音を立てながら、元の斜面の上へと登っていく。みかんはいたずらっぽく声を上げた。


    「きゃー、つかまっちゃったー！」


    「こらみかん、モノレールに乗って遊ぶなって、叔お母ばさんが言ってただろ！」


    「だって、スピード出て面白いんだもーん」


    「そりゃ積載重量の軽いモノレールだから、人が乗りゃ重さに負けてスピードが出るさ！　それはつまり、過積載でブレーキきいてなくて危ない状態、ってことなんだぞっ？　カーブで放りだされて斜面を転がり落ちたり、のびたミカンの枝で顔を打ってケガでもしたらどうするんだ！　ヘタしたら、死ぬんだぞっ？」


    　そして妹にも、俺はビシッと注意する。


    「今日きよう子こはもっと悪い！　年上なのに、なんでみかんを止めないんだ！」


    「えーだって、みかんちゃんが面白いからいっしょに乗ろうって誘ってくれたし、楽しそうだったし、みかんちゃんって何だかあたしと距離あったからこれで仲良くなれたらいいなって思ったし、断ったらかわいそうかなって……」


    「おまえはみかんを妹にしたいって言ってただろ、妹にいい顔するんじゃなくて、妹がまちがったことをしようとしたら嫌われてでも注意するのが姉の役目だろ！　ケガでもしたら、もっとかわいそうなことになるんだぞっ？」


    「……っ」


    　俺がガンガン妹を叱しかると、妹はちょっと涙ぐんだ。みかんはそれを見て、少しおろおろしていた。


    　すると緋ひ影かげが、ゆらりと俺の背後に立って言った。ぞくり、と背筋が冷たくなった。


    「……お兄にいさん、日向ひゆうがさんも悪気は無かったんですから、そのへんにしときませんか……？　日向さんを泣かすと、お兄さんにも血の涙を流していただくことになりますが……？」


    「や、ちょっと待って、緋影っち！　ちがうの、兄あにっちじゃなくて今のはあたしが悪いんだよ！」


    　妹はあわてて、緋影の肩を押しながら俺から遠ざけた。それから、俺のほうを振りかえって、


    「……それで兄っちも、妹のあたしがまちがったことをしたから、あたしのために叱ってくれたっていうことなんだよね。よくわかったよ……いつもあたしのこと心配してくれてありがと、兄っち」


    「えっ……はぁ？　いや、俺はそんなつもりで言ったわけじゃなくてだな！」


    　俺はあわてる。みかんは、何やら複雑な表情で、妹を見ている。自分のせいで妹が叱られて、それなりに申し訳なく思ってるんだろうか？


    　そのうち凛りん世ぜも斜面を下りてきて、まだ気がおさまらない様子の緋影の肩をポンと叩たたいた。


    「根ね雪ゆきさん。わたしたちも今日子たちがミカンモノレールに乗ったとき、そばにいたのに空気を悪くしたくなくてあまりきつく止めなかったんだから、このことに関しては今日子を心配してガッツリ叱しかった兄あに貴きさんに完敗でしょ」


    「……そう、ですね……」


    　凛りん世ぜのことばで、ようやく緋ひ影かげは納得したようだ。てっきり凛世にも今日きよう子こを叱ったことで文句を言われると身構えていたので、俺は驚いた。水球で鍛きたえあげた、スポーツマンシップってやつなのかな。


    「ありがとう、凛世」


    　場をおさめてくれたことに感謝して、俺は凛世に礼を言った。あっ、しまった。凛世に礼を言っちゃった。


    「べべべ別に兄貴さんをほめたわけじゃないわよっ！　単に事実を言っただけなんだから、勘違いしないでよねっ、バカ！」


    　やはりというか、顔を真っ赤にして思いっきり怒られた。ふつう礼を言われたらうれしいものだろうに、どうして凛世は怒るんだろうなあ。礼を言われたら死ぬ、みたいな呪いでもかかってるのか？


    「ま、そんなことより、ひーこら、その珍しい粘ねん菌きん、もとい、虫がいるとこに案内してほしいですぅ、ひーこら」


    　小こ麦むぎは息を乱しながらも、粘菌集めの情熱の火はまったく消える様子を見せない。でも情熱はあるけれど、体力も筋力もまったく無くて、山の斜面を三歩歩いたら一休み、みたいなペースだった。


    「小麦おねーさん、亀かめすぎー。そんなペースだと夜になっても山のてっぺんにつかないよ」


    　みかんが小麦に言った。小麦は、ぐぬぬとくちびるを嚙かむ。


    「うう、小学生とはいえちょっとムカつくですぅ……」


    「まあまあ、子供の言うことだから、あたしに免じて許して？　ほら、おんぶしてあげるから」


    　見かねたのか、妹が小麦の前に背中を向けてかがんだ。小麦はびっくりして、目をまん丸にする。


    「……えっ？　おんぶって、あの、ですぅ……？」


    「遠慮せずに、ほら来て！」


    　妹は小麦の腕を強引につかむと、よっこらせ、と自分の背中に担かつぎあげた。


    「きゃー！」


    　小麦がびっくりして、悲鳴を上げる。妹はそのまま小麦を背負って、


    「じゃあ兄あにっち、先に行ってるね」


    　と、おんぶをしたままスイスイ斜面を登りはじめた……っていうか妹、すごいとは思っていたけど、この斜面を、いくら小麦が小柄できゃしゃだといってもある程度は体重があるだろうに、おんぶして登っていくとか超人か！


    「キョコたん、どーもすみませんですぅ……」


    　さすがの小こ麦むぎも、この状況で「キョコたんの背中ですぅデュフフ」とは言わないようだ。山の斜面の急きゆう勾こう配ばいを見ながら、本気で申し訳なさそうに、しゅんとしている。


    「いいっていいって、足腰の鍛たん錬れんにもなるしね」


    　あとからついていく凛りん世ぜと緋ひ影かげが、こういうときは気が合うのか、妹の背中を眺めながら二人で感心していた。


    「すごいわねー、さすがわが都立第三高校水球部のエース、一年生にしてフローターの今日きよう子こ！　やっぱり、下半身の筋力あってこその上半身の筋力なのよね」


    「そうですね……野球のピッチャーも剛速球を投げるのに必要なのは、上半身の筋トレではなく、むしろ走りこみですからね……」


    　そして、二人ともうっとりしている。たしかに妹のこの圧倒的な体力を見ると、女子たちにモテモテな理由の一端もうかがえようというものだ。


    「キョコたん、ほんとにすみませんですぅ」


    　小麦は本気で恐縮して妹の背中にくっついていた。すると、妹は軽く笑って、


    「ほんと、大丈夫だって。小麦、軽いし。水球部の基礎練で、よく足腰鍛きたえるために凛世おんぶして学校の階段上ったりしてるしね」


    　って、すごいな妹！　朝、学校にいくとき、俺がどんなに必死に走っても妹が息ひとつ乱さずについてくるのが脅威だったのだが、その理由がよくわかった。俺とは、圧倒的に運動量がちがうのだ。


    「小麦はふにゃふにゃやわらかくって、ほんと子猫みたいに軽いから大丈夫だよ」


    「そ、それならよかったですぅ……」


    　小麦は、まだちょっと恐縮しながらも、ホッとした表情になっていた。ふと、妹が小麦に言った。


    「あっ、そうだ。小麦って胸、やわらかいね」


    「ふにゃあっ？」


    　小麦は真っ赤になって、思わず変な声を出していた。凛世と緋影の目がそのとき三角になったのを、俺は見のがさなかった。


    「そそそそ、それはその、キョコたん、どういう意味ですぅ？」


    「ん？　いや、あたしや凛世の胸って、中に何か入ってるのかって感じで硬いから。筋肉が無いと、胸ってあんなにやわらかいものだったんだ～って、感動したの。耳たぶよりもやわらかくて、フニフニしてるよね」


    　男の俺からすれば、妹でもじゅうぶんやわらかい範はん疇ちゆうに入ると思うが……たしかに、俺は一度小麦をおんぶさせられたことがあるのだが、制服ごしだったので定かではないが、かなりやわらかかったような記憶がある。フニャフニャの粘ねん菌きんを飼ってることと、何か関係があるんだろうか、いやまあ無いか？


    「ひぃやあああああああぁぁぁぁっっ？」


    　突然の小こ麦むぎの絶叫で、俺はびっくりしてそっちを見た。いつの間にか、妹に背負われている小麦の後ろにみかんが回って、両手で小麦の胸をわしづかみにしていた。小麦はあまりのことに、妹の背中の上で上半身をぴんと硬直させてしまい、妹の背中からすべり落ちた。


    「きゃっ、小麦、大丈夫っ？」


    　妹は、あわてて振りかえる。小麦は半泣きの表情のまま、地面に座りこんで、凍りついたように全身を硬直させていた。


    「ふやああああああぁっ、みかんちゃんさんにおっぱいもまれたですぅぅぅ～！」


    「ちょっ……みかんちゃん、だめだよ、人の胸さわっちゃ！」


    　妹がみかんを叱しかった。あれ、もしかしてさっきの俺のことばをさっそく実践してるのか？　意外に素直じゃないか、妹……俺の布ふ団とんから出ていけ、っていうことばには一度だって従ったことがないくせに。


    「えー、だってキョコねぇがあんまりほめるから、どんなのか興味あったんだもん」


    「ふええぇ～ん、みかんちゃんさんのエッチですぅ～！」


    「ごめんね小麦、子供がやったことだから……」


    　妹が小麦をなだめる。するとみかんはミカンの木に手を伸ばして何かをつかむと、その手を妹の目の前に突きだした。


    「ごめんね、キョコねぇ。おわびに、これあげる」


    「あっ、みかんちゃん、そんな、いいんだよ？」


    　みかんがしょんぼりした顔をしているので、妹はあわてながら、みかんの手の下に両手をすくうように出す。その手の中にみかんは、


    「はい、あげる」


    　と、緑色のプニプニしたイモムシを落とした。


    「っきゃあああああああ！」


    　妹が絶叫すると、イモムシはびっくりしたのか、いきなりＹ字の形をしたオレンジ色のツノをニュッと出した。


    「きゃああああああっ、アゲハの幼虫ですぅ、かわいーですぅ！」


    　小麦は、別の意味で悲鳴をあげている。妹は両手の上にイモムシをのせたまま、硬直してしまっているが。


    「そ。アゲハの幼虫は、ミカンの葉っぱを食べるんだよ」


    「へぇー、さすがみかんちゃんさんは自然児ですぅ、よく知ってるですぅ」


    「そーだよ、みかんはいろんなこといっぱい知ってるんだから、子供なんかじゃないんだからねっ！　虫なんかが怖いキョコねぇのほうが、ずーっと子供だもん！」


    　みかんはそう言って、妹をひとにらみした。妹はまだ硬直したままだったけれど、凛りん世ぜは助けたくても自分もさわれない、という青ざめた表情で遠巻きにながめている。緋ひ影かげも、グロいものは平気なくせに、虫方向のグロさは苦手みたいで、黙って距離を取っていた。


    「あっ、キョコたん、もしかして虫が苦手だったですぅ？　大丈夫ですぅ？」


    　今さら気づいて、小こ麦むぎが妹の手からイモムシを取ってくれた。妹は硬直したまま、きしむような動きで首を動かし、小麦に言った。


    「あ……う、うん。ありがと、小麦」


    　それから妹は、小さくため息をついて、


    「せっかく仲良くなれたかと思ったけど、また嫌われちゃったみたいだね……」


    　と、寂しそうにひとりごちた。そんな妹の悲しみの声が聞こえているのかいないのか、みかんはあっさり二人に背を向けて俺のほうへやってくると、ムスッと不機嫌そうにつぶやいた。


    「キョコねぇたらムカつく、みかん、子供じゃないのに」


    「人の胸をさわるとか虫が嫌いな人の手に虫をのせるとか、そういうことをする奴は、子供だぞ？　そういうのは大人になったら、たとえ女子どうしでもやっちゃいけないんだぞ、セクハラだぞ？」


    　俺も年長者としていちおう釘くぎをさしたのだが、みかんはツーンとした顔で、


    「それならいいじゃん、だって小麦さんの胸、ぜんぜん大人じゃなかったもん」


    「へ？」


    「つるつるぺったんこだったもん。あれぐらいだったら、みかん六年生になったら追い抜くもん」


    「いや、まあ、その……」


    　そういう返しがくると思ってなかったので、どうコメントしていいのか、俺は迷ってしまう。まさか、「そうだな、つまり小麦の胸は六年生以下レベルだから、さわっても問題なしだなハハハ」とは言えないし、かといって「貧胸でも胸は胸なんだから、さわるな！」と正論を述べたとしても、その正論は小麦をいちじるしく傷つけるような気もするし。


    「このあたり、ずっとミカンの木なんですね……。季節が初夏ならよかったのに……」


    　ふと緋影がため息をついて、小さな声でつぶやいた。妹は、離れたところでまだ少し落ちこんでいる。凛りん世ぜが、不思議そうに緋影にたずねた。


    「初夏って、何かあるの？　ミカンが実るのは秋でしょ？」


    「初夏は、ミカンの花が咲くんですよ……。西洋のウエディングヴェールには、ミカンの白い花で冠を作って飾る習慣があるんです。ミカンの花の季節だったら、花冠を作れたのに……」


    　緋影が、ミカンの枝をかき分けなら、花がまだ残っていないか調べているが、もう花は終わっているようだ。緋影の答えを聞いた瞬間、凛世が、形の良い眉まゆをピクッと動かした。


    「ウエディングヴェールの花冠を作って、何をするつもりなわけ？」


    「三み剣つるぎさんは、意外に頭があまりよくなくていらっしゃるんですね。花嫁にかぶせる以外の用途がありますか？」


    「かぶるんじゃなくて、かぶせる？　誰にかぶせるつもり？」


    「花嫁に、と言ってるじゃありませんか……」


    　緋ひ影かげはうっそりと笑い、遠い目を、飛んでいるアゲハを見つけてちょっと立ち直りかけている妹のほうへ向けた。凛りん世ぜがキッと緋影をにらむ。そのとき、緋影の手には半分枯れかけた白い五弁の花がつままれていた。


    「ラッキー……見つけました。花嫁の花、少々枯れていますが、愛があればそんなことは気になりませんよね。むしろ、枯れた花でも愛めでてあげられるのは、愛の深い選ばれし者だけ、日向ひゆうがさんに花冠をのせる権利があるのはわたしだけ……」


    　くすくす笑いながら、緋影は花びらを一枚ずつむしっていく。


    「好き……」


    　緋影は何をするつもりなんだ？　花占いなんて、五弁の花ならぜったいに「好き」で終わるはずだから意味がないのに。あれはマーガレットみたいな、花びらがいっぱいあって何枚あるかわからない花でやるから占いになるのであって……、と、俺が考えているうちに、緋影は二枚目以降をむしりはじめた。


    「……好き、好き、好き……そして、好き」


    　五枚目の花びらをむしり終えたあと、緋影は至福の表情を浮かべて虚こ空くうを見上げつつ、うれしげに言った。


    「ほら……花もわたしたちを祝福しているじゃありませんか……」


    「いや、それはおかしいでしょ！　花びらが五枚だったらぜったいに『好き』で終わるし、っていうか、『好き』と『嫌い』が交互でなくちゃ花占いにならないし！　その花占い、おかしいでしょ！」


    「はあ？」


    　緋影は眉まゆを下げ、目をこぼれるほど大きく見開いて、凛世にぐいっと顔を近づけた。


    「何がおかしいんです？　だって日向ひゆうがさんがわたしを嫌いだなんて選択肢、ありえないじゃないですか？　ありえてはならないじゃないですか？　わかります？」


    　目をカッと見開きつつ、薄暗い笑みを浮かべながら、緋影は手の中に残った花びらの残ざん骸がいをにぎりつぶした。


    「わかるわ。おかしいのは花占いじゃなかった、ってことが」


    　凛世はドン引きしつつも、ひるまず緋影をにらみ返した。


    「でも、今日きよう子こはわたしが守るわよ」


    「かまいませんよ？　愛の前には障しよう壁へきがあるものですし、それを乗り越え、叩たたきつぶし、切りきざんでこその、真実の愛ですから……」


    　緋影の背後に暗い黒炎が見え、凛世の背後には青白い怒りの炎が見えた。このままでは、横よこ溝みぞ正せい史しばりの、のどかな山村を舞台にした血の惨劇が繰り広げられてしまう。どうすれば、と俺がおろおろしていると、


    「きゃーっ、かわいいですぅー！　これ、ミカンの赤ちゃんですぅ？」


    　ドロドロとした空気を裂さくように、小こ麦むぎの明るい声が聞こえた。どうやら小麦も元気を取りもどしたらしい。妹がその声を聞いて小麦のほうに駆けより、小麦と肩を寄せあいながらミカンの枝をのぞきこんでいる。そこには、ピンポン玉ぐらいの大きさの緑のミカンが実っていた。


    「かわいいー、スダチみたいですぅー」


    「ほんとー！　ちっちゃくてかわいいー」


    　仲の良い二人を見て、凛りん世ぜと緋ひ影かげは「出し抜かれた！」みたいな顔をした。おかげで二人のバトルはそこで立ち消えになり、小麦と妹のあいだに割りこんで小麦を牽けん制せいしようと二人が動く。だが先に、みかんが妹と小麦のあいだに割りこんでいた。


    「スダチなわけないじゃん、小麦おねーさんって何も知らないんだね」


    「ムカ」


    「スダチは徳島名産、愛媛の名産物はミカンとか伊い予よ柑かんなんだから。七月だから、まだ小さいんだよ」


    「へー、すごいねみかんちゃん。よく知ってるねー」


    　小麦は大人げなくみかんをにらんでいるが、妹は年上らしく余裕の表情でほめた。すると、みかんは一瞬うれしそうな表情になったが、すぐさま妹から目をそらして、


    「べ、別にすごくないし……。ミカン農家の娘なんだから、知ってて当然だし」


    　と、答えた。また子供扱いされたから、ちょっと機嫌を悪くしたのかな。


    「これぐらいに育ったミカンは、大きいミカンが実るように間引きするんだよ。間引きしたミカンは摘てき果かミカンっていって、捨てるともったいないから、家でスダチのかわりに使ったりしてる……あすにぃの家にも、送ってると思うけど」


    「あっ、そういえば夏休みになると、そうめんにやたらスダチがついていて贅ぜい沢たくだと思ってたけど……」


    　俺はハッと思いだした。あれは、みかんの家のミカンだったのか。


    「あたしも、すごくフルーティな味のスダチだなーってずっと思ってた。ごめん、みかんちゃん、いつもごちそうになってます」


    　妹が、冗談っぽくぺこりと頭を下げた。みかんは、あきれたようにため息をつく。


    「スダチと摘果ミカンの味の違いもわかんないなんて、ほんとキョコねぇはダメだねー」


    「うう、お恥ずかしい」


    　妹は、いたずらっぽく恐縮したふりをしているが……あれ、味の違いがわからないのは俺も同じなのに、俺はスルーなのかな？


    「ミーンミンミンミーン……」


    　セミの声が、すぐ近くから聞こえてきた。すると、みかんはミカンモノレールのレールの近くに放りだしてあった虫捕りアミと虫カゴを拾いあげた。片手に虫捕りアミ、肩からかけた虫カゴ、これ以上もないほど完かん璧ぺきな小学生の虫捕りスタイルである。何だか懐なつかしいスタイルだな……と思わず郷愁に目を細めた俺の腕を、みかんはぐいっと引っぱって、


    「あすにぃ、みかん、セミ捕りたい。キョコねぇのことなんてほっといて、手伝って」


    　と、ミカン畑をかこむ雑木林のほうへぐいぐい引っぱっていった。俺たちを見送っていた小こ麦むぎがつぶやく声が、背後から聞こえてきた。


    「……なんか、小麦たち、みかんちゃんさんにちょっぴり目のカタキにされてるような気がするですぅ。これはどうやら、お二人のおじゃまをしてはいけなさそうですぅ」


    「うん、わたしたちがついてきて、ものすごく迷惑っていうオーラ出てるわよね。みかんちゃんってあきらかに兄あに貴きさんのこと、ずいぶん気に入ってるわよね……あの面白みのかけらもない仏教男子の兄貴さんに、っていうのが意外すぎるんだけれども」


    　凛りん世ぜの声は、なんだか怒ってるように聞こえる。緋ひ影かげは、呆あきれたように言った。


    「タデ食う虫も好き好きと言いますけれど、タデにもほどがあるだろうとは思いますがね……」


    「えー、やだなーみんな。兄あにっちって、ふつうにカッコいいよ？　そりゃーみかんちゃんがゾッコンになっても、当たり前だって！」


    　お、おい、妹、そういう恥ずかしいことを思いっきり自信持って言うんじゃない、ほかの三人にポカーンとされるだけだから！　……との思いをこめて、俺はみかんに引っぱられながら一度振りかえり、そしてふたたび前を向いてみかんのほうを見たのだ。


    　すると、みかんは怒ったような顔で妹のほうをにらんでいた。そして、ぷいっと顔をそむけて、俺の腕をぐいっと引っぱった。


    「あすにぃ、キョコねぇなんかほっといて！　来て！」


    　今までそんな経験がぜんぜん無いので俺はびっくりしていたのだが、これはもしかして、嫉しつ妬とされているんだろうか？　こんな小さな子供でもヤキモチを焼くものなんだな、と俺は驚いた。


    「そんな怒らなくても、俺はべつに妹のことは何とも思ってないから……」


    　フォローのつもりで俺はそう説明したんだが、みかんはムキになったように無視して、雑木林のほうにずんずん入っていった。俺はぐいぐい引っぱられて、よろめきながらついていく。


    「おい、みかん、待てよ！　俺はそんなに早く山を歩けないんだって！」


    「ほら、あすにぃ！　そこにいた！」


    　みかんは高い木の下で虫捕りアミを振りあげ、必死につま先立って、セミを捕ろうとした。だが、虫捕りアミの高さは全然足りていない。


    「えいっ、えいっ！　それっ！」


    　みかんは、必死にジャンプしながら、何とかセミに虫捕りアミを届かせようとしていた。どうしたって届かない高さに見えるのだが、ほんとにムキになりやすい。落ち着けよ、危ないぞ……と言おうとした瞬間、


    「きゃあっ！」


    　みかんは木の根を踏んづけて、よろめいた。その先は、崖がけになっている。


    「危ない！」


    　俺はみかんを抱きとめたが、仏教男子の筋力ではそのまま踏みとどまることができず、いっしょになって崖の下へズザザザザーッとすべり落ちた。


    「うわああああああ！」


    　一瞬の後、俺は崖の底に到達した。背中を地面にぶつけて、どすん、とにぶい音がする。


    「きゃっ！」


    「うぐ！」


    　俺がくぐもった声を上げたのは、みかんの細い腰骨がもろに俺の腹に入ったからだ。さいわい俺がクッションになったおかげでみかんをケガさせずにすんで、そのことはよかったと思った。でも、俺の上にみかんが覆おおいかぶさるようにうつ伏せに倒れているのは、重いうえに、顔にかかった長い髪がくすぐったくて仕方がない。


    「あいたたた……。みかん、大丈夫か？」


    「別に大丈夫だよ、これぐらい」


    　みかんはケロッとしている。ミカンモノレールに慣れっこだから、崖を落ちるぐらいへっちゃらなのだろう。元気そうだったので、俺はホッとした。


    「兄あにっちー！　今すごい声聞こえたけど、大丈夫っ？」


    　妹の血相変えた声と、崖を小走りに下りてくる足音が聞こえる。その声を聞いて、みかんは一度妹のほうにちらっと目を向けた。


    「あ、うん、大丈……」


    　俺が答えて、みかんごと体を起こそうと、腰の下あたりの地面に手をついたとき。


    　いきなり、みかんが俺の両肩に手を置いて、地面に押さえつけてきた。


    「わっ？　ちょっ、みかん、起きられないって」


    　てこの原理というやつで、支点である腰から離れた肩に力を入れられると、相手がきゃしゃな小学生でも意外に身を起こせないものなんだな……と、俺が戸惑っていると、みかんは俺の肩を押さえたまま俺の上にのしかかり、俺の顔をじっと見下ろしてきた。


    「あすにぃ。鼻の頭、すりむいてる」


    　鼻の頭？　そういえば低い木のあいだをすべり落ちたから、途中で枝に顔がぶつかったかもしれない。


    「みかんが、消毒してあげるね。ちちんぷいぷい、痛いの痛いの、遠くのミカン山に、とんでけー」


    　ぺろん、と猫みたいな小さい舌が、俺の鼻の頭をなめた。すりむいた傷が、ちくんと痛んだ。


    「わっ、ちょっと、汚いだろ！　腹壊すぞ！」


    　俺があわてると、みかんは俺の上からどきながら、くすくす笑った。


    「みかん、いつももぎたてのミカン食べてるんだから、これぐらいでおなか痛くならないもーん」


    　まったく、子供ってやつは何をするかわからない。とりあえず俺が鼻の頭をすりむいたぐらいでよかった、と思いながら、俺も起きあがった。


    「兄あにっち、大丈夫だった？」


    　やっと駆けつけた妹が、俺の顔をのぞきこんでくる。俺は、鼻を押さえつつ答えた。


    「ああ、何とか……」


    　妹から少し遅れて、凛りん世ぜたちもやってきた。


    「兄あに貴きさん、どうしたのっ？」


    「崖がけから落ちたみたい」


    　妹が答える、凛世は呆れたように深いため息をついた。


    「何だ、心配かけないでよね」


    「心配してくれたんだ」


    「心配なんかしてないわよ、バカっ！」


    「どっちなんだ」


    「ま、どっちにしてもお兄さんはドジだということですね……。頭でも打ってたら、ミカン山なのにザクロみたいになってましたよ？」


    　緋ひ影かげの比喩は、想像してしまって怖いのでやめてほしい。妹は、俺をしげしげと見ながら困ったように笑った。


    「今の兄っちは、ザクロというより泥団子だよね。髪の毛に泥がついてるし、服もけっこう汚れてるよ」


    「ゆうべの雨で、土が濡ぬれて泥っぽかったからな……」


    「うん、すべりやすくて危ないかも。今日は虫捕りはやめて、バスで町まで下りない？　お土産みやげも買いたいし、みんなでいっしょに八十八箇所のお寺めぐりもすればいーじゃん」


    「はぁ？　寺めぐりは心を落ちつけて悟りを開くためのもんだぞ、おまえみたいな騒がしい奴といっしょに行っても……」


    「だって、みかんちゃんもせっかく夏休みなんだから、どこか連れてってあげたいじゃない。ごはんおごってあげたり、何か買ってあげたり。言ったでしょ、妹がほしかったって。弟でも、いいけどさ。あたし末っ子だから、妹や弟に何かしてあげるってすごくあこがれてたんだー♪」


    　妹はウキウキしている。なるほど、それで妹の奴は、兄である俺に対しても弟ごっこでもしているつもりなのか、生意気にも何かと世話を焼いておせっかいなんだな。


    「ねっ、みかんちゃん、いっしょに行こ？」


    　妹がフレンドリーな笑顔で声をかけると、みかんはちょっと迷惑そうに視線をそらして、


    「……みかんは別に、キョコねぇといっしょに行きたくないもん」


    　まあ子供はあんまり、寺とかには興味無いだろうから妥当な答えだな……と俺が思っていると、突然、凛りん世ぜが右上にガシッと腕をからめてきた。からめるというよりは、関節を極きめられて動きを完全に封じられているというか……。


    「でもみかんちゃん、大好きな兄あに貴きさんもいっしょに行くのよ？　みんなでいっしょに、お寺見に行きましょうよ」


    「え？　寺は、ほとぼりが冷めたら一人で行くつもりで……」


    　俺がそう言いかけたとき、いきなり背後から手が伸びて、俺の口をビシッとふさいだ。冷たい白い手……緋ひ影かげの手だ。緋影は背後から俺の耳もとにくちびるを近づけて、ささやいた。


    「ええ、もちろんみんなでいっしょに行きますよね、お兄にいさん……？　お兄さんが行かなければ、みかんさんも行かないのですし、日向ひゆうがさんのせっかくの申し出を踏みにじったりしないですよねぇ……？　そんなの日向さんが泣いちゃうかもしれないし、かわいそうですものねぇ……。行きますよねぇ……？」


    「むぐー、むぐぐぐー（行かっ、行かないっ）」


    　俺は押さえつけられながらも、必死に首を横に振る。緋影の握力が強いので、数ミリぐらいしか動かせないのだが。


    「行きます、よね？」


    「むぐぐぐー！　むぐぐぐぐー！（行かない！　行くもんか！）」


    「お返事が聞こえないようですけど……。あ、ひょっとして口をふさいでると、声が出ないんじゃないですか？」


    「むぐぐぐぐ、むぐぐぐぐー！　むぐぐぐ、むぐぐぐぐー！（考えれば、わかるだろ！　わかったら、口から手を離せよ！）」


    「気づかなくてすみません、お兄さん。じゃ、『はい』と言いやすいように、こうしてみましょうか……？」


    　ふー、やっと口から手を放してくれるのか。まあ、しゃべれるようになったところで、ぜったい「はい」なんて言わないけどな。


    　……なんて、思った俺が甘かった。緋影は俺の口を解放するどころか、手をずらして俺の鼻までふさいでしまったのだ。当然、息ができない。


    「むぐ！　むぐむぐ！　むぐむぐむぐー！（死ぬ！　死ぬ死ぬ！　死ぬ死ぬ死ぬー！）」


    　必死にもがいたが、機械にはさまれたように脱出できない。死にそうになりながら、俺は必死に首をたてに振った。すると緋影は、やっと手を離してくれた。


    「よかった。そんなに快かい諾だくしてくれるとは思っていませんでしたよ、お兄さん……」


    「げほげほ、ごほごほごほっ！」


    「どうしたんですか、お兄にいさん？　まるで殺されかけたようなお顔をされてるようですが、おそらくわたしの気のせいですね？」


    　まるで、じゃない！　比ひ喩ゆじゃなくて、本気で今殺そうとしてたよな？　というか、たぶん俺はそのうちほんとに緋ひ影かげに殺されても不思議ではない気がする……緋影ならやりかねない、という空気がただよいまくっている。


    「みかんさん、お兄さんもぜひ喜んでいっしょに行くそうですから、みんなでいっしょにお寺に行きましょう」


    「え……で、でもみかん、べつに興味……」


    　緋影の行動にドン引きして後ずさりかけたみかんの肩を、緋影は両手でガシッとつかみ、日焼けしたやわ肌に爪を食いこませる勢いで握力を加えつつ、うっそりとほほえんだ。


    「日向ひゆうがさんが行こうと言ってるんですから、行きますよ……ね？」


    　みかんの顔色が真っ青になる。震ふるえながら弱々しくうなずいて、答えた。


    「……は、はい」


    　緋影は最強だな。でも、子供を脅おどすのはよくないと思うぞ。そして何も気づいていない妹は、うれしそうに両手を胸の前で合わせて、


    「よかったぁー！　じゃあみかんちゃん、あたしに服買わせて服！　妹にかわいいヒラヒラの服を見立ててあげるの、夢だったんだぁー♪」


    　と、ぴょんぴょん飛びはねた。ほんとにおめでたいな。みかんは緋影に圧倒されてしまったのが悔しかったのか、ものすごく不機嫌そうに、


    「バッカみたい、やめてよね。みかん、キョコねぇの妹なんかじゃないもん」


    　と、つぶやいていた。


    　だいたいにおいて妹は誰にでも好かれるタチなのだが（そのために、女子モテしすぎる妹をめぐる凛りん世ぜたちのトラブルに巻きこまれて、俺はひじょうに迷惑しているわけなのだが）、こんなに嫌われるのも珍しいな、と俺は思った。妹は今高校一年生で、少なくとも同級生と先輩にはモテモテなのだが、もしかしたら年下からは人気が無いのかもしれないぞ。


    　だとすれば……来年になれば三年生がいなくなり、一年生が入ってくるから、女子モテな妹をめぐる俺の受難は、計算上三分の二ぐらいになるかもしれないぞ、と俺はちょっと期待に胸をふくらませたのだった。
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     五章　俺がなぜか混浴温泉露天風呂？に連れてこられた件


    



    　俺たちは、海と山が同時に見える、風ふう光こう明めい媚びな露天風呂につかっていた。露天風呂には、ミカンがいっぱいプカプカ浮いていて、さわやかな香りの湯気があたりを包んでいた。


    「は～。いいお湯だね、兄あにっち♪」


    　俺が岩壁に背中をくっつけて身をかたく縮こめながら風呂につかっている横で、妹はうつ伏せの姿勢で岩壁に腕を乗せて、ぷかぷか浮きながら長い足をちゃぷちゃぷ遊ばせている。


    「小こ麦むぎ、露天風呂に入るのって初めてですぅ。景色はいいし、潮と緑とミカンの香りに癒いやされるですぅ」


    　小麦は少し離れたところで、風呂の中で立ち、岩に手をついて前かがみの姿勢で、海のほうを見ている。ちょうど俺のほうへお尻しりを突きだすような姿勢で、湯気もほとんど無いため、その景色をさまたげるものがない。


    「きゃああああああっ！」


    　いきなり、凛りん世ぜの悲鳴が聞こえた。びっくりして目を向けると、みかんが凛世の背後にくっついて、今度は凛世の胸を両手でモミモミしているのだった。凛世は突然のことでびっくりして、お湯で温まっているのと両方で、白い顔を真っ赤に染めて、困り顔を背後のみかんに向けた。


    「やっ……ちょ、ちょっと、みかんちゃん、何してるの？」


    「すごーい、凛世お姉さんってすごい胸おっきい。ママや小麦お姉さんの胸とぜんぜんちがうねー。みかんの手の中に全部、入んないよ」


    　みかんは昆虫観察でもしているかのように、真剣な表情で何かを確かめようとするように、凛世の胸をコネコネしている。今さりげなく、叔お母ばの知ってはならない情報が公開されたような気がするので、それは速やかに忘れることにしよう。


    　胸をこねくりまわされている凛世は本当に困っていて、俺にそれを見られているのがよけいに困るようで（もちろん俺だって目の前でこんなことをされると、すごく困る）顔を真っ赤にしながら、くちびるを嚙かんでいる。


    「みかんちゃん、ダメだからっ……お願い、放して……っ」


    　怒りんぼで何でも自分でバッタバッタ解決してしまう凛世も、さすがに小学生相手にはどなることもできないようだ。あまりにも困っているので、俺は立ち上がって止めに入った。


    「こら、みかん！　人の嫌いやがることはやめなさいって、さっきも言っただろ！　女どうしでも、胸にさわったりすると嫌がる人が多いんだって！」


    「ほう、それは知りませんでした……」


    　びっくりしたような顔で俺を見た緋ひ影かげは、妹の隣に座っていて、そのけしからん手を、うつぶせに浮いている妹の下のほうから胸を狙ねらって浮上させようとしているところだった。油断もすきもない、まちがったふりをして妹の胸にさわろうとしていたようだが、スーッと手を引っこめていった。やれやれ、油断も隙すきもない。


    　凛りん世ぜはうるんだ目をこすり、ホッとしたように大きく息を吐く。


    「兄あに貴きさん、助かった……ありが……」


    　と、その言葉の途中で凛世はハッと何かに気づいたように顔を上げて、


    「とう、なんて、ちっとも思ってないんだからねっ！」


    「うんまあそうだと思う、従妹いとこがしたことだからむしろ俺は謝る立場だし」


    　俺が冷静にそう言うと、凛世は怒って顔をそむけた。


    「べっ別に、兄貴さんに謝ってほしいわけじゃないわよ、バカ！」


    　すごく怒ってる。いきなり胸を触られたんだから、当然だよな。いっぽう、みかんはというと、俺に叱しかられてもケロッとした表情で、俺の顔を見上げるとニヤッと笑った。


    「なるほど、よくわかったよ、あすにぃ。っていうことは、つまり……」


    　と、みかんはいきなり俺の背後に回ると、俺の両胸に手を回してきた。


    「のわっ？」


    「つまり、男の胸ならさわってもいい、ってことだよね？」


    「いや、おかしいぞ、それは！　おまえ、国語の長文読解問題、にがてだろ！」


    「わー、男の人のお乳ってふっしぎー、米粒みたいにちっちゃいんだねー」


    　みかんは小柄だから、俺も小柄だけれどもいちおう高校生男子なので、その俺の胸にさわろうとすると、ちょっとつま先立って体重を全部俺にあずける感じになる。みかんの薄い胸や、骨の質感を感じる骨盤のあたりが俺の背中や尻しりに押し当てられて、なんだか痛い。肉がつきはじめる前の女子って、男子みたいに体が硬いんだな。


    「おい、ちょっとやめろよ、くすぐったいって！」


    　胸のあたりでみかんの小さくてすべすべした手がもそもそすると、こそばゆくてたまらず、俺は思わず笑ってしまった。すると、妹も振りかえって、


    「二人、ほんとに仲いいねー」


    　と、ほほえましげに笑った。何だ、そのじゃれあう子供たちを見つめる慈じ母ぼのような上から目線は。そして凛世は、なんで凍りついた表情でこっちを見てるんだ。するとみかんは、ムッとした顔で俺にしがみつき、


    「そーだよ！　みかん、あすにぃと仲良しなんだもん！　ねー、あすにぃ？」


    「あ……ああ、うん」


    　かわいい顔で見上げてきたみかんの強引さにちょっと圧倒されて、俺は生返事を返した。


    　……ところで、俺はここに至るまで説明を忘れているので、まるで妹たちが全裸で俺と混浴しながらあれこれしているかのように誤解されては非常に迷惑なので、ここで注釈を入れさせてもらうが、俺たちが入っているのは温泉水を利用した温水プールで、当然水着を着用している。ちなみに水着はこの温泉プール施設で借りた。で、露天風呂じゃなくて、「露天風呂ふうのプール」である。


    　妹は、ふだん水球部で着ているスマートなスポーツ用水着とはガラリと雰囲気を変えて、赤いリボンが胸もとについてスカートがひらひらした、かなりアイドル系のかわいい水着を着ていた。かわいい、というのはあくまでも水着のデザインへの感想であって、妹への感想ではないからな？


    　みかんも、子供用ということで借りた、白いスクール水着を着ている。肌が小こ麦むぎ色に焼けているから、白い水着がよく似合っている。で、水着を着ると、みかんのきゃしゃな体はますます細くて薄くてきゃしゃに見えるし、小麦もフリフリがいっぱいでボリュームのある水着を着ていてもなお、けっこう細いなと思う。だが、ほか三人は、水球部の活動中によく水着姿を見ているので、今さら照れる必要もない、と思う、うん。たしかに凛りん世ぜはリゾートセレブっぽいパレオつき、緋ひ影かげは大胆な黒いビキニだったりするが、水着には変わりないと思う、うん。


    　それにしても、俺が水着を着るなんて、いったい何年ぶりだろう？　俺は、風呂は大丈夫なんだが、どういうわけかプールが嫌いだ。水が冷たいのがだめなのかな、と自分で分析してはいる。


    　けれど、子供のころは別に、プールは好きじゃなかったけど嫌いでもなかった。俺は子供のころ、ぜんそくがあったので、幼稚園のときにスイミングスクールに通いはじめた。そのスクールがあまり合わなかったのですぐにやめたが、別に水が嫌いとかそういうわけじゃなかった。いったい、いつから嫌いになったのか、よく覚えていないのだ。なお、俺のついでで通いはじめたはずの妹は、そのまま続けて今や水球部のエースだ。


    　ぜんそくは、もともとそれほどひどくはなくて、たしか中学校になるころにはもうぜんぜん出なくなっていたはずだ。それでも俺は、何となくそれを理由に、プールの授業はいつも見学していた。プールに入るのも、妹たちが水球の試合でプールに入っているのを見るのも、何だか胸がざわざわする感じで嫌いやだったのだ。


    　なのに、どうしてこんなことになったんだ……？


    



    　というのも、すべて妹のせいなのだが。


    　ミカン山から町のほうへ下りていった俺たちは、寺の場所がわからないので、観光案内所へ聞きに行ったのだ。すると、俺がドロドロになってるのを見た案内所の人が気をきかせて、日帰り温泉（つまり、銭湯のように入れる温泉）を案内してくれた。


    『えー！　旅館に泊まらなくても入れる温泉があるんですかっ？』


    『水着やタオルも貸してくれるのね。じゃあ、このまま行けるじゃない』


    『温泉といえば、美肌ですぅー！　キイロタマホコリカビのような、ぷるつやのお肌になれるですぅ～♪』


    『日向ひゆうがさんと、温泉……ゴクリ。悪くありませんね……』


    　妹たちは、一瞬で温泉に食いついた。女子は、ほんとに温泉が好きだな。


    『更衣室に水着の脱水機がありますから、服を洗って脱水機にかけて干しておけば、夏だから帰るまでには乾きますよ』


    　その親切なことばのせいで、はるばるとバスに乗り、俺は何年かぶりで、温泉水を使っているとはいえプール的なものに入らされるはめになってしまったのだ。


    



    　そういうわけで、俺は仕方なくいっしょに入っている。ほんとは一人で休憩所で休んでいたかったのだが、みかんにどうしてもと誘われたので、しかたなくついてきたのだ。


    「うおっ、かわいい！　何だ、あの一角は！」


    「ありえねー！　ふつう女子のグループって、かわいい子一人とその他引き立て役っていう構成なのに、全員かわいいとか、ありえねー！」


    　俺たちが入っている露天風呂プールの横を通っていった男子グループが、お決まりの賛さん辞じを口にした。そして、その最後に、


    「で、なんであの地味な男がいっしょにいるんだ？」


    　でしめくくられるのも、もうなれっこだ。ええ、ちっとも傷ついちゃいませんよ？


    　すると妹がムッとして、そいつらをにらんだ。


    「ちょっと！　兄あにっちは地味なんかじゃないんだからね！」


    「おいバカ、こんなとこでケンカ売るなよ！」


    　俺は、血の気の多い妹をあわてて止める。凛りん世ぜは、呆あきれたようにため息をついた。


    「まーた出た、今日きよう子このブラコン」


    「お兄にいさんのどこがいいのか、ほんとに理解できませんけれどね……。何だか温泉が湧わくよりも、殺意が湧いてしまいますね……」


    「うん、お兄様ならムラサキタマホコリカビのほうが、まだ派は手でですぅ」


    　いや、俺は粘ねん菌きんに負けるぐらい地味なのか？　で、妹がにらんでいると、その男子グループはびっくりして目をまん丸にし、


    「兄？　この地味なのと、このかわいいのが、同じ遺伝子？　遺伝子って不思議！」


    「別に不思議じゃないから！　兄っち、気にしなくていいよ、ほっとこ」


    　妹は、そいつらからぷいっと顔をそむけて、俺の横にやってきた。妹としては、俺と兄妹アピールをしてフォローしてるつもりなんだと思うが、そいつらの、


    「兄ならあんな地味でも、あんなかわいい子に懐なつかれるのか……。ずるい、憎い、うらめしい……」


    　という視線をビシビシ受けるのがたいへん痛いので、やめてほしい。


    　──────ザバッ！


    　ふと、みかんがお湯から立ちあがった。


    「みかんちゃん、どうしたの？」


    　妹がびっくりして顔を上げると、みかんは半分泣いているような顔で振りかえり、


    「みかんの気も知らないで！　キョコねぇのバカ！」


    　そう叫んで、走っていってしまった。


    「みかんちゃんっ？」


    　何が起こったのかわからず、妹はびっくりした顔で、でも素早く露天風呂プールから上がって言った。


    「みかんちゃん、急にいったいどうしたんだろ？　兄あにっち、あたしちょっと、みかんちゃん追いかけてくる！」


    「わたしもついていきます、日向ひゆうがさんが心配ですので……」


    「小こ麦むぎも行くですぅ！　あ、りんりんとお兄にい様はみかんちゃんが戻ってきたとき行きちがいにならないよう、ここにいてくださいですぅ！」


    　妹と緋ひ影かげと小麦が、ばたばたと追いかけた。凛りん世ぜは呆ぼう然ぜんとして、二度、大きくまばたきした。


    「……どうして、わたしが兄あに貴きさんと残らないといけないわけ？　小麦め、ちゃっかりライバルの数を減らして、いいところを持っていく気ね……」


    「いいところって、何だよ」


    「今日きよう子こをなぐさめる役のこと」


    「なぐさめる？　妹がなんでなぐさめられないといけないんだよ？」


    　すると凛世は、湯の中で体育座りをしながら、俺に冷ややかな視線を向けた。そして、あらたまった口調で言った。


    「兄貴さんって、小さい子に優しいわよね」


    「そりゃ小さい子だからな、当然だろ」


    「でもそういう態度ってカンちがいするって、知ってる？」


    「何をカンちがいするんだよ」


    「好意を持たれてる、って思うってこと」


    「みかんのことか？　好意も何も、そもそもあんな小さい子に敵意なんかふつう持つか？」


    「物分かりが悪いわね。その役に立たない脳ミソ洗い流して麦ミソでも詰めたほうが、よっぽどそのスッカラカンの頭ず蓋がい骨こつの有効利用だと思うわよ」


    「伊い予よ名物・麦ミソか。さりげなくご当地ネタを混ぜてくるとは、やるな」


    「みかんちゃんは、兄貴さんに好かれてるって思ってるってことよ！　だから、わたしたちにも張りあってるような態度を取ってたし、今日子のことをずっと目のカタキにしてるんじゃないの！」


    　凛世がイライラしながらどなった。俺は、そのことばに半笑いになる。


    「目のカタキって……？　みかんがヤキモチを焼いてるって言いたいのか？　無い無い無い！　だって、俺だぞ？　みかんは子供だし、それに、この俺だぞ？」


    「タデ食う虫も好き好き、って根ね雪ゆきさんも言ってたでしょ。兄あに貴きさんのどこがいいのかわたしには理解できないけど、ちーっとも理解できないんだけど、でもみかんちゃんの今日きよう子こへの態度を見てたら、そうとしか思えないって」


    　凛りん世ぜは、怒った顔で俺をビシッと指さした。


    「今日子はみかんちゃんのこと妹みたいに思ってるのに、そのみかんちゃんに嫌われて傷ついて、それでなぐさめないといけないってことなの！　それもこれも、兄貴さんが中途半端な態度を取ったせいだからね！」


    「おいおい待てよ、中途半端な態度って？　従妹いとこだから親切にして、何が悪いんだ？」


    「兄貴さんって、ほんっとーにバカなんだから！　その、『親切にするのは従妹だから』ってのが、よけいに悪いってわかってる？」


    　凛世は俺に顔を近づけて、ものすごい至近距離からにらんできた。顔立ちが整っているせいで、迫力倍増で、かなり怖い。仁に王おうよりだいぶ美人なのに、仁王より怖いってすごいなと思う。それほど、凛世の怒りは激しいようだ。


    「よけいに悪いって……なんでだよ？　お釈しや迦か様も、慈じ悲ひの心は大事だって言ってるだろ。人に親切にして、どうして悪いんだ？」


    「いいこと？　たとえばわたしは今日子の友達で部活の仲間でチームメイトだから、今日子はわたしに優しいし親しくつきあってくれるけど、あんまり優しいから、わかっててもカンちがいしちゃってるでしょ？　それでいつも今日子に振りまわされてるの、そばで見てる兄貴さんにはわかるでしょ？」


    　凛世は怒りながら、俺に嚙かみつく。嚙みつきながら、目のはしにちょっとだけ涙がにじんでいる。


    「そのうえ『親切にするのは友達だから』って言われたら、わたしの気持ちはどこへ行けばいいのよ？　自分のことなんかぜったいに見てない、ぜったいに恋心が届くはずなんてない相手に優しくされるのって、すごく辛いんだからっ……！」


    　凛世はそこまで言うと、気丈にくちびるを嚙みしめていたものの少し泣いてしまい、こぶしでぐいっと涙をぬぐっていた。


    「だから……好きでもないのに優しくなんか、しないでよ……バカ！」


    　凛世の真っ赤になった目から、はらはらと涙が落ちる。いつもの凶暴ツンゴラ娘とは思えない。その涙を見て、俺の心臓がなぜか、きゅうっと雑巾しぼりされたみたいに痛んだ。


    「恋心が届かない相手って……妹のことだよな」


    　俺がたずねると、凛世は驚いたように顔を上げた。どうしてそんな、意外そうな顔をしてるんだろう？　凛世が妹を好きなことを俺が知ってるなんて、いまさらじゃないか。


    「そ……そう。そうよ、今日子のこと。決まってるじゃない」


    　凛世は、ごしごしと涙をぬぐいながら答えた。


    「相手が妹でさえなければ、凛りん世ぜぐらい美人なら、すぐに両思いになれるのにな」


    　俺はフォローのつもりで言ったんだが、凛世は怒ったような目で、


    「……誰でもいいってわけじゃないわ」


    「あ、そ、そうだよな。そりゃそうだよな。ごめん」


    「だから、謝らないでよ、バカバカ！　謝るんなら、今日きよう子ことみかんちゃんに謝りなさいよ、バカっ！」


    　凛世はめちゃくちゃに怒って、両手で俺の背中に温泉のお湯をぶっかけてきた。確かに俺はバカなのかもしれないが、何もそんなにバカバカ連呼することはなかろうと思いつつ、俺はあわてて、露天風呂プールから飛び出した。


    



    　俺は近くにいたプールの客に、みかんたちがどっちに行ったのかたずねてまわった。それで目撃証言をたどっていくうちに、温泉施設の裏手にある、温泉を供給するポンプなどの機械があるあたりに踏みこんでしまった。


    「なんだって、こんなややこしいところに来たんだ？」


    　俺がきょろきょろしていると、遠くから小こ麦むぎの声が聞こえた。


    「あっ、お兄にい様ー！　こっちですぅー！」


    　見ると、ぐねぐねとしたパイプごしに、小麦が一生懸命手を振っているのが見えた。俺は、パイプをくぐって小麦のもとへ行った。


    「どうした、小麦。ほかの三人は？」


    「フェンスを越えて行っちゃったですぅ、小麦は運動能力的に登れないからここでオロオロしてたですぅ」


    「フェンスを越えたっ？」


    　俺は思わず、金網のフェンスを見上げた。温泉施設の裏手を囲むフェンスは、高さ二メートルはある。たしかに、自然児のみかんと、運動神経のいい妹や緋ひ影かげなら乗り越えられそうだが、いくらヤキモチを焼いたとはいえ、そこまで本気を出してみかんが逃げる理由がわからない。


    「わかった、俺も追いかけるから、小麦は凛世のところへ戻っとけ」


    　俺は小麦にそう言い残して、フェンスに飛びついた。アスレチックは得意ではないが、えっちらおっちらよじ登って、何とか越えることができた。


    「山のほうに上がっていったですぅ」


    　フェンスの向こうから、小麦が指さして教えてくれた。温泉施設の裏にある、低い雑木林の山で、裏手にミカン畑がある。畑へ上っていく細い林道があるが、舗装されていない。だから石ころが足の裏に当たって痛いうえに、ゆうべの雨でドロドロになっているので、上ろうとしたら足がすべってしまう。これをグリップのきかないはだしで行くのはかなりキツいな……と思いつつ、俺はヨタヨタしながら水泳パンツ一丁で、山のほうへ上っていった。


    



    　温泉施設を見下ろせるぐらいのところまで上ってきたとき、俺は道端で緋ひ影かげが座りこんでいるのを見つけた。


    「どうした、緋影？」


    「あ、お兄にいさん……見たいですか？」


    「な、何を？」


    　嫌いやな予感がした俺の目の前に、緋影はすらっとした白くて長い右足を突きだした。白くて……いや、白くない。先のほうが、赤黒い。そして、不自然な方向に突きだしている爪……。


    「うぎゃあああああ！」


    　俺は思わず目を覆おおったので、もうこれ以上くわしく描写することができないが、要するに緋影の足の親指の爪が割れていたのだ。


    「泥で足がすべって、そのときうっかり、木の根っこに爪が引っかかってしまいまして……」


    「うああああ！　やめろおおお！　聞きたくないいいい！」


    「日向ひゆうがさんはだいぶ先に行っていたので、気づかなかったみたいで……。山歩きに慣れていて体も軽いみかんさんが速いのは当然としても、それに遜そん色しよくないスピードで追いかけられる日向さんの体力って、すごいです……。まさしく、わたしが一生をかけてマンツーマンでマークするにふさわしい、エースフローターです……」


    　緋影は、うつろな瞳でうっとりとほほえんでいる。俺は緋影の足を見ないようにびくびくしながら、たずねた。


    「おまえ、涼しい顔して語ってるけど、その足……痛くないのか？」


    「痛い？　百ゆ合り趣味がバレたら嫌われるかもしれないと思い、日向さんへの恋心を封印して仲のよい友人を装わなければならない心の痛み以上の痛みが、このわたしにあるとでも……？」


    「あ、いや、なんか質問のしかたをまちがえたみたいで、ごめん」


    「とりあえず、痛いです」


    「痛いよな、そりゃ」


    　俺は、温泉のほうへ戻る山道に目をやった。かなり傾斜が急だし、石がゴロゴロしている。俺はそのすさまじい光景にごくりと息をのみ、そしてあきらめて、緋影に頭を下げた。


    「……ごめん。この道を、おまえをおんぶして下りる身体能力は、俺には無い」


    「むしろ構いませんよ、日向さんが戻ってきたら肩をかしてもらって、みっちり密着するつもりで待っていたんです……これはいわゆる、『ピンチがチャンス状態』ですね……ふふふ」


    　緋影はどうして、病やんでるくせにこんなに前向きなんだろう。むしろ前向きに、前のめりに病んでいる。ポジティブシンキングで行動力のあるヤンデレとか、勝てる気がしない。


    「いろいろ気になることはあるが、妹の手を借りないといけないのは確かだ。連れてくるから、待ってろよ」


    　俺は緋ひ影かげにそう言い残して、さらに山を登っていった。


    



    　やがて、俺は景色の開けた場所に出た。うっそうと茂っていた雑木が、急に無くなっている。ミカン畑まで来たのかな、と思って茂みをかき分けてみると、大きな池があった。直径は三十メートル以上あるだろう。


    「ああ、ため池に出たのか」


    　池のまわりの泥に、はだしの足あとがくっきり残っている。泥がゆるいので、足あとは時間がたつとどんどんくずれて埋まっていく。ということは、妹たちはこのすぐ近くにいるということだ。でも、それにしては姿が見えない。


    「今日きよう子こー！　みかんー！」


    　俺は、まわりに向かって呼んでみた。でも、返事はない。セミの声だけが、うるさく響いているだけだ。いったい、どこへ行ったんだろう……？


    「……っく。ひっく……」


    　セミの声に混じって、かすかな泣き声がどこかで聞こえた。


    「どこだ？　みかんか？」


    　俺は声をたどって、ため池のほとりを走った。池のきわギリギリまで茂みがせまっているので、見通しは悪い。


    「……なの？　あすにぃなの？　助けて、助けて！」


    　今度ははっきりと、みかんの声が聞こえた。俺は茂みのかたまりを、十メートルほどかき分けて進んだ。すると、池のほとりが少し広くなった場所があって、そこでみかんが全身ドロドロになり、髪には水草がからみついている状態で、泣いていた。


    「みかん？　どうしたんだ、何だこれは？」


    　俺は、みかんの髪から水草をはがす。みかんは鼻の頭を真っ赤にして、泣き声を必死にこらえながら、俺に話した。


    「キョコねぇを助けて……池から出てこないの……！」


    「池から？　おぼれたってことか、こんな池で？　まさか？　あいつは水球部のエースだぞ？」


    「みかん、キョコねぇが追いかけてきたから、心配させてやろうと思って池の真ん中へ泳いでいったら、水草に足を取られて、沈みそうになって……キョコねぇが助けにきてくれたんだけど、みかんの足にからんだ水草をちぎってくれたんだけど、それっきり浮かんでこなくて……」


    　みかんは泣いている。噓うそじゃないらしい。でもまさか、あの妹がおぼれたりするわけがない……と、思ってふと俺は、気がついた。ここしばらく、よく俺たちの話に出てきていた「低体温症」だ。


    　妹は温泉に入ってた。体がほどよく温まると、血行が良くなる。山を登って走っても、やっぱり血行が良くなる。その状態で、ゆうべの雨水ですっかり冷えた池に入ったらどうなるか？　寒いところで「寝たら死ぬぞ！」と言うアレだ。眠ると血管が拡張するから、体温はどんどん逃げるし、寒さで冷えた血液もすぐに全身に回ってしまう。エアコンだけでは冷えにくい部屋も、扇風機と組み合わせればあっという間に冷えるのと同じだ。


    　血行が良いと、全身の血液が一気に冷えてしまう。冷えた血液は、神経に異常を起こさせる。どんなに水泳がうまくても、冷えた血のかたまりが一気に心臓に流れこめば、心臓が止まってしまうこともある。


    「おぼれてから、どれぐらいたつ？」


    「わかんない……でも、さっきなの」


    　ぷく、ぷく、と池の中央に泡が浮かんでいるのが見えた。


    「あそこだ！」


    　俺はミイラ取りがミイラにならないよう、まず池のほとりで少し体に冷たい水をかけてから、池の中に入っていった。みかんは池のほとりに座りこんだまま、震ふるえて泣きつづけていた。


    　水の中に入ると、体がぐっと重くなる。それは単に泥や水草で動きにくいだけではなくて、何かひどく気分が悪くなった。怖い、という感情にも襲われた。うっかり池の中に入ってから思いだしたが、俺は水が苦手なのだった……とくに、水に顔をつけたり、もぐったりはぜったいにできない。以前、それでパニックを起こしたこともある。


    　でも、凛りん世ぜたちの助けを呼びにいってる暇ひまはない、今は一刻をあらそうのだ。俺が行くしかない、今妹を助けられるのは俺しかいない。


    「今日きよう子こ！」


    　俺はもぐった。水は冷たい。そして、ドロドロと濃い緑色で、視界が悪い。肌を切るように冷たい水だ。頭が痛い。吐きそうで、ガンガンする。胸がざわざわとして、怖い。


    　それでも、妹が死ぬほうが、俺にはもっと怖いのだ。だから俺は、もぐった。視界のきかない緑色の水の中で目を開けると、目が痛かった。それでも俺は、ぼやける視界を手でかき分けて、妹の姿を捜した。


    　ふと、かき分けた水草のあいだに、何か赤いものが見えた。水の中では、赤い色は青黒く見えるものというが、なぜかその赤がはっきりと見えた。妹の水着についていた、赤いリボンだ……と思った。


    　その瞬間、俺の全身に、すさまじい恐怖が走った。なぜだかわからない。ただ、ひどく怖くて、寒くて、息苦しくて、ここから早く逃げだしたい衝動に駆られた。赤いリボンが、まぶたの裏で揺らめいている。水が冷たい、ここは怖い、息が詰まる、逃げたい……。


    



    　俺は水の中で、パニックを起こしかけていた。それは以前、凛世たちに拉ら致ちられて監禁されたとき、バスタブの中から逃げだしたとき……川に落ちた凛世を助けたとき……そのほかにも、何度も俺はこんなパニックにおちいった。


    　────『明あ日す太た……』


    　水の中だというのに、「明日太」と呼ぶ女の子の声が聞こえる。妹は俺を「兄あにっち」と呼んでいるのだから、妹の声ではないはずだ。凛りん世ゼは「兄あに貴きさん」だし、両親は「あっくん」だし、みかんは「あすにぃ」で、友達は「日向ひゆうが」「日向くん」で……じゃあ、俺を呼び捨てにしているあの声は、誰の声なんだ？


    　俺は怖くて、逃げたかった。自分でも制せい御ぎよできないほどの恐怖。けれども、このまま逃げれば妹は死ぬ。妹が吐いた最後の泡もとうに消えた、今逃げたらもう、妹がどこにいるのか手がかりもなくなってしまう。見つからないまま、死んでしまう。


    　俺は怖かった。だけど、お釈しや迦か様は病・老・死の苦しみへの恐怖から逃げることなく、それを乗り越えようとして修行し、悟りを開いたわけで。ひとときの悦楽に我を忘れることで恐怖から逃げてしまえ、という悪魔マーラの甘言をしりぞけたからこそ、釈迦は仏陀ブツダ（悟りを開いた者）になったわけで。


    　俺だって、悟りにはまだ遠いが、けれども俺は、苦しみから安易に逃げだすほど弱い人間ではないはずだ……そう信じたい思いを勇気に変えて、俺は歯を食いしばり、赤いリボンのほうへ泳いでいった。


    　揺れるリボンの向こうに、妹の白い顔が見えた。力を失った右手が、浮力に導かれるように上へ向かって浮いている。


    　俺はその手をつかみ、妹にからみついていた水草を引きちぎって、ザバッと水の上に抱えあげた。妹は、息をしていない……これは、危ない！


    「キョコねぇ！　あすにぃ！」


    　俺の目は、髪から流れ落ちてくる水でかすんでいたが、みかんの泣き声が岸の位置を教えてくれた。ほとんど泳いだことがないのに、人をかかえて泳ぐなんて高等技術を、俺は気合だけでやりきった。妹に浮力を取られて、俺の頭は何度も水没し、水を飲んだ。これで以前はおぼれそうに感じてパニックを起こしていたけれど、今はそれどころではなかった……妹が死んでしまいそうだ、ということのほうが俺にとって、はるかにパニックだったからだ。


    　頭の中はパニックだったけれど、叫んだり泣いたりしている暇ひまなどなかった。確実に妹を助けるために、今すべきことを必死にするしかないと思っていた。


    　俺は妹を岸に上げた。妹の心臓はまだ動いているが、息をしていない。以前、凛世がおぼれたときと同じだ。大丈夫だ、きっと大丈夫だから焦あせらずにうまくやるんだ、俺。


    「あすにぃ、キョコねぇは大丈夫なの？　みかんのせいなの、みかんが池に入らなかったら……」


    　みかんが泣いていた。俺は妹を横向きに寝かせたあと、口に指を二本突っ込んで口を開かせ、水を吐かせながら言った。


    「大丈夫。それよりみかん、プールに戻って誰か呼んできて」


    「わ……わかった」


    　みかんが走りだす。妹の口から泥混じりの水が流れだしたので、あお向けに寝かせてあごをそらせた。それでも息をしないので、俺は妹の鼻をつまみ、口から息を吹きこんだ。


    　妹の胸が、ちゃんとふくらんでいる。空気は、ちゃんと入っている。


    （戻ってこい、今日きよう子こ、戻ってこい……！）


    　でも、凛りん世ぜのときとちがって、妹はなかなか息を吹きかえさない。このままでは酸素不足になって、心臓まで止まってしまう……。


    （戻ってこい！）


    　俺は祈った。俺は必死だった。


    「兄あに貴きさん！」


    　声が聞こえた。俺も必死で人工呼吸していて、あまり自分の呼吸ができていなかったらしく、意識がもうろうとしていたので、一瞬何が起こったのかわからなかったが、強い力で引きはがされたようだった。


    　尻しりもちをついた俺の前で、凛世が妹に覆おおいかぶさっていた。深い緑の中、しなやかな白い体で手足を地面についている姿は、美しい獣のように見えた。


    「三み剣つるぎさん！　人工呼吸のときは、息を吹きこむのに一秒、吐きださせるのに二秒です！」


    　池の向こうから、緋ひ影かげが大声で叫んでいた。足をケガしているのでヨロヨロしながらも、必死にこっちへ歩いてくる。緋ひ影かげは、息をハアハアさせているみかんといっしょだった……全速力で山を往復して、さすがのみかんもかなりへばっていた。
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    「わかってる、部活の安全指導で習ったわよ！」


    　凛りん世ぜは手て短みじかに叫ぶと、また人工呼吸をはじめた。緋影がようやく到着し、俺に言った。


    「お兄にいさん、みかんさんによると、小こ麦むぎさんは救急車を呼びに行ったそうです」


    「そ、そ、か……」


    　俺の体は、ぶるぶる震ふるえていた。あれ、救急車って聞いて、ホッとしたのかな……？


    「お兄さん？」


    　緋影は、震えている俺に怪け訝げんそうな目を向ける。そして次の瞬間、いきなり俺の顔面を手でわしづかみにすると、地面にあお向けに押し倒した。


    「……っ？」


    　叫び声を上げる前に、俺は押し倒されてしまった。そのうえ、緋影は俺が動けないよう、腰の上に座ってマウントポジションを取る。


    「少しじっとしていてくださいよ、お兄さん……」


    「ーっ！　ーっ！」


    　俺は足をじたばたさせたが、緋影は動かない。鼻と口を同時にふさがれて、息が、息ができない。


    「何やってるの、眼帯のお姉ちゃん！　あすにぃが死んじゃう！」


    　みかんが必死に緋影の背中にしがみつき、止めようとしている。だが、みかんの力ではびくともしない。凛世は妹のことで必死のようで、こっちでやってることにちらっと視線を向けただけで、完全に無視している。


    「ーっ！　ーっ！　ーっ！」


    　俺は、マナーモードの携帯電話みたいにうなることしかできない。泳ぎ疲れたためか、振りはらおうとしても力が入らないのだ。緋影の目は、あくまでも淡々として冷静だ。みかんは泣きながら叫んだ。


    「ごめんなさい、ちがうの、キョコねぇがおぼれたのは、あすにぃのせいじゃないの！　だから、やめてぇー！」


    　妹がおぼれたのは俺のせいだと思っているのか……。


    　みかんの声が、遠くなっていく。八十八箇所の巡礼のまだ一か所も回っていないのに、こんなところで死ぬなんて……。


    「せっかくですが、やめませんので」


    「ごめんなさい、ほんとなの！　みかん、キョコねぇを心配させたかったの！　だから、池に入ったの！　まさか池が急に深くなるなんて、まさかキョコねぇがおぼれるなんて、思ってなかったの！」


    「意味がわかりませんね。みかんさんはお兄にいさんが好きなのですから、心配させるならお兄さんの前でおぼれたふりをするはずでは？　日向ひゆうがさんの前でおぼれたふりをする理由が、見当たりませんね……」


    　緋ひ影かげの力が、ますます強くなる。俺の手足はまだ、がくがく震ふるえている。肺の中に残っていた空気が、どんどん二酸化炭素だらけになっていく気がする。俺はたぶん、もう、死ぬ。


    「ちがうの！」


    　みかんの泣き叫ぶ声が、遠くから聞こえた。


    「みかんが好きなのは、キョコねぇなの！」


    　……はぁっ？


    「あっ。震えが止まりましたね」


    　緋影が俺の上からどいた。いや、震えは止まったさ。心臓も止まりそうになったが……緋影のせいと、今のみかんの告白のせいで。


    「こっちも戻ったわよ」


    　凛りん世ぜが、妹から顔を離した。妹は、あお向けではーはー言いながら、涙のにじんだ目で凛世を見上げていた。


    「り……凛世？　人工呼吸してくれたの？」


    「バカっ、エースフローターがおぼれるなんて何やってるのよ、今日きよう子こ！　急に水に入って、低体温ショックで意識混こん濁だくの危険なんて、さては安全指導のとき寝てたでしょ！」


    　凛世にしては珍しく、妹に対してのキツい物言いだ。本気で怒ってる。本気で心配してたのがわかる。


    「ご、ごめん……焦あせってて……」


    　妹が心配そうに、俺のほうに目を向けている。


    「兄あにっちもおぼれたの？」


    　俺たちは二人とも、まだ地面の上に寝たままだった。いや、おぼれてはいないけど、緋影に殺されかけたんだが……。


    「おぼれてないけど、今日子を助けて過呼吸起こしてたの。根ね雪ゆきさんが治したから、大丈夫」


    　過呼吸？　というのは、酸素を吸いすぎて体がしびれるあれか？　だから、俺は動けなかったのか？　ふつうは紙袋を口に当てて二酸化炭素の多い空気を吸わせ、血中の酸素濃度を下げて治すんだが……そうか、紙袋が無かったから、緋影はあんな暴挙に出たのか？　いやでも、俺もかなり死にそうになったし、というか絶対死ぬから、良い子まねしちゃだめだぞ！


    「任せてください……水球部で呼吸配分ができていない部員はよく過呼吸を起こすので、治療はなれてますから」


    「ありがと、緋影っち」


    　妹はホッとした表情で言った。緋影の性格なら、凛世を押しのけて自分が人工呼吸をする、と言いだしそうなものだと思っていたのだが、きちんと分業していたので俺は驚いた。ふだん妹をめぐって恋の鞘さや当あてばかりしてる二人だが、いざ水の事故となると、やはり水球部員としてのプライドが優先するんだろう。


    「今日きよう子こ、歩ける？　プールまで自力で下りられたら、そこで体きれいにしましょ」


    「あたしは歩けるけど、緋ひ影かげっちのほうがやばそう。その爪、大丈夫？」


    「大丈夫ではありませんが、日向ひゆうがさんも念のために病院で脳波などの検査をすべきだと思いますので……いっしょに、病院に行きましょうか。入り口にタクシー乗り場がありましたから、呼んでる救急車をキャンセルして、タクシーで行ったほうが早いかもしれませんね……」


    「わかった。じゃあ凛りん世ぜ、緋影っちのそっちの肩、お願い」


    　妹が、緋影に肩をかした。自分もさっきまでかなりやばい状況だったのに、あっという間に復活してしまったのは、やはり体力があるせいだろうか。凛世も、緋影の反対がわの肩を支えた。


    「兄あに貴きさんも、自力で下りられる？　それとも、プールから人呼んできましょうか？」


    　凛世が振りかえりながらたずねた。ぶっきらぼうだけど、やっぱり凛世は、ちょっとは優しいところがある気がする。俺は首を横に振って、


    「いや、大丈夫だ。もう少し息が落ちついたら、ゆっくり下りるから」


    「そう、よかった」


    「凛世、あの、怒らないでくれるか？」


    　俺はおそるおそる凛世にたずねた。凛世は、ドキッとした様子で俺を振りかえる。


    「えっ……な、何？」


    「これからお礼を言いたいんだけど、凛世はいつも、お礼を言うと怒るから」


    　俺が率直にそう言うと、凛世はまた不機嫌そうになった。


    「べ、別にいつも怒ってるわけじゃないわ」


    「じゃあ言うけど、凛世のおかげで妹が助かった。ほんとにありがとう」


    　俺が言うと、凛世はがっかりしたように見えた。


    「な、なんだ、そんなこと……」


    「そんなことって、俺は本気で感謝してるんだぞ。一度くらい、ちゃんとお礼を言わせてくれよ」


    　俺が強く言うと、凛世はびっくりした顔をして、あわててくるっと背を向けた。


    「そ、そんなこと、いちいち言わなくたってわかってるわよ……バカ」


    　また怒ってる。でも、バカがいつもの元気のいい「バカ！」じゃなくて小声だ。そのニュアンスの違いに、あれっ、と俺は違和感を抱いたのだが、凛世は妹たちを連れてそそくさ山を下りてしまったので、その違和感について凛世に聞きただすことはできなかった。


    　ともあれ、俺も早く山を下りないと、ここはちょっと寒い。俺は息を整えるため、ゆっくり深呼吸した、俺の息が乱れてるのは、緋ひ影かげの無茶な治療のせいなのだけど……あっ、その無茶な治療の（というか、ぶっちゃけ殺されかけた）ショックで、緋影にお礼を言うのを忘れていた。あとでちゃんと言っておかなければ。


    「うっ……うっ、うっ……」


    　みかんが泣いている。みかんは、妹たちと下りなかったのか……と気づいて、俺は声をかけた。


    「どうした、みかん？　よく呼んできてくれたな、大丈夫か？　俺と山を下りられるか？」


    「また……また負けた」


    「負けた？」


    「あすにぃに負けたの……。どうしてよ、みかんはキョコねぇのことこんなに、こんなに好きなのに……！」


    　俺は思わず、耳をほじくった。さっき俺が聞いたのは、やっぱり幻聴でも何でもなかった。みかんは俺じゃなく、妹を好きだったということなのか？


    「もしかして、俺につきまとってたのは……？」


    「キョコねぇは、あすにぃにべったりだから。みかんがあすにぃとくっついてたら、キョコねぇとあすにぃを引きはなせるし、キョコねぇがあすにぃとばっかり仲のいいみかんにヤキモチ焼いてくれるかもしれないと思って、だから……」


    　あー、なるほど、そういうことだったのか。みかんは小学生なりに知恵をしぼって、妹の気持ちを自分に向かせる方法を考えていたんだな。


    「それで、妹から逃げて池に入ったのか？」


    「キョコねぇが心配して追いかけてきてくれたからうれしくて、ついもっと深いところまで、って思ったら、おぼれて……。みかんのせいで、キョコねぇ、死んでたかもしれないんだよね……大好きなキョコねぇが、みかんのわがままでいなくなっちゃってたかもしれないんだよね……」


    　みかんは、大きな目からぼろぼろと涙を流して泣いている。しっかりしてるように見えても、小さな子供だ。兄弟がいないみかんは、妹を姉のように慕う自分の気持ちをどうしていいかわからなくて、持てあまして、小さな胸をずいぶん悩ませたんだろう。そんなみかんが気の毒で、思わず小さなため息が出た。


    「みかん……そんなややこしいことしなくても、ふつうに今日きよう子こに好きだからいっしょに遊んでって言えば、喜んで遊んでくれたんだぞ」


    　俺が言うと、みかんは泣きながら、俺をキッとにらみつけた。


    「みかんは、キョコねぇに遊んでほしいわけじゃないの！　キョコねぇはみかんのこと妹、妹って言うけど、妹なんて嫌いやなの。キョコねぇに抱きついたり、キスしたり、あのサラサラの髪の毛をなでたり、ほっぺにも口にも他の場所にも、キョコねぇの全身にキスしたいんだよ！」


    「キ……キスっ？」


    　いきなりのカミングアウトに、俺はびっくりして固まってしまった。妹のこと、姉のように慕ってた……とばかり、思ってたんだが、まさかこれは姉妹愛という種類の感情ではなかったのか？


    　みかんは、パニックを起こしかけている俺を上目づかいでじっとにらむ。


    「……あすにぃ、今ひいたでしょ」


    「えっ……あっ、い、いやいやいや、別にひいてないぞ？」


    「わかってるよ、女の子が女の子にキスしたいと思うなんて、ぜったい変でしょ？　そんな変な子、キョコねぇに嫌われちゃうよね……わかってるけど、でも好きなの……」


    　みかんは、くすんくすんと泣きはじめた。自分の気持ちをどうすればいいのか、あつかいあぐねているのがわかる。小こ麦むぎはけっこう開き直っているけれども、凛りん世ぜなんかは今でも友情と愛情のはざまでかなり悩んでいるんだから、小学生のみかんが悩むのは無理もないことだ。


    「いや、変っていうか……人を好きになるのは変じゃないし、同性を好きになるのは……うーん……個人の好みってことだと思うけど、でも相手がどう思うかは、いやそれは異性でも同じだけども……」


    　俺は何と言っていいのかうまいことばが見つからず、おろおろしていた。こんなとき俺に、高こう僧そうのような説せつ法ぽう能力があったなら……。それには、まず悟りを開くのが先なのか？


    　みかんは涙をぬぐいながら、俺に言った。


    「みかんはだめだもん、わかってるもん。みかん、あすにぃには勝てないもん」


    「いやいや、俺なんて、かなり低いハードルだぞ？　見た目よくないし、積極的でもないし、明るくもないし、正直ちょっと性格悪いところもあるし。俺に比べたらみかんなんて頭はいいしかわいいし、まさに人生の勝ち組だろ？」


    「でも、あすにぃはキョコねぇのヒーローだから」


    「ヒーロー？」


    「今、キョコねぇを助けたし……昔も、助けたし。今も昔も、みかんは見てることしかできなかったし。だから、キョコねぇはあすにぃが好きで、みかんがあすにぃに勝てないのはわかってるから。それなら逆に考えて、あすにぃのほうの気持ちをキョコねぇから引き離そうと思って、あすにぃをユーワクしようとしたのに……あすにぃはみかんのこと子供あつかいするばっかりでぜんぜん引き離されてくれなくて……」


    「あ、いや、ごめん。子供あつかいって、悪気があってしたわけじゃなくて……」


    　小学五年生なんて、子供だと思ってた。俺はふつうにかわいがってるつもりだったけど、知らず知らずのうちにみかんを傷つけていたのか。罪悪感が、胸の中でちくちくと痛む。


    「……あれ。ちょっと待て、みかん。『昔も助けた』って？」


    　ふと、そのことばが引っかかって、俺はみかんに聞きなおした。みかんは涙をふいてしゃくりあげながら、言った。


    「あすにぃだって覚えてるでしょ、あんな大騒ぎになったのに」


    「大騒ぎ？」


    「みかんが幼稚園のころ、お正月に東京へ遊びに行ったでしょ」


    「俺、みかんほど頭良くないから、小学生ぐらいから前のことって、あんまり覚えてないんだが……」


    　いや、でも、小さいみかんが妹に懐なついていたことは、覚えている。


    「みかんはそのころから、優しくてかわいいキョコねぇが大好きだったの。そのころ、キョコねぇはあすにぃとあまり仲がよくなくて……。あすにぃはぜんそくが出ないようにおとなしくしてたし、キョコねぇは元気だったから。初はつ詣もうでのときもキョコねぇ、神社の石段を上がる途中で疲れて足を止めてるあすにぃに、『明あ日す太た、なさけなーい』って」


    「明日太？　……妹は俺のこと、昔、呼び捨てにしてたのか？」


    　何だろう、覚えていないはずなのに、みかんのことばで記憶がよみがえってくる。たしかに正月の神社の石段の上で、俺は冷たく乾いた冬の空気でのどがカラカラになって、ぜんそくが出そうになっていた。足を止めてる俺の前で、振ふり袖そでを着た妹がバカにしたような顔で振りかえり、隣には同じく振袖を着た小さなみかんがいた、その光景が頭のすみっこにこびりついている。


    『明日太、なさけなーい！　みかんちゃんは、明日太みたいなドンくさいカメさんになっちゃだめだよ？』


    　妹は、あのころからみかんをかわいがっていた。そしてよくよく思いだしてみると、妹が言っていたように、たしかにみかんは最初、俺に懐なついていた気がする。俺のほうが「大きいお兄ちゃん」だったから、小さな子供の本能的に、より頼りがいのありそうなほうにくっついた、ってことだと思うが。


    　でも妹はそれが気に入らなかったらしく、俺とみかんを引き離して、ひたすらみかんをかわいがったのだ。冷静に考えてみると、今回みかんが俺と妹を引き離して、俺を誘惑しようとしたのと状況が似てるんじゃないか？


    『ほんとみかんちゃん、その着物かわいいー。あたしも、妹がほしかったなー。妹はかわいいし、かわいい服着せてあげられるし。お兄ちゃんなんかいらないよ、明日太は体が弱いからぜんぜんいっしょに遊べないし、家でも本とかマンガばっかり読んでるし、マンガもへんな冒険ものみたいなやつばっかりで、借りてもつまんないし。っていうか、明日太がつまんないんだもん、ぜんぜんかっこよくないしさ。はー、みかんちゃんがほんとの妹だったらなぁー。みかんちゃんがずっと東京にいればいいのにー』


    　妹は、みかんを抱きしめてスリスリしていた。たしかにあれだけかわいがられたら、俺に懐いていたみかんも妹を好きになるだろうし、みかんがカンちがいしてしまっても無理はないかもしれない（凛りん世ぜがさっき、俺に怒ったように）。


    「……何だか、だんだん思いだしてきた。みかん、それでしばらく東京にいたんだよな……」


    　俺が確かめるようにたずねると、みかんはぽろぽろ泣きながらうなずいた。


    「そう、冬休みいっぱいいられることになって、キョコねぇの宿題を手伝ったり、キョコねぇのあとをずっとついて回ってたの。それで、近くにスイミングスクールがあって……」


    「ああ、うちの近くだ。妹が通ってた」


    「もうキョコねぇも小学生だったから、基本は一人で行き来してたんだけど、天気の悪い日とかは、忙しい伯お母ばさんのかわりにあすにぃが傘かさ持って迎えにいってたんだよね」


    「……いや、覚えてない。たしかにそういう話は、聞いたことあるけど」


    「あの日は、年明けではじめてのスイミングスクールの日で、すごく雪が降ってきたから、あすにぃが迎えにいくことになって。キョコねぇはあすにぃのこといつもバカにしてたけど、あすにぃは優しくて、『今日きよう子こはスイミングで髪が濡ぬれてるから寒いだろう』って、毛糸の帽子とマフラーを持って、キョコねぇの傘も持って、迎えにいったんだよ」


    「俺が自分からっ？　まさか、そんなこと、ありえないぞ」


    「ほんとだよ。それでみかん、ちょっとヤキモチ焼いて、『あすにぃについていく』って言い張って、いっしょに連れてってもらったんだもん。まちがいないよ」


    　みかんが、一歩も退ひかない口調で言った。みかんがそう言うのなら、そうだったんだろうか？


    「それじゃ、俺、みかんといっしょに迎えにいったのか？」


    「そう、すぐ近くだから。でも、『途中に橋があるから気をつけなさい』って、伯母さんが言ってた」


    　そうだ、家の近くには水路があって、橋がある。東京には「春の小川」の歌のとおり、けっこう小川が多い。今は水路として整備され、都心部では上をアスファルトでふさいで、地下の川になっているところが多いけれど。


    「その橋のところで、ちょうど帰ってくるキョコねぇに会ったんだよ。キョコねぇ、男の子とか女の子とか友達五人ぐらいいっしょにいて、髪に赤いリボンつけてたでしょ」


    「……赤いリボン？」


    　俺の頭の中に、ひらひらと赤いリボンが揺れる。


    『明あ日す太た……明日太……』


    　揺れるリボンの向こうから、いつものあの女の子の声が聞こえる。雪で凍りついた橋と、さらさら流れる水路……雪で水かさが増していたので、みかんが落ちないように気をつけなくちゃな、と俺が思ったあの水路。俺の記憶の中で、古い扉がきしんだ音を立てながら開いていく。


    　いつも俺の頭の中のイメージにあった、水に揺れる赤いリボンの映像は、冷たいもやがかかったようだった。けれど、今俺の頭の中のリボンは、水に揺れていない。ポンポンと、元気に跳ねるように揺れている。


    『明あ日す太た……』


    　いつもは遠いその声が、近づいてくる。揺れているリボンは、やわらかな髪の上にあった。


    『明日太、ったら！』


    　どん、と俺の背中が小さな手で叩たたかれた。


    　その瞬間、俺は小学生に戻っていた。


    



    　俺の前に、懐なつかしい風景が広がっていた。


    　俺の家のすぐ近く、スイミングスクールへ向かう小さな橋のそば……。見なれた風景だけれど、少しちがう。橋の手前に、古い文房具店がある。俺がいつも、学校のノートや鉛筆を買っていた文房具店だ。ちょっとしたおもちゃやお菓子や、筆箱などの小物も売っている。


    　現実のようにあざやかだ、だけどこれは現実ではない。だってこの文房具店は、今はつぶれてマンションになっているのだから。


    　現実ではないのに、夢というにはあまりにもはっきりと、俺の前にその風景は広がっていた。雪が積もっていて、ひどく寒いせいか、あたりに人影はない。じゃあ、俺を呼んだのはいったい誰だ……？


    「何ぼんやりしてんのよ、明・日・太！」


    　背中をもう一度叩かれて、そうか、後ろにいたのか……と、俺は振りかえった。


    　そこにいたのは、まだ小学生の妹だった。私服で、手にはスイミングスクールのバッグを持っている。髪には、赤いリボンが揺れている。思いだした……このリボンは俺が、あの文房具店で買ってやったんだ。


    「なんで明日太がこんなとこにいるのよ？」


    　妹は、腰に手を当ててふんぞりかえる。そして、俺の横に視線を向けて、「あっ」と小さく声をもらした。


    　俺もそっちに視線を向けた。雪だるまのようにモコモコに着ぶくれした幼稚園生ぐらいの小さな女の子……小さいころのみかんが、俺と手をつないで立っていた。


    　俺は思いだした。俺が妹を迎えにいくと言って家から外に出ようとすると、みかんがついていくと言って聞かなかったので、母親が妹の小さいころの服をモコモコに重ね着させて、俺といっしょに外に送り出したのだ。


    「きょこねー、しゅいみんぐかえってきたの？」


    　小さなみかんがにっこり笑った。今と同じで、年齢のわりにずいぶんしっかりしたしゃべり方をする。妹は、みかんにはデレデレの笑顔を向けて言った。


    「しょーだよ、みかんちゃん。おねーちゃんいっぱい泳げるから、みかんちゃんが大きくなったら水泳教えてあげるからね」


    「やったぁー！　ばんじゃーい！」


    　みかんが短い両手を上げて喜んだ。その手に、ラムネの箱を持っている。妹がそれに気づいて、たずねた。


    「みかんちゃん、そのラムネ何？」


    「あのね、きょこねーまってるあいだに、しょこのおみせであしゅにーにかってもらったの」


    　みかんは文房具店を指さす。そういえば、店の前を通ったときに目ざとく見つけて、買わされたっけ……。


    「あのね、みかんとあしゅにぃ、きょこねーをむかえにきたんだよ。いっちょにかえろっ？」


    　みかんが妹の足にぎゅっと抱きついた。だがそのとき、


    「え……」


    　と、妹の表情があきらかに焦あせった。妹は、ちらっと振りかえる。橋の向こう、妹の後ろに同じスイミングスクールのバッグを持っている男子と女子が、合わせて五人ぐらいいた。


    「あっ、今日きよう子この兄あに貴きだ。相変わらずダッセー」


    「今日子と兄弟だと思えないわよねー、信じらんなーい」


    　そいつらは、意地悪そうに笑っている。思いだした……妹は小さいときからかわいくて、いつもこんなふうに取りまきがいた。今と同じで、そいつらは兄である俺にヤキモチを焼いて、何かというとケンカを売ったり嫌いや味みを言ったりしてきた。妹が嫌な思いをすると思って別に言わなかったけど、着替えを隠されたりバスタオルを濡ぬらされたりとかは、日常茶飯事だった。そうか、俺がスイミングスクールが合わなくてやめたのは、こいつらが原因だったんだっけな……。


    　そして、今の今日子ならこの状況だと、「あたしの兄あにっちに何ですってっ？」といきなり怒りだすところだ。でも小さな今日子は、その声を聞いて困惑したように振りかえって、


    「べ……べつに、あたしだって明あ日す太たなんか、お兄にいちゃんだと思ってないもん！」


    　と、そう言いながら俺をにらみつけた。


    「だから、迎えにとか来ないでよ！　カッコ悪いから友達の前に出てこないで、っていつも言ってるのに！」


    　小さい妹は、やけにツンケンしていて生意気だ。とはいえ、むしろ妹の兄に対する態度としては、これがふつうなんじゃないかとも俺は思う。高校生の妹が、兄にあんなにベタベタしているなんて、おかしい。「兄っち」呼ばわりもおかしい。「明日太ダサい、兄妹と思われたらマジ迷惑、あっち行け」って蛇だ蝎かつのごとくウザがられるか、いやむしろ存在自体認めない勢いで家の中ですれちがっても冷たく無視してこそ、高校生の兄妹らしい姿だと思うんだが……。


    「べつにいっしょに帰らなくてもいいけど、帽子とマフラーはしとけよ」


    　俺の意識に反して、思い出の中の俺の口が自動的に動いた。ピンク色の毛糸の帽子とマフラーを、俺は妹にさしだす。


    「持ってきてくれたの？」


    「だって今日、雪だから寒いと思って」


    　妹が帽子とマフラーを俺から受けとったとき、指先がふれた。


    「冷たっ……」


    　妹は、思わず手を引っこめた。そして、信じられないような顔で、怒りながら俺に言った。


    「バカじゃないのっ？　明あ日す太たぜんそくなのに、こんな寒いところで手がこんなに冷たくなるまで、あたしのために待ってるとか……！」


    　妹は生意気なのだが、どうしてそんな泣きそうな目をしているのか。


    　そして、後ろにいた妹の友達には、その妹の声の雰囲気がどうもカチンと来たらしい。子供だからこそ、本能的にカンが鋭いのかもしれない。


    「何そのピンクの帽子とマフラー、ダッサーい」


    「ダサい兄あに貴きが持ってきただけあって、ダサすぎるよな」


    「そんなの着たら、今日きよう子こにもダサいのうつっちゃうよーん」


    　無遠慮な笑い声を聞いて、妹の顔はみるみる真っ赤になっていった。妹は俺をにらむと、ピンクの帽子とマフラーを雪が積もった地面に投げつけた。


    「何するんだ、今日子」


    　俺は、帽子とマフラーを拾いあげた。妹は真っ赤になって、友達にしっかり聞かせようとするかのように大声を張りあげて、どなった。


    「明日太なんかお兄にいちゃんじゃないから！　他人だから！　友達の前に出てこないでよ、もう帰ってよ！」


    「きょこねー、なんでおこってんの？」


    　小さなみかんはキョトンとしている。俺も妹が俺のことを嫌いやがってるのは知ってたけど、でもとにかくその日は寒かったのだ。


    「だから帰るって言ってるだろ、でも帽子とマフラーはしとけよ。夕方からまた雪が降ってくるって、天気予報で……」


    　俺は妹に、帽子だけでもかぶせようとした。


    「ほっといてっ！　明日太なんか大っ嫌い！」


    　妹は俺を振りはらおうとした。妹の足もとの雪が、そのときくずれた。


    「きゃっ……」


    　ぞくっ、と背中が寒くなる。俺が何度も感じた、水を見たときの恐怖と寒さが、よみがえってきていた。そうだ……妹はバランスをくずして、水路に落ちたのだ。


    「きゃー！　きょこねー！」


    　みかんが悲鳴を上げた。


    「助けて！　助けて！」


    　妹は、水路の中でおぼれていた。水泳は得意なはずだが、コンクリートの壁につかまろうとしても、水の冷たさで指がかじかんで動かないのだ。


    「明あ日す太た、助けて！」


    　妹の手が、何度もコンクリートの上ですべった。立ちあがろうともしたが、流れが速くて足をすべらせた。体はまだ細かったし、冬で着ぶくれしていたから、水の流れに押される面積が大きかったのだ。


    「うわっ……し、知ーらねっ！」


    　妹の友達はみんな、びっくりして逃げてしまった。助けでも呼びにいってくれればよかったのだが、どんなに意地悪を言っててもしょせんは小さな子供なわけで、怖くて気が動転していたんだろうから仕方がない。冬の夕方で、ほかにまわりに誰も人がいなかった。文房具店の戸は、寒いのでしっかり閉められている。声を出しても聞こえない、でもあそこまで行って帰ってくるあいだに妹はどんどん流されて、見えなくなってしまう。


    「みかん、さっきのお店に行って助けを呼んできてくれ。できるか？」


    　幼稚園の子には無茶かも、と俺は不安を抱きながらみかんに頼んだ。するとみかんは、


    「うん！」


    　と、力強くうなずくと、ちょこちょことペンギンのような足取りながらも、まっすぐに文房具店のほうへ走っていった。


    　俺はそれを見届けて、水路のほうに視線を戻す。


    「明日太、助けて、明日太！」


    　妹は流されながら叫んでいたが、そのうち声が弱々しくなり、もがく腕も力を失って、やがて頭が冷たい水の下に沈んだ。増水した水路の流れは速かった。流れていってしまったら、二度と見つからないと思った。その瞬間、俺は生まれてはじめて「死」というものを意識した。背筋がぞくっとして、心臓が割れそうに痛んだ。


    「がんばれ今日きよう子こ、死ぬな、ぜったい助けるから、ぜったい死ぬな！」


    　俺は迷う暇ひまもなく、水路に飛びこんだ。


    　水は冷たかった。妹のジャケットが水を吸って、沈んだ。俺ももぐった。妹の体を必死につかむけれども、流れに流される力に握力が負けて、何度も手が離れる。


    　ばしゃばしゃと暴れる俺が立てた泡が、俺たちのまわりで舞ってるみたいだった。妹は沈んでいる。髪に飾った赤いリボンが、水の底で揺れている。


    　水の冷たさのせいで体温が下がって、意識を失いかけている。それが俺には、死にゆく者の表情に見えて、怖かった。自分が死ぬなんて思ってもいなかった、ただ妹が死ぬかもしれないというのが、怖くて怖くて、一刻も早くこの状況から逃げだしたくてたまらなかった。


    「うわああああああ！」


    　怖くて、俺は叫んでいた。たぶん、パニックを起こしていたんだと思う。そうして、無我夢中で俺は妹にしがみつき、水路のコンクリートのへりを手でつかもうとしたけれども、コンクリートはつるつるすべるし、俺の手はかじかんで動かないし。腕の中で、意識を失った妹の顔色は青白い。マンガで読んだばかりの「低体温症」ということばが、俺の頭の中でぐるぐるした。体温が二十五度まで下がると意識を失って、二十度まで下がると死ぬと書いてあった。妹は意識を失ってる、体温は今何度なんだろう？　そもそも、生きてるんだろうか？


    



    　ふと、俺の体が何か固いものにぶつかった。水路に捨ててあった自転車だ。マナーの悪い奴がいるものだが、自転車はゆがんで、水路にがっちりと引っかかっていた。俺はその自転車を足がかりにして、妹をかかえながら、水から上がった。


    　そこは、水路が道路の下にもぐりこんで、小さなトンネルになっていた。自転車はたぶん、その道路の上から投げ込まれたのだろう。俺はトンネルの壁にもたれて、ハアハアと荒くなっている息を必死に落ちつけようとした。


    　まわりに人の気配は感じない。午後四時といえば、勤めている人は会社だし、主婦は夕飯の買い物でスーパーにいるからだろう。文房具店も見当たらない……ずいぶん流されてしまったようだ。


    　マンガでは、こういうとき、温めろと書いてあった。のちにテレビで、冷たい体をさすったりすると冷たい血が心臓に流れこんでよけいに危ない、というようなことを見たが、そのときの俺にはアドベンチャーマンガで読んだ知識しかなかった。濡ぬれた服は体温を奪うと書いてあったから、妹の服を脱がせ、俺もガタガタ震ふるえながら服を脱ぎ、服をしぼって俺と妹の体をふき、そして妹の体をぎゅっと抱きしめた。


    　俺はガタガタ震えていたが、妹もガタガタ震えていた。そして、うっすら目を開けて、俺の顔を見た。


    「……明あ日す太た……何……してんの……」


    「今日きよう子こを温めてるんだ、低体温症を起こしたら死ぬんだ。こうして裸でくっつけば、おたがいの体温が早く混じりあうから、早く温かくなるんだ」


    「明日太が……助けてくれたの……？」


    　妹の歯の根はガチガチと合わなくて、ことばがはっきり聞こえない。俺も震えていたけど、それは寒いからというより、妹が死にそうで怖くて緊張していたせいだ。


    「助かるから、心配するなよ」


    「明日太、真っ青だよ……。こんなに寒いのに……こんなに冷たい水の中で……あたし、あんなに生意気だったのに……助けてくれたんだ」


    「あたりまえだろ、俺は兄にいちゃんなんだから。おまえは俺の、妹なんだから」


    「いも……う……と……？」


    「誰かいませんかー！　救急車呼んでくださいー！」


    「あたし……明日太の……妹……」


    「誰かー！　誰か助けてくださいー！」


    「明あ日す太たは……あたしの……お兄にいちゃん、なん……だ……」


    　俺の腕の中で、冷たかった妹の体がだんだんと温まっていく。


    「お、兄……ちゃん……」


    　妹の青白かった肌に、わずかな赤みがさしたのがわかった。


    



    　俺は、みかんを見つめた。


    「思い出した。みかんは、よく覚えてたな」


    「だって、怖かったもん」


    「みかんは頭がいいから、小さいときのことでもよく覚えてたんだな。俺は、やっと思い出したよ」


    　それは俺の記憶力のせいかもしれないが、もしかしたら妹が死にかけたあの記憶があまりにも怖くて、無意識に封印していたのかもしれない。


    「あのあと、みかんが文房具店の主人にきちんと説明してくれたおかげで、一一九番に通報して消防署の人が捜しにきてくれて、それですぐ救急車で病院に連れてってもらえたんだよな」


    「そうだよ。キョコねぇは大丈夫だったけど、あすにぃはすごい風か邪ぜひいて春まで寝こんで学校に行けなかったんだよ」
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    「そうそう、そうだった。俺はもともとぜんそく気味で、気管支が弱かったからな。肺炎を起こしたんだよ。二か月近く入院してたのに、入院してたときのこともほとんど覚えてない……」


    　そうだ。あまりにも怖いできごとだったから、俺は無理やり忘れてたんだ。


    　俺は、頭をかかえた。やっと、記憶の扉が開いた。


    「思い出した？　だから、あのときからずっとみかんは、あすにぃに勝てないって言ってるんだよ」


    　みかんは、泣きべそをかきながら言った。


    「そんなことない。あのとき、みかんが俺たちを助けてくれたんじゃないか」


    　俺がフォローしても、みかんは泣きつづけていた。


    



    　そのあと、俺はみかんを家に連れて帰ってから、叔お父じの車で、妹たちが行った病院へ向かった。凛りん世ぜと小こ麦むぎがつきそっていて、成年の保証人はいなかったけど、凛世が父親に電話して話をつけてもらったらしく（どんな権力があるのか、考えるのも怖いので考えないようにしているが）、スムーズに診みてもらえたらしい。


    　その結果、緋ひ影かげは割れた爪をテーピングされて、ぶつからないように包帯も巻いてもらった。妹はいちおう脳波と心拍の検査をして、一晩入院することになった。


    「キョコねぇ……大丈夫かな……」


    　不安そうなみかんを連れた俺と、緊張した面おも持もちの凛世と、泣きそうになっている小麦、爪に負担をかけないよう松まつ葉ば杖づえをついて無表情な緋影……この五人で、妹が入院している個室に向かった。


    　妹が入院しているのは個室のなかでも、トイレやシャワーや洗面台までついている豪華なスイートルーム仕様の病室だった。


    「すごいな、これも凛世のお父さんの口利きで？」


    「だって、大部屋に入れて、大事な今日きよう子こに悪い虫でもついたらどうするのよ」


    　凛世がつぶやきながら、今日子の病室のドアをノックした。「はーい」と、意外に元気な声が聞こえたので、横開きのドアをガラッと開けた。


    



    　妹は病院のパジャマを着、ベッドに座って、ニコニコしながら病院の晩ごはんをもりもり食べていた。


    「やっほー、みんな、やっと来てくれたんだー。退屈だったよー」


    　沈んだ面持ちの俺たちの耳に、やたらとはじけた妹の声が聞こえてきた。ベッドの上で食べられるようテーブルがセットされていて、その上にカレーライスがどっかんと乗っかっている。サラダとデザートもついた豪華版だ。


    「いきなり食欲全開か！　心配する必要皆かい無むって、どうなんだ！」


    「ふへー、あにっひ、ひんぱいひてふれたんらー」


    「しゃべるか食うかどっちかにしろ！　っていうか、入院患者がそんなにもりもり食ってていいのかっ？」


    「もぐもぐ。検査はもう終わって、異常なしだって。ただ、もう遅くて事務が閉まってるから退院のための手続きができなくて、一晩入院になっちゃっただけだから体のほうは全然大丈夫なんだよ、もぐもぐもぐ」


    　ほんとにしゃべるか食うかどっちかにしたな。


    「……まあ、元気でよかった」


    　心配やら気抜けしたやら、ぐちゃぐちゃの頭の中でやっと口に出たのは、そのことばだった。妹は、カレースプーンをくわえたまま、うれしそうに俺を見る。


    「わー、心配してくれてたんだ、兄あにっち。てへへ」


    「あ、いや、俺は別に心配なんてっ……！」


    　あわてて俺は、首をぶんぶん横に振る。おかげで目が回って、よろっとよろけた。


    　そのとき、俺はさっきまでそばにいたみかんがいないことに気づいた。


    「あれっ……みかん？」


    　俺はみかんを捜して、廊下に顔を出した。みかんはドアの陰に隠れ、ひざをかかえて小さくなっていた。


    「何やってるんだ、みかん。お見舞いに来たんだろ？」


    「だって……だって……」


    　みかんは泣きそうな顔で首をぶんぶんと横に振った。どうやら、今日きよう子こと顔を合わせられないらしい。気持ちはわかるので、俺もどうすればいいのだろう、と戸惑っていた。すると、


    「みかんちゃん、お見舞いに来てくれたんだ。ありがとう、お顔見せて？」


    　病室から、妹の優しい声が聞こえてきた。あの、いつもオッチョコチョイな妹の声とは思えない……大人びていて、俺はなぜか慈じ愛あいに満ちた弥み勒ろく菩ぼ薩さつの姿がその瞬間、頭の中に浮かんで、なんでここで弥勒菩薩なんだ、と妙にドギマギしてしまう。


    「……キョコねぇ！」


    　たまりかねたように、みかんは病室の中に駆けこむと、ベッドの上の妹にすがりついた。


    「キョコねぇ、ごめんなさい！　ごめんなさい！」


    　みかんは、涙をいっぱい浮かべながら謝った。妹は、みかんの背中を優しくさする。


    「大丈夫だって、みかんちゃん。気にしないで」


    「だって、おぼれて怖かったでしょ。みかんのせいで……」


    「大丈夫、ぜんぜん怖くなかったから」


    　妹はそう言って、俺のほうに視線を移すと、目を細めてニコッと笑った。


    「だってあたし、ぜったい兄あにっちが助けにきてくれると思ってたから」


    　ぴく、と小こ麦むぎの太い眉まゆが動いた。ぴき、と凛りん世ぜのこめかみには血管が浮いた。ぴり、と緋ひ影かげを包むオーラにとげとげしいものが混じる。でも妹は、まるっきり気にしていないし気づいてもいない。


    「だって、ちっちゃいときからずっと、兄あにっちはあたしのヒーローなんだもん。あたし、兄っちの妹に生まれてきて、ほんとによかった」


    　妹は光り輝くような笑顔でそう言うと、またカレーをもりもりかっこみはじめた。


    　そして凛世のピキピキが、そのことばで少し緩和されたようだった。


    「よかった。つまり今日きよう子こはあくまでも、兄あに貴きさんを『妹』として好きなわけね」


    　凛世はホッとした表情をして、小さくつぶやいた。そのとき、一瞬、凛世が俺のほうをチラッと見たような気がした。どうしてこの流れで俺のほうを見るんだ、と違和感を抱いて凛世のほうを見返したら、凛世はあわてて俺から目をそらした……いったい何なんだろう？


    　とりあえず、ずっと不機嫌だった凛世がやっと、少し機嫌がよくなったみたいなので、俺はホッとした。


    　一方、凛世のつぶやきに、小麦と緋影はあくまでも反論する。ただし、ものすごいひそひそ声で。


    「ぜんぜんよくないですぅー！　兄妹のしばりがあるといえども、やっぱりキョコたんがお兄にい様一辺倒になるのは困るですぅ」


    「そうですよ。恋人は縁が切れることもありますが、血縁というのは縁が切れることはないんですよ……。あ、でも血管は切れることがありますけれどね……血管を切れば自動的に縁は切れますよね……」


    「おいそこ、病院で殺人計画を練るな！」


    　俺は緋影に釘くぎをさした。こまめに注意しておかないと、ほんとに殺されかねないからだ。


    　みかんは、そんな三人をじっと見ていた。俺じゃない、三人だけを見ていた。みかんは、今までもさりげなく三人にも牽けん制せい球きゆうを投げてはいたが、もっぱら俺を集中攻撃していた。だが、みかんは頭がいい。真の敵はこいつらだ、と感づいたようだ。


    「キョコねぇ♪」


    　突然、みかんは甘ったれた声で妹にすり寄った。妹は、相変わらずお姉さんぶった表情で、優しく答える。


    「ん？　どうしたの、みかんちゃん？　みかんちゃんも、カレーほしい？」


    「いいよ、カレーならここにくっついてるから♪」


    　みかんはベッドにひざをついて上ると、妹の肩にしがみついて逃がさないようにして、妹のほっぺたにちゅっとくちびるをつけた。


    「きゃあっ」


    　妹が、焦あせって小さく声を上げる。


    「はぁっ？」


    　凛りん世ぜの目が三角になったのがわかった。小こ麦むぎは呆ぼう然ぜんとし、緋ひ影かげの目はうつろになっている。みかんは、そんな三人の表情を妹の肩ごしにしっかり確認して、挑発するようにニヤリと笑った。妹は、ちょっと照れくさそうに、困ったような顔で笑った。


    「あはは……びっくりしたあ。やだ、ほっぺたにカレーついてたの？」


    「うん♪　もう取れたから、大丈夫♪」


    　噓うそつけ、カレーなんかどこにもついてなかったぞ！　でも妹は、無む邪じや気きに、うれしそうに笑っている。


    「ありがと、みかんちゃん。実はあたし、みかんちゃんにちょっと嫌われてるのかなって心配してたんだ」


    「なんで！　嫌う？　誰が？　みかんが？　キョコねぇみたいに、かわいくて優しいお姉さんを？　とんでもない！　ありえないじゃん？　みかんはキョコねぇのことが昔から、だぁーい好きなんだからっ♪」


    　白々しいぞ、みかん。そして、凛世の突きさすような視線をものともしない鉄壁の心臓は、賞賛に値あたいすると思う。


    　それから、みかんはベッドに正座して妹の首に両手をかけた姿勢から、俺のほうをくるっと振りかえった。妹は「みかんちゃん、ごはん食べれない」と焦あせってうったえている。小学生とは思えない、肉食獣のようなその挑戦的な目に、草食系の俺はビクッとしてしまった。
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    「あすにぃは、キョコねぇのヒーローなんだよね？　じゃあ、みかんがもっとがんばったら、みかんもキョコねぇのヒーローになれるよね？」


    　え？　今回の事件でみかんが得た教訓って、それなのか？　俺が妹のヒーローだからあきらめる、じゃなくて、それじゃ自分はもっとヒーローになってやる、ってどんだけ前向きなのだ。


    「え……女の子だと、ヒーローじゃなくてヒロインだよ、みかんちゃん」


    　そして妹も、ツッコむところはそこじゃないぞ。


    「いいの、みかんはキョコねぇのヒーローになりたいんだから。あっ、こっちにもカレーがっ♪　ちゅう♪」


    　みかんは、妹のもう反対がわのほっぺたにも吸いついた。


    「きゃあー！　くすぐったいよ、みかんちゃん♪」


    　みかんと仲良くなれて妹はうれしいのか、きゃっきゃと喜んでいる。頭はいいけど、やっぱりみかんは子供だ。凛りん世ぜたちを甘く見すぎている、こいつらを本気で怒らせたらどんなことになるかわかってない。


    「……そもそも、兄あに貴きさんが四国に来るなんて言わなければ……」


    　凛世が、ずいっと俺の背後に立つ。えっ、怒りのベクトルは俺に向けられるわけ？


    「そうですね。若さやかわいさではわたしたちがぜったいに勝てない相手のところに、日向ひゆうがさんを連れてくるなんて……」


    　緋ひ影かげが、ぐいっと俺の右腕をつかむ。


    「待て、勝手についてきたのはおまえらだってことをだな……」


    「四の五の言わずに、東京に戻ったらお仕置きですぅ♪　東京に帰るまであと三日もあるのが、待ち遠しい気分ですぅ♪　ムラサキホコリカビのブラシみたいな毛で、首の後ろとかサワサワしてさしあげるですぅ♪」


    　小こ麦むぎも、ぐいっと俺の左腕に腕をからめてきた。……逃げられない。


    　これだから、妹にかかわるとロクなことがないんだ。こんなことになるぐらいなら、一人で四国に来ればよかった。旅行の日程は、あと三日残っているが、その三日間も絶対ロクなことがないであろうということは、火を見るよりも明らかである。


    「俺はただ、悟りを開いて心の平安を得るために、八十八箇所めぐりをしたかっただけなんだ～っ！」


    　受難な俺の悲痛な叫びは、夜のミカン山にこだましたのだった。

  



  
     あとがき


    



    　女子モテ４巻、変わらぬご愛顧とご愛読、どうもありがとうございます。今後ともどうぞよろしくごひいきに願います。


    　今回は女子モテ初の小学生キャラ、元気いっぱい、かわいさ爆発のみかんちゃんが登場します。みかんちゃんの日焼けあと、わんぱくでいいですね。ミニキャラの「じり…」が最高にかわいいです。ぎん先生、今回もかわいいイラストをいっぱい、どうもありがとうございました。


    　さて今回は夏休みということで趣向を変えて、東京を飛びだし、愛媛県の温泉です。飛行機を使えば、五ページぐらいで四国に着くはずだったのですが……。また、１巻からちょこちょこ出ていた明あ日す太たのフラッシュバックについても、この巻で真相がわかりました。兄と妹の絆きずな、いかがだったでしょうか。


    　四国八十八箇所のお遍へん路ろは、お伊勢参りと並ぶ昔ながらの大人気コースですが、全部回ろうとするとやはり一か月近くかかるので、学生には時間はあっても金銭的にはかなり厳しいと思います。電車も自転車もない昔はもっと大変だったので、昔の人は四国八十八箇所の土を全部取ってきて、地元のお寺などにミニ八十八箇所を作りました。八十八箇所の土と弘こう法ぼう大だい師しの像などをお堂の中や境内に並べていて、四国へ行かなくても数分で八十八箇所を全部回れてしまうというものです。


    　けっこうミニ八十八箇所をやっているお寺は多いのですが、東京近郊だと高たか尾お山さんの八十八大師めぐりがオリエンテーリングのような感じで、四国まで行くのは無理だとしてもちょっと手ごたえのある八十八箇所めぐりをしたいな、という人におすすめです。


    　小学生のころ、夏休みの思い出で一番よく覚えているのは、祖父の家に遊びにいって一緒に釣りをしたときに、黄色に黒いたてじまの魚を釣ったことです。かわいかったので飼おうと思って、洗面器に海水を入れて、その中に放しておきました。そのあと、疲れたので昼寝をしました。


    　やがて、夕飯の時間になり、甘辛い醤しよう油ゆの香りで目が覚めました。祖父はいつも、釣った魚は醤油と砂糖で煮つけていたので、今日の晩御飯もそれなんだなと思いました。食卓へ行くと、メバルやキスが茶色く煮しめられている鍋の中に、どこかで見たようなたてじまを見つけました……。


    　命の意味を少しだけ知ったような気がする、そんな夏休み。


    　最後に、告知です。有隣堂ヨドバシＡＫＩＢＡ店の「俺棚」という企画で、四月十八日～六月十七日のあいだ、私の本と、私が選んだおすすめの本が展示されます。お立ち寄りの際は、ぜひのぞきに来てくださいませ。


    



    
      二〇一二年二月　夏緑＠俺この原稿が終わったら温泉行くんだ……

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]



  
    夏緑


    Midori Natsu


    



    作家。代表作に「魔王学校に俺だけ勇者!?」（ＨＪ文庫）、「ネコにも描けるマンガ教室」（ポプラ社）、「ぼくのかわいい病原体～ライトノベルでざっくり学べる感染病原体入門」（中外医学社）、「ぷいぷい！」（ＭＦ文庫Ｊ）などがある。その他、科学読み物「遺伝子・ＤＮＡのすべて」（童心社）、「免疫学がわかる」（技術評論社）、「進化論と生物の謎がよ～くわかる本」（秀和システム）など著作は多岐多数。漫画原作「獣医ドリトル」（小学館）はＴＶドラマ化・ＤＶＤ化された。
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